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第 1章 研究の背景と目的

1-1 研究の背景

21位紀を目前に して ，現在はまさにグローパルチェンジのII-'i代を迎えている。

すなわち，地球の混暖化，森本本の減少，オゾン j符の自主I衷s 円全性 1・I~ >治'Ii下t可決，そ

してlij>淡{じの問題などが世界的なレベルで深刻化している 。これらは，特に近代

以降の人間活動の舷大によってもたらされた問題であり，人間・環H'l問の「持続

可能な発展」を達成できるか否かは，人類一人ひとりの現/f.のむぷとぷ米へのill

択にかかっていると言えよう。

ここでは，研究の背段として，巌近の「森林減少問題」と「砂漠It:.問題」に関

する世界的な動向を級観しておく。

( 1 ) 森林減少問題

(i) I!t界的に進む森林の減少 と劣化

FAO (国述食糧農業機関)の「世界森林白1i1997 ( Statc 01' World'" Fo比例s1997) J 

によると> 1995年現在の世界の森林面積はがJ34 Ii意 5400刀 haであり，1::陵地 Ifli

J誌の約 26.6%を占めている。森林は特に然借地域の発展途上国の森Hを中心に減

少 ・劣化を続けており，熱帯5林は 1980年から 90年の 10年11日で 11な5，400万 ha減

少した。金森，f，j(聞積に!過しては， 1 980 年から 95 年でが~ 1億 8‘000}j [1"減少して

いる。これは ，年間 ]，200万 haの減少を滋味しているロ 1990司から 1995年の 5

年間では，世t界の森林筒高~(ま 35 低 1 千万 ha から 34 (M 5 r万 haになり.総，1I5.635 

万 ba減少した。年間平均の減少商暗号は約 1.13(l万 ha，年間の平均減少率は (1.]% 

である。すなわち ，毎年，日本の国土面積のが') 1β に当たる森林がなくなってき

ていることになる。途ヒ国では 1990年から 95年に かけて 6.500li ha以卜のぬ村、

が消失している。この均l↑品]，最も森林の減少市H裂が大きかったのはブラ ジルで ，

1，277万 ha，次いでインドネシア 542万 ha，次いで 111ザイール.;ttリビア ，メキ

シコとなっている。中国は， 1978年の 1(.章 2140乃・ ha(FAO 19S2)から J:11111して

きたが， 1990年から 95年では ，1 億 3376万 haから l飽 3332}j haへと変化して

いる (FAO1997，表 1- 1 )。

ー1-



表 1- 1 位界の森林而積 (19951ド)とその変佑

1995年 1990年(.) 1990~何年 1990-何年
国土面積に 森林面積 森林面積

森林函積 占める割合天然林 森林面積 変化 年平均変化率

(千ha) (%) (千ha) (千ha) (千ha)

アジア 474.172 17.7 490.812 16.640 
南アジア 77.137 18.7 61.836 77.842 705 
大陸部l東南アジア 70.163 36.9 67.877 75.984 -5.821 
島峨都東南アジア(a) 132.466 54.2 126.03日 141.215 -8.749 

然帯アジアit 279.766 33.0 255，751 295.041 ー15.275
中東 12，735 1.9 13.536 -801 

温帯アlItジアアジ計ア
181，約1 15.8 182.235 -564 
194.406 10.6 195.771 1.365 

オセ7=7 日0.695 10.7 91.149 -454 

勲温帯帯オオセアーアE十 41.903 77.5 41.752 42.659 756 
セアニア計(b) 48，792 6.2 48.490 302 

北中米 536.529 25.5 537.898 1.369 
温帯北中米Z十 457.086 24.9 453，270 3.816 

黙帯北カ中リ米中フ米・海メ針キ諸シ国コ
75.018 31.0 74.824 79.812 -4.794 
4.425 19.4 4，134 4.816 -391 

79.443 30.0 78.958 84.628 -5.185 

1南米 870.594 49，7 863，315 894.466 -23.872 

熱;E帯帯南南米米ZE十十(c)
827.946 59，8 822.385 851.223 23.277 
42.648 11.7 40.930 43.243 -595 

ヨーロツ" 145.9日B 30.9 144.044 1.944 
~tヨ ロツ" 52.538 46.8 52.498 40 

酉東ヨヨーロッ" 59.479 24.2 57，688 1，791 
ーロツ，¥ 33.971 29.7 33.858 113 

アフリカ 520.237 17.7 515.455 538，978 -18.741 
西サヘル 39.827 7.5 39，620 41.300 ー1.473
東サヘル 57.542 12.3 57.028 59.640 -2.098 
西アフリカ 46.324 22.8 46.003 48.783 -2.459 
中央アフリカ 204.677 48.3 204，352 210，681 -6白004
熱帯南アフリカ 141.311 25.6 140.754 147.099 -5，788 
島t明書H東アフリカ(d) 15.220 25.9 14.986 15.873 -653 

黙県帯帯ア以フ外リアカフ2十リカZ十
504.901 22.6 502.743 523.376 -18.475 
15.336 2.2 12.712 15.602. 266 

l日ソ連諸国 816.167 37.2 813.381 2，786 
合計 3，454，382 26.6 3.510ι728 -56.346 

注 (a)鳥i劇部東南アジアは、ブルネイ、インドネシア‘マレーシア‘フィリピン.シンガポールの5カ国
(b) ;畠帯オセアニアは、オーストラリア、ニュージーランドの2カ国

(c)温帯南米は、 アルゼンチン、チリ、ウルグアイの3カ国
(d)島峨都東アフリカは、コモロス、マダガスカル‘ モーリシャス、レユニオン、セイシェルの5カ国

(%) 

(.) 1990年の森林面積は、 FAOの1990年の森林資頑評価以降、新しい情報が加味され更新されている。

1990-95年の森林の減少商積が大きい国(10カ国)

①ブラジル
②インドネシアgザイール

ポリビア
⑤メキシコ

⑥マレーシア
⑦ミャンマー

③スーダン
⑨告布
⑩パラゲアイ

減少面積(千h.)
12，772 
5.422 
3，701 
2，901 
2，540 
2.001 
1.937 
1，763 
1.647 
1.633 

出典:FAO SI.!. 01 Ih. World's For.sls 1997 

-2-

0.7 
0.2 

ー1.6
ー1.3
ー11
-1.2 
-0.1 
0.1 

=9.1J 
0.4 
0.1 

-0.1 
02 

ー12
-1 I 

-1.3 
国 0.5
-0.6 
-0.3 
0.3 

0.6 
0.1 
0.7 
0.7 

-07 
-1.0 
-0.6 
-0.8 
-0.8 
-0.7 
-0.3 
0.1 

-0.3 



(ii)持続可能な森林経常に向けて

1992 年にブラジルのリオデジヤネイロで開館された匝IÆ~如苑 UiJ 'fe会ぷ (Ul¥CED

i地球サミ ット) では， r持続 nJ能な発展(Sl1~lainablc Dcwlopm"f1I) Jのぷも市 a設

な要素のーっとして，森林問題が取りよげられた。すなわち r森林1);(flIJ J¥i JJ/JJ 

やアジエンダ 21 (第 11r.t r森林減少対策J)が探択され，森林の 1r.1也はJト常に

jf(i}.l!な ~l遜として認識されるようになった。このサミットを契機として. Ilf¥点作

図および各地域レベルで「持続 "J能な森林経常」のi主成に向けて持ヤな以り帯fLi"

が展開されるようになった。

アジエンダ 2Jの笑純状況をL監視し，必裂な勧告を行うために 1993句a に r).';紋

可能な開発委員会J(CSD)が波間され，その Fに 1995年には「森林に|刻する 11な

府間パネルJ(lnlergovemmcnlaJ Panel 00 Foresls; IPF)が設問された。 IPFの仔務(ま，

持続可能な森林経営に関する地上Rサ ミットの提言のフォローアツフをrrうととも

に，森林に隠する重要な 'IJ案につき悶際的なコンセンサス を築くことであるロ IPr

は 1997年 Z月に各国の森休プログラムの策定. 111:界的な森村代前l.JM併の'Jd危γt

を含む 135の「行動提案」を取りまとめた。 1997jr 6 11. Il<j)!]j Ji;l J~ 判明l 伶.:~

( UNGASS) は， IPFの報告を受け ，さらに未解決 'lì Jj'iを念頭に I~'I\ き. CSDの!

に新たに森林に関する政府聞の協議を続けていくため 「森川に|刻する政的!日!フす

ーラム J(Inlcrgovemm印 1.1Forum on Forcsls; IFF)を設問した。

IPFの行動拠案骨子の中には，決のようなl均約が冷まれている。

く国家森林計画および上地利用計闘のj:(f.)邑〉

:約国は各国の政策に合数し，地域住民の参加!と協力などに配ぼしたい|ぷi'I(jな

森林 ~T闘を策定し，実行 1 べきである。

:名国は，学際的な研究活動を森林計画に組み込むためのメカニズムを然保JL， 

試行の上実施すべきである。

〈森林の減少劣化の背鼠要 因(undcrlyiog causes) の究明〉

各国は，減少・劣{[jに対処するための国家戦略などの策定 と実ぬ，環境アセ

スメン ト等の手法の整備を行うべきである。

:各国は，共通の診断方法を用い，森林の減少 ・劣ftJlJ;l凶に関するケーススタ

ディを実施すべきで ある。

-3-



く砂漠{じ(および大気汚染)による森林への 彫符〉

・各国は，乾燥地や 半乾燥地の生悠系などを保全するための似ぷμを，{Q:.J.::すべ

きである。

く持続日J能な森林管珂!の基準 ・J行機>

:各 [ñ/ は，悶レベル，地域レベルまたは絞 'ì~i. 111 f'L・Jil!iXiレ ヘルでj必)IJされ るjι

準・ J旨線開の関述づけを行うべきである。

IFFは，① IPFの行動提案の実施促進，②持続可能な森林管聞の;itf:li状況のJ包

爆 s ③l"i金・技術移転など， IPFでの未解決 'JIJijの!J.!なる f&討， ③ 「余料、条約」

などの国際メカニズムの検討とコンセンサスづくりの促進ーを行うこ とと注れ，

2000年1二開催される CSD第 B同会合で r森休条約」な どの間際メカニズムに|制

する政府間交渉プロセスを閲附するか否かを決定することが合必された (/'H祭休

業協力研究会 1996，地球 ・人r1¥1J来年1フォーラム (999)。

(iii)持続可能な森林終営の基幣・宿線の策定

基準 ・信機に!刻して， r森林原則声明Jおよび「アジエンタ 11J (第 "!nの

中では i森村の持続可能な経営及ぴ利用は，行/，qの開発l政策と優先順位に従い，

また，各国の環境上健全なガイドラインに必づいて 1，'われるべきである。J (森

林!庶民リ声明(原則/要素 8(d))， rすべてのタイプの綴林の経常，保全及び持続

可能な開発のための科学的に信頼できる基準及び指際を策定すること J (アシェ

ンダ 21(第 11章))と記述されている。

基準とは持続可能な森林作成の概念を規定したもので，指際はそれを測定する

尺j主，定j量的 ・定性的に森林の特性あるいは状態を判定するための12ffiである 。

誌記事 ・指4震を策定している Eなイニシアティブは炊の泊りである e

O 行TOの基準 l廿 011日級生E控除l

0 へ)~シンキプロセス ・・・ 欧州の縦信林 ・司/i:康'H-i林

0モントリ オールプロセス ー… 非欧州の訴1¥.:;j林 .!lE ~弘治体 dl~ /-/ 

Oタラボトプロセス ・・・… アマゾン流域諸国

O乾燥アフリカプロセス …… 乾燥アフリカ訪問|

-4 -



0 中近点プロセス …… 同I近米諸国

モントリオールプロセスには， 1999年 3月現在，アルゼンチン，オーストラリ

ア，カナダ，チリ，中間，日本，韓間，メキシコ，ニュー ジーランド ，ロ シア迎

邦，米同，ウルグアイの 12カ国が参加している。この 12カ[lqにん (1する岱十本lよ，

世界のiffi1都中4・北方林の 90%，金森林の ω%を内め，さらに 1"界の木村 ・ノトH

製品の取引位の 45%に相当する。

1994 ff 6月，ジュネープで ril.;'[ {'fi林等の保守ごと j，¥争，/， IIJtiEな約伐のための J，l'1'.・

指僚に!渇する国際作業グループ」の第 l回会作が開催され，カナタ，米|川，ロ シ

ア，円本土与が参加し，その後のスケジュール等について検討が行われた。そのfを.

数何lの会合を経て， 1995 年 21J チリのサンチャコーで U~J 似された加 6 [n[会fTで，し

つの基幣と 67の指糠及びサンチャゴ宣言が合恕された。じつの J，L可"は1'1.トのAl

りである。

1 .生物多係性の保全

2. 森林生~系の生産力の維持

3.森林.!f..態系の健全性と精力の維持

4. J~波及ひ'水資源の保全と維持

5.地球的炭素循環への森林の待与の維持

6.社会の要望を満たす長J.!Jl的・多面的な社会 ・ 絞治的似~ !t~の紺持 ):!l. ひ .t1~J立

7. 森林の保全と持続可能な経営のための法的・ í[~J 1主的及び経済的作手[[み

基準 1~ 6は持続可能な森林経営の特徴について組定したものであり，森林の

条件，機能や属性，森林から与えられる環境が~ .社会経済的なモノやサービス に

関巡する多聞的な倒他や便裕に関係している。基準 7は，符間!の滋林の保 1":とJ、ケ

続可能な経営を促すために必袈な包照的な政策の枠組みに|刻するもので~\市 l

~6 で規定されている森林の条件，機能や局 '~J: を保全 ・維持 または lJ{n 化寸るよ弓

な幅広い社会的な条件や過程を含んでいる。

1995年にサンチアゴ宣言が出さ れた後，モントリオー ルプロセス参IJII[I'[は J，l

準と指械を自国の森林に当てはめていく作業に取り組み始めた。 1995年 11 1)， 
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ニコージーランド・オークランドにて第 7開会合が，続いて 199凸 1j=:ιIJにオー

ストラリア ・キャン ベラでm81"1会合が閲縦 された。

1997年 7月に韓国・ ソウルで開催された鍔)9同会合の 1:なお題は第 l次ドラフ

トレポートのレビューであ った。 ドラフトレポー トのもととなったrLl別総行 1':で

はそれぞれの指線について具体的な数値データがf'，J111されたが， ドラフ卜レポー

トでは各国のデータ収集能力のみが記述され，指繰データそのものは 1¥2泌されて

いない。 12カ国中，中国以外の 11カ国が 7つのJ品準について， 9 カ Ij~ が指僚に

ついて報告している。データの比較可能性や透明性を阿る よで，データの収集ん

法や測定方法について終回が間報を交換し合うこ とがm授たとJR摘された。

199R 午 10月の第 l日間会代はロシア ・モスクワで IJfJかれ ，作l同で!J，咋 .tl1t'，'の

制度{む とその実施蘭での機能的な支緩づくり一例え ば口氏1m，同レベルそして地

方レベルにおける政府省庁間のパートナーシップ.データ収集と測定lJil、にお l

る革新的な筏術の適用な どーにおいて窓I味のある前進がみられることがnfJらかに

なった。

また 3 今後の取り組みとして， 2000年報告 .-tl(仮題)rモントリオー)!，フロセ

ス 沼僧林等の保全と持続可能な終営のための.1，J;咋 ・ 指綴の実行におけ る 1~ IJ~ と

新機糊」の策定，指糠データ綴告書の発行，そして 『将来のための様林~モ ン!

リ才ールプロセスその基準と指係 (ForeS1Sl'H thc FlIlurc . MOlltrcuJ Proccs， Crilcr;tI ancl 

Indicators) ~の発行などが予定されている(国際林業協)] lill究会 1996，地上R 人

間環境フォーラム 1999)。

(2) 砂漠化の問題

(i)砂漠化およびその対処の経緯

砂漠fじの問1mが，世界的に関心をもたれるように なったのは，アフリカ サハ

ラ砂漠の商緑にあたるサへル地峨において， 1 967 年 ~ 73年の 11日に このj也を襲っ

た大干越のために，草草木が村i9Eし，多数の家商が死亡 し，そのため 10~ 25 )j人

にも達する人々が餓死するに至った惨状が報告されてか らと汗われる(怯 4

1995，総 III 1994)。サヘル地域のこの惨状は， 1974 11にゆ以fじを防 I1するための

国連総会決議を生み sこのこ とが契機になって， 1977年に fl同述砂淡化会試(L'llit"" 

Nalions Conference on Desenitication; UNCOD) J (主催.炉l;a.f"，，'lJ克，¥I-lllrj(じNEP))が
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ケヱアのナイロピで開催されるに至った。

この会議では，世界の符地の乾燥地域周辺で毎年約 ωo)j haに及ぶ 1:J世か似

i!>I:lbにより失われていると被告された。それと悶H与に挺11¥された r1".界の砂淡化

地図」によると，乾燥地域の 12.3%，半乾燥地域の 11.1%，乾占組、ド t出~\!1地 J~ の 2.9

%が r'.1'程度」以上の砂漠化の危険にさらされていると見附もっ た。

その後，ほとんど毎年のように繰り返されてきた卜蝕の被告は， ，/j、必付近の 7

フリカ諸国を中心に，アジア，雨アメリカの諸IfIにまで拡大されるに放ひ s 砂i{，t

1じ[ま，もはや一部の地域に限った現象ではな<，地球環J克を取り-{tく人質IH.il!iの

大きな問題として級われるようになった。 UNEP (1991)の引税調作によれば s

l立採の E主地而績のが~ 1/4，すなわち乾燥地の約 70%に相吋するがJ36 fほha古a妙g;1

IIJし， 1立界人口の約 J/6がl立妓影響を受けていると批定されている D

1 992 年の地球サミットでは広範闘な砂漠化に|謝する l議論が ir わ~1. ，アジェン

ダ 21の第 12章は「脆弱な生態系管理 砂淡化防 II:Jに臥!する fJとな り， 1 J島('~

全の強(じ，組林および再植持活ifiJ)の強化をji!lじて上地の劣化に対処することなと

が盛り込まれている。またこの機会を契機に ，砂i失化対処条約の策定に Iltlけて政

府間で炎渉が開始されるようになった。

そして， 1994 年 6 月 1 7 日にパリで砂漠 fじます処条約がほ択され た a 紗 i!.\Iヒ~，J 処

条約の正式名称は， r ?~刻な干ばつ又は砂漠化に直m する国(特にアフリカの!干j)

において砂i変化に対処するための国際述合条約J (Unilcd Naliolls COIl山川ion (() 

Combal DcserliLic'lionin l110SC Coulllrics Exp町 iencingSerious DrQughl and/or DcscrlilicalioJl， 

Particularly i1.1 Africa) である。これは ，深刻なドぱつメは妙i民化に 1，'(llliする l刊が砂

漠化に対処するために国家行動計闘を作成し及び災Iilliすること，また，そのよう

な取組を先進締約国，国際機関等が支援すること等について規定した条約である。

1996年 12月に発効した「砂i英イじに対処するための悶)ili条約」 は;剖i、，多古，n

の資金を投じて行われたトップダウン方式の大規模プロ ジェクトがうまく t、かな

かった反省の上に たち，住民参加と NGOの役割 をIf[仮する「ボトムアッフーア

プローチ」を基本戦略 とした条約であり，各悶 ・各地Mの行'Ii)J，jl-Jihiの政叱とその

実施に際し国際的な支扱を行っていくことを付格にしたものである。

日本は， 1998年 9月に批准を行い， 12月，同条約の 139需 IJの締約l司となった

u也尿 人間環境フォーラム 1999b)。
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(ii) 砂漠{じの定義

土地荒廃 (Land Degradatiofl)とは「土地生産)Jの反則的，ィ、可逆的な減 少。 1)乱

浸食，上信頼化，自然相生のm失」とされているのに対 L，砂i失化(Oe，crtilicati川 )

という言撲は「砂漠の拡大政象」として， Aubrevillc ( 1949)が初めて使JIIしたと， j

われる。

1977年の国巡砂i!);化会議 (UNCOO)，1992年の同辿環j克即売会議 (UNCED)，そ

して 1994年の国連砂淡 fじ対処条約(UNCCO)というがtれの 1[1で， 11<[ i1!における(，世

話主化定義は以下のように変わってきている。

. 1977年の国iili砂淡化防止会議(総本 1995)

r II:1>i見」は「不十分な降雨あるいは上波の乾燥が)J;i1，刈で他当がきわめて 少ないか

あるいは欠如している地域」と定義する 一方 r砂淡化」とは「上地のもつ作物

吐産力の減退ないしは破峻であり，終局的には砂漠のような状態をもたら すフロ

セスである」としている。

. 1992 ifーの国述環境開発会議

「砂漠化とは，乾燥地，半乾燥地，乾燥混測地般において，気候変fじ，入額のi/l

MJなど，さまざまな嬰囚に起因して起こる士地の劣化 (dcgradation)である」と

している。

. 1994年の砂漠化対処条約(地球環境法研究会 1999)

ru'砂淡化』とは，乾燥地域，半乾燥地域及び乾燥半i毘測地域における隆 の々'B!

点(気候の変動及ぴ人間活動を含む。)に起因する 土地の 劣化を いう。」と記述

さhている。

なお，次の用語も定義されている。

r!i'砂漠化に対処する』とは ， 乾燥地域，半乾燥地戚及び乾燥半混 a~J地域に お

ける持続可能な関発のための士地の総合的な開発の一部を成す活動であって 3 次

の司J!貨を目的として行われるものを行うことをいう 。」

t 地の劣化の防止又は ~lìl 減

-部分的に劣化した!二地の阿復

砂漠化した土地のilj.!t
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また r1:地の劣化」に関しては r乾燥地域，半乾娘I也jJXNt.ぴ叱斜、It，i!u! ;l~'l j血岐

において 3 上地の利j刊〉くは1}1ーの.tiしくは複合的な作 )11 (人11¥1i，r， !Ii}J'&び1，';fUfY撃

に起因するものを含む。)によって天水J:!!J:也，かんがいされた伐地， ~l( 1'< J位，牧

草地及び森林の生物学的又は経済的な生産性及ぴ彼担t性が減少しメは袈火するこ

とで次のようなもの」と定義され， r (1)風又は;1<による仁墳の位j従Jr(2)トI良

の物辺的，化学的及び生物学的特質又は経済的特質のJl，.4f1JJ r(3) 長期的な I~ tc:、

の植生の喪失」があげられている e

この定義では，まず砂漠{じの起こる地減を断定している。乾倣I也市はiI<<Ii'には

降水混と蒸発散f立を誌にして算出される乾娠指数で規定されるが， →般的には降

水足だけでおおまかな区分を行うのが通例である(絵本 1995)。

すなわち，年降水f置が 250mm以下のところを乾燥地!{I-iとし， 250 - 500mmを

~Ió 硲;燥地借， 500 - 750mmを半乾燥湿潤地骨?としている。 J込牧業の i/.1血条{'トとし

てs 一般に農業には年降水11500mm以上 ，牧子宮には 150mm以 lこを必必とすると

言われている。ちなみに地球全体の年降水位の‘Iq却は約 850mmで ，!'，~ i'e W{ h::の

平均もほぼ等盈である。降水位は，内径 20cm の受氷穏に降ったある 11与11111人jの附

水の昆を，水の深さとして mmで表したものである。

/j(に，この定義ではどのような要因で砂漠化が起こるかその間関をえ似変化，

人類の活動ならびにその他のもろもろの要因に求めている。これまで，砂漠化の

原因に対する考え方は大きく 3つに分煩される(市川 1986)。すなわち，①主[似

条件の短IUJ・長期の変{じが I'.lii(k刈である ，②人 1111のインパクトか U;i[吋で ;'t似的

要因は単にそれを支える因子に過ぎない，そして③気候の変化と人!日lのイン川 ク

トは砂漠化の原因として両者を 区別することができないし，砂I吃{ちが起こる場所

によって 5lEなるというものである。砂淡佑対処条約(1994) の定義からすれは，

③の考え方になるであろう。事実，砂漠化は，自然的]!i囚と人為的1Q[刈が複雑に

絡み合わさって引き起こされる現象であり，その問題の解明には容易ではないの

が災状であり ，③の考え方がi直当であると忠われる。

(iii)砂漠flJ.土地荒廃に関する研究

これまでの砂漠化研究の系譜に関しては， (門付 1986，門村 1991)のs論文に
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よくまとめられている。それによると ，人間前説jに1'1'う環岐の劣:/l:化に限iする uJl

究は> 19世紀中葉の G.P.Marsh(1864)まで遡ることができるし. Il1jアフリカ の

干魅と r{i虫濃化」に関する科学的研究は 20世紀の初'}lIiIか らすでに開始され，そ

の後も研究の成果があがってきている。一方，日本では1:に i世 J~!宇の分野で 1960

年代頃から 「砂漠化」 に関する研究が活発化してきている。

ところで，日本における砂漠 (IJ.土地荒廃研究の特徴として r沙i弘前i究」に

おける制究活動の レビ ューを附 まえて，恒川は次の 3i!X を指摘している(地上~ . 

人間Il草段フォーラム 1999b)。

1. '1"'閣を対象地域とした li}ト究が多いこと

2.研究者層が簿く，広いこと

3.砂漠化問題を総合的な倶点からとらえる目n究が少ないこと

そして，今後，重点的に研究を進めていくべき烈題として，次のものをあけて

いる。

①砂漠イじの客観的かっ定i立的な観測・ 評lilli手法のUrIj~ 

②砂淡{t.平舷の気象 ・気候メカニズムの向車lVJ

③人間活動と砂漠化との相互影響プロセ スの解明

④下腿早期望書報システムの開発

⑤持続可能な土地利用 システムの開発

⑥新伎術の開発

これまで行われてきた砂淡化対策プロジェ ク トの なかで成功した例は数少ない

ようだ。ト vプダ ウン Jj式のAtJt似プロジェ クトは ，ほとんと火l位したとも 1;~) 

れている。村洛レベルもし くは地域レベルのボトム・ アクブ ・アフローチにより，

人問活動と砂漠化プロセスとのメカニズムを解明した|こで，そのi也I戎における 1I

然・社会 ・文イt.伝統等 に迎合する生態系回復 プロジェクトを実施していく必裂

がある。 伎術面で 言えば，砂淡化防止に求め られる新技術とは，先端校術よりも

むしろ適正妓術である(武内 1991)。従って，地域材会の受平等件という0!1111iiおよ

び持続的発展性とい う 側面から，その地域に適切な引業を行う .lllllli を与~して い

くことはm姿な研究課題であると言える。
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1-2 研究の目的

過去の廃史を振り返ってみると，人間活動の拡大もし くは文 '~J の発股とともに

つねに森林の破峻あるいは環境の劣化一一それが極端な場合は， li州民{じに雫るわ

けだがーーが生じてきた。しかし，今や人間の責任によ って ，環境劣他地j戎にお

いて 3 自然生態系を回復させていくと岡 H寺に r持続可能な発J~J 明の村治 (J山

城)を創造してい〈ことがJI'常にiU'}J!な諜組とな っている。そして1，'Ti"，¥(し刈市 ワ

ロジェクトにおいて ，これまでトップ ・ダウン盟が尖敗してきているとするな ら

ば ，それとは逆のボトム・ア ップ型アブロ ーチ にJUJ待が符せられることになる

そこで本研究では s 村務レベルにおいて沙漠(1:;防治および|守然保態系liil彼(命、

林草原の復旧)を目的として，ボトム ・ アップ明のアブローチを司~m して灰 IJiJ し

てきている「環境教育林Jtl}経J (事業主体 ・日本バ イオ ピレッジ協会)に着 け し

た。このプロジェク トは，中国内重量古自治区・哲盟木m 賄倫!#C・額納品HJ1・，I，:j

g他般という村落で 25年間 (1996年-2020年) !照的i雪うされている 500haの l

地を対象として， 地元政府および地域のj長牧民ある いは子供た ちと協)Jしながら

実施されてきている。そして将来は，この環l完教育林司1iflをベースとして「持続

可能な発展」型のバイオピレツジの建設を目指している 。

① 簡易行政機能地区
② 住宅地区
③ 農業地区
④ 畜産地区
⑤ 林業地区(環境教育林含む)
⑥ 水産地区
⑦ 水源地区
③ 水処理地区
⑨ エネルギー製造地区
⑪ リサイクル処理地区
⑪ 簡易工場地区
⑫ 貯蔵施設地区
⑬ レクリエーション地区
⑬ その他インフラストラクチャー

図 1- 1 バイオピレツジの紙念図
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このパイ才ピレツジの建設 (1主演 1998) とは，千寺山弁H'l原flIJ:を民視し， 't!1iY; 

系維持のパックボーンである「環境教育林」の育成をもって，環境劣化(砂淡化)

を防止すると同H寺に，生物多係性の保全と自然生態系の1111復をめざす巴さらに、

住民の也市の安定化・活性化を閃り， 段・林・奇P'(i . ノ'1< J度・ 工業など彼 iT の I ，~ f.，'c 

可能な社会を形成し， r守完全と人11¥1の調和がとれた緑IEかな村係を創ってゆく二と

をいう。

本研究では，主に人為的皇室1&によって ，森林 .I，'e}J;lが尻隠し，沙t!(じまで七 っ

てしまった中国東北部の 「ホルチン地域」を対象として，まず~ .に ，そ の i世 j止

の自然的特性をおさえると同時に，沙漠化のj箆史的経緯およびそのn;i除lについて

考察する。第二に s 沙漠化防治と自然生態系の回復をめざすプロジェクト である

「環境教育"'，j.:事業」を Lll例として，そのプロジェク卜がこれまで実際に成功 して

きているのかどうかについて，処態的 ・経済的・社会的側l師から総代的に，，'!'fllllす

る。ここでは，地域相会の受容性や住民参加といった観点からの評自liも1Tぅ 。

し実施すべき価値および「持続可能な発展」の可能性が向ければ，アロ ジェク l

を被告E的に推進していくべきであろう。

第三に，今後の 「環境教育林市業」の持続的dl地iについて考釈し， 'JJ ~草地!バ に

おける農林業生産のシミュレーシヨンを行う。また地域住民サイドから比た;t;;H

:1'1'旧日および経営サイドから見た森林評価も行う。そして第四に，持続 IIJ 自t な 1~M

の構図を考案すると同時に， i;欠位代を担う子(lもたちの態識調行から r持続 'U能

な発展」の精夜的な可能性について考察する。

したがって，本研究は ，中医|内重量古のホルチン沙地における環境教育林'J(1iを

事伊，)とし，環境劣化・沙淡化地域において 「持続可能な発展Jを実現していくた

めの環境計闘を確立することを円的とした基俗的研究ということになる 。なお，

トップダウンとボトムアップを述結させる方向で，科学的研究およびJlliJ'jサイド

と地域住民サイドの両1Tの統合を図るべく，できるl俊り地域住民の視点、を ，fl倒し

た点が ，本研究の特徴の 一つでもある。

1-3 研究の構成および方法

本論文は，図 1-2に示すように，本章を予言む 7つのでFから術1&される e
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第 l掌では，近年の「森林減少1m題」と「砂漠化rml必」 を慨餓しながら s 本flil

究の方向性 と意義を IlJlfri1f1じさせ，その目的について述べてきた。

第 2帝ーでは， r ホルチ ン 沙 j也の特性と }J~ 史的変遷」について 1: に文献淵代に

よって自然環境条件および歴史的な絞綿をおさえ，自 然利学的な観点と JHl(r-Jな

視点から沙漠イじの問題を}o燥する。

く1>研究の背景と目的

人

間

行

為

く3>現代の沙漠化問題 く4>環境教育林事業

原因解明 4 一一+沙漠化防止 とその評価

I生態・経済・社会l

食視点 (aviewpoint) 

科学 (Science)/Jr11側 (Valllalion)/言十翻 (l'lnllning) ヨー地域社会 ( {H~)

Linkage 

・過去 → 現在(世代)→ 次(位代)→ 未来(l立代):持続可能な免股

関 1-2 本論文の俄J点

第 3常では， r現代における農 林・牧業と沙漠ilJ問題」に ついて ，まずはn
会的1普段を猿理し，次にこれまでの日l究者サイドの解析および見併 と地域f仁川 リ

イドの認識を比較・検討する 。それらと康史的事実およびj況i]:の州究 と!!cjらし (T

わせてJ 現代における沙漠化の}j;tllslに対する考然を深める。 さ らに，人 11裕度 ，

家斎密度，森林率， *JI・地率，そして沙漠化の務関係 を相関分析および弔問帰分lJi

によって解析し，その結果について考察を行う 。
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首~ 4 I'~ では r環境教 fl'林・ 1\ 業」について，その m~k をlI1íまえ， '1態((.)・争ffl~ 

的・ネ!会的観点から，プロ ジェク ト評仰を行 う。生態的には， 5日(lhaの 1-地4U!

の変化を調べると同時に，強度沙漠化土地，4吃皮沙i共化よI也，沼地における 5m

x 5m のプロヅトでの柿 ~I: 変化を調べた 。絡部的には， 500haからの伐作物"・1'1

監を調べると岡崎に ，也般的効月J;を案受する炭牧民の終i斉変化についてまとめた 。

なお費用使爺分析によるプロジェク ト評価についての者祭も行う。そして計会的

には，ア ンケート調査の結米などをもとに，地主~.;:! 会ヘの )ití J1) Y!ーや住民参加l の制

点、からプロジェクト評価を行う c さらに CVM法をJrJいて尽境教行林 "rjJ;~ ，rf師を

試みる。

1日5市では，伝統的な森林綾.E'J1の考えをもとに r持続的 '1¥.;長 ，ill而」について

考案し I f._~林業生産のシ ミュレ ーションを試みる 。そこで民地j rr，) 悦野からの，i!lIhi

についての与然を行う 。また地域住民サイドか らの森村抑制訟を細みlBし$それ

によって 公絡的機能を含んだ~.f*全体の新しい評仰を試みる。また統'~首サイドか

らの森林評仙lも行う。

買'i6l!1では，持続可能な発反の構図について考察し，次 [It(\を N ぅ f fJ~たちの

怠識をJ包爆するために， J:也i頃のチ供たちと東京の F似たちの認識について比較 ・

検討し r持続可能な発股」の可能性についての者 終を行う。

そして第 7I主では r総合同J考祭および応Jlj化への展望」について触れ， l' fJ!l 

究のまとめとする。

なお ， 今回の持続可能な 1~}11Í.をめざすプロジェクト /j}f 究は，似11 -3のような

7段階のプロセスを経てきた 。「地域の段状認識」や ri岩波イじの}J;(L人IJの然水に

あたっては，地元政府の関係者や専門家にインタビューや聞き取 り調汽を引った。

特に，全国政協委員 ・哲A木.M政協副主席 .J!ll倫-<1'名誉校長のJ九'f1!;l.史をはし

め，哲盟木斑政府(特に林業局)， }市倫成政府(特に林業用 ).古iTi.y.}j順釘l政府(特

に林業地)等からは. i!.iffiな内管を伺うことができた。

(洩牢 1)本研究で実施してきたアンケー卜制併は次の 5つである。ここでは，

それらの簡略名称の械製を I~G述してお く。

① rj也峨住民調査 1997aJ

「環波数育林の育成およびバイオ ピレ ッジの主I!設のためのアンケー卜，j/1;jt'f. Jは，
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内家古自治区 ・哲翠フト.:ml . Ji・H倫旗 ・額制服j!~のぬ I lf也仰と礼州，~~ (小村)にfJt 

全 120性併の家長(もし くはI"1:s1!人)を対象として r問c11】回収ilミJ (官~1 !nri胤作

配22調査とも呼ばれる)によって行った調査禁誠俗である Q J.:; Iiillllii 1聞は. 199i 

年 8 月末である。質問項目は ， 家紋構成 ・ 家業の変選・ J : 地平IJ 川 ~K i妃 ・ ~命日員長IJ..

-沙i央化の時期 ・沙i臭化のJh(1f;J 沙i英認織・森林機能 ・・11来に付する!刻心やセ11"，i( 

-パイオ ピレッジへのWH守 ・'Ji;器発展のための WTP・年間純以人など I1111 ~J て

ある。 I"J収本は 100%であったが，記述式Ji'!7i-に II)Jらかな(hUり力・はられョょた

部のよ買口に関しては回答がイミuWであったため. I司憾の 1)，)終について，今肢は r1111 

J在調ft.Jを:;:，施するこ とにした。

②「地域住民調査 19971リ

そこで「環境教育林の育成およびバイオピレ ツジのill設のためのアンケートルl

査」として，烏E他打L・孔主IIft!lの各 15家庭ずつ合同I30家広を対象にし ，1(1i!荘，，1:&

査を行ったものが，この調貸である。この際，経済状況において， L・'1' トの

家庭がそれぞれ同じ割合になるように j習 11J:I11i1.ll Ì:去を者隠して ， 隙 ~f'JflX が少な'

なるようにした。質問内容は，①と同僚であるが，而f基調汽の利}，l，i，を午かして，

記述式回答であった項目および①では不備が目立った「事業発展のための¥VTPJ 

(CVM法の適用)の項目を特に車線して ，97 fl' 10月上旬に行った。

③「内蒙占 ・次世代調査 1998J

「内袋占の次 I立代を m う子供たちの白書~ j;a J.克に対する必:誠;l，l!dr・IJ は s 川，(，命 filt の

額助順中学校 Z年生全員(144人:男子 70人s 友子 74人)を対象に I i.lfi，制作

によって実路したものであ る。実胞時l!ifは 1998主f8 )J 31円である。これは ，H

中学校の校長先生に調査の趣旨を説明し，授J誌の放Oi!I!後に自記式によって実肱し

てもらった。その際，向中学校の日本語教師に日本新の謝食裂をモ ンゴル諸に捌

訳してもらった。また同教師によってモンゴル訴の阿符を lニ1*，1'Rに倒沢してもら

った。回収率はlOO%であった。

@ r東京 ・次世代調査 1999J

「次l立代を担う子供たちの森林 ・環境等に対する 忠誠調蒼(東京)Jは，見lJ;~ 
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術文京区にある区立第六巾ヤ佼 2年生全員(85 人 :9}r- 5~ 人， 1，( f-31 人)を~，J

象に，集合調査によって:;I;f胞したものである s 実施H占!切は 199911'7 IJ 1 IIでり，

③との比較 検討を目的と したものである。これは. l.iJ rt' 学校のお(lÏJ!先サに .J~ r'r 

の趣旨を説明し，ホ ムルームの 1時間に自記式によ って 1ミ他してもらった。 I lI t~J(

率は， 97，6 %であった(幻人.男子 52人 .!;J: f 31人)。

③「地域住民調査 1999J

「地成住民の森林・ 環境 ・乍前などに対するfぷ謎，制作」の品j象は， mJ屯主主(iH

事業地区に隣後する村である，Q旦他l1Iガチヤ(このガチヤは ，ぬ 11-他f・L i Li~"都，

包)J絡必の 3つの集落から成る。事業区は烏旦他J立と礼知郎の ー部であり，この 2

つの袋詰は底媛関係する が，もう一つの包力栴f心は事業区からやや縦れた場所に

位向し |沼J量的な影響を受けていると考えられる)のjJZ牧民必ず， (行弘治 15れす

つ)と制納順銀政府周辺の住民 15名の合;'(1-60名(家長もしくはその {'¥::FJ'人)と

した。調査方法は商桜調査で，モンゴル語に訳した質問決を凡てもらいなが ら，

通訳を過して， 一人ひとりに l立後尋ねる形をとった。II!nmは 1999tf 8刀 18，，~ 9 

月 2口である。なお，このガチャは全部で 193 IIi:llJ (817人)であり. [Vj'l政}(:II，'，J

辺には，政府で働く人々. ifJiJ占，学校の先生などの家庭が約 200t吐':liある a

(注 *2) r砂淡」と「沙淡」・ 「沙地」に ついて

砂漠(descrt)は，中国語で は「沙漠」である 。日本では， rn本i少i災学会」や

「中国科学院沙漠研究所」などの闘有名称を除き， 一般に r1，少漠」が使111される

ことが多い。しかし，中国における砂淡関連の随物才'" f主!;f;iHJMfは，すべてが「沙」

が用いられており r砂」と「沙」 を使い分け ることは非常 に傾維とな ること，

また ri少」は“水が少ない"という沙漠にふさわしい炎現であることなどから s

本論文では，中国における砂淡関巡の用 語はすべて「沙」で統 した。なお， ド

に第 li!1で触れた世界レベルあるいは国連関係における砂漠に|却しては「ω以」

を用いた c また中国沙漠は，術 ~l，に 言う と. rゴピ(文喰)J'n i1:;判決 (i'J)i;災)J 

「沙淡イじした土地(沙地)J という 3つに 分知される。「ゴピJは地ぷを沙俊で

被われた荒野のこと r沙漠」はもともとの沙漠地，そ して「沙地」は J'に人ぬ

的変図により沙漠{じした上地をさす。
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!sTEP1対象地減の現状認謝

|村(時) 気 候 削 理 、 触 、 社 会 状 況 、人円、跡、経済制似

-ユ:業等)、教育、文fじ、宗教、インフラストラクチャ-~~'

唖

関)!Jj機関……地元政府、大学・研究所、学校など

・対象地I誌に関逃している機関、今後のft日出や研究等がjdj携 lぜ能な機関

関連分野のlilf究活動に関するt，'iN~入手

住民の生活……生活状態(衣食住等)、伝統的生前、 U':常生活資源、 ~1~の役;~~
人間関係……村の組織 *問、リーダ一等

陥TEP2住民との後点づくり・意識高湯l

|地lt:政府もしくはリーダーを窓口として、地必住民たちとの交ililをい/1る

聞き取り調査 ・アンケート調査等を通して現状必j離を深め、住民たちの|刻心'1;やニ

ーズを抱鍍し、さ らにはプロジェク トに対する住民たちの意識を高める

l6TEP3地域の問題および環境劣正面扇面扉扇|

地域の課題および問題点を解明すると同時に、E和党劣化の朕閃を微j底的に追求する

専門家の意見を聞くと同H寺に、アンケート調脊の申告*を分析する

歴史的な視点を含めて、総合的な研究調査が必~

-ーlSTEP4経営計画の作劇

|地元政府住民たちのニーズに沿った酬を設定 し 、酬長期の経営J附作成

環境劣化の原因を取り除き、農村生前改善のための計l面づくりを行う

!酬帥慎蹴位叩計…………併…人刷…材
地域文イ化じの伝統を尊霊すると同剛i時時に、合自然性原WJを重視して、E主・林 .s:l・ノ'I<if[

'I..¥'Rなど複合の産業を活性イじさせる

ETEP5:経営計画の実施・住民参加と次世代の教育i
環境教育林を級とした経営<illiJiiの実施と岡崎に、(1:民参}JIIの事業を展開させる

地元組織リーダーおよび次Il!:代を担う子供たちへの教育を実鈍する

自然生態系の回復を図ると同時に、社会的 ・経済的 ・文fじ的発以もめざす

|STEP6プロジェクトに対する評価

プロジェクトの評価を定期的に実鈍する

「持続可能な発展」の基準 指標に照らし合わせて約:観的な，fH聞を行う

おTEP7:軌道修正・計画再編・再実何

プロジェク ト評価を受けて、つねに経営計画の軌道修LEを行い、実行していく

自活的かつ持続的発展~のバイオピレッジづくりのシステムを枕注していく

l罰]-3 地戚の持続可能な免震をめざすプロジェク卜研究の7段断フロセス



第2章 ホルチン沙地の特性と歴史的変遷

2-1 中国の沙漠および沙漠化地織

( 1) '1'国における沙漠の状況

rl'閑の沙漠化は，世界の '1'でも比較的電大な 問題 となっている。 1994~ 1り%

年に実施された全図的な沙淡{じ調査の結果によると，金問の沙i英および抄i世他地

域の総面積は 171.1万 km'で，これは国土総T師約の 17.85%にあたる 。そのうら，

地質l夜史l時期に形成された沙漠は 48万 km'，ゴピ沙淡は 7.Jii km' ，沙i也は 43.-1

万 km
1

，風沙イじ土地は 5.4万k_m1 と報告されている(朱・ ~ミほか 1999) 。

iJl悶以来，沙漠化地域の耐積は拡大してきており，品目1'H古*によると，そのJ内

Jm郎被(年平均)は， J950年代から 70年代までは 1560km' ， 70 1Jo代'"聞か ら1'11

年代rl'l摂までが 2100km'， 80 年代 '1 ' 1翼から 90 年代が 2460km' である (!.j" ・ ~f， ほか
J999)。
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図 2- 1 中国における沙漠および沙漠化地域の分布状態 (ZI山 C!al. 1988.) 
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中国における沙漠および沙漠it地峨の分布状態は図 2- 1 (Zhu 01 .1. 1 98~" ) 

のように，北部に集中している。この図の 1~ 8容は沙漠とlザばれているか， 9 

~ 12は沙地である (11がホ ルチン沙地である)。沙地については， IIJJu'Ir'な抑ぷ

があるわけではない(河野 1986) が，おおよそ，下乾燥およ び乾燥地Iヌにおい

て，人類の股史時代に，人為的要因の作用により，また lì t~ (l'" .条 {'j の隊*'/P.Jも受，ナ

て，もともと非沙漠的な地域において生み出された沙漠化 k地のことをい うe

(2)沙漠化地減の分類

また中国の沙漠化 íiliJ~は，その分布と発生，そして進行の特徴に より I f~ の 3

磁頬のタイプに分類されている (ZhuCl01.1 9880 ， 河 I~ý 1986， ，'i 'JlI' 1997)。

I 半i盟測地区の沙漠化地域

(半i田淵I也幣i少淡イじ上地零細分布区)

Il 半乾緑地区の沙漠他地減

(半乾燥草原地借及び沙漠草原地帯f沙淡{じ進泌氏)

Ul. 乾燥した荒淡地域における沙漠化地域

(乾燥荒淡地干!fi:車沙進入，問定・ さ|主闘定i少花trlif十itJ也I>{)

Iは，東北平原西部と 1岸北平原中部に断片的に 分イliする沙淡化上地をさすa そ

の特徴は，①零細地片の砂漠化土地が分布し，その l節約は大き くな¥'0②内 然条

件が乾燥地区および半乾燥地区に比べると良t，0 年l年次肢は 500~ 60001mで，

継続的にその生態系のバランスを破壊しない限り，自身でl国復可能性の特徴をも

っ。合略的に資源を利用し， f，詰恒を講じると，その向後のプロセスを ))11"主化でき

る。

II は，主に内重量古東部および巾部，河北北部 s 山凶 ~t ，峡間~t，そして 叶I 伝の

南東音sに分布する。特徴は以下の二点である。①水 ・他守二の条{'jが紘燥 .i;ii，災地

減よりやや良好で，適度に利用できる。しかし，生態系のバランスが!陀，p)でt'lJれ

やすく，砂漠化が容易に発生し，進行しやすし、。②イ下降水 l，iがユ50~ 500mmで，

人間活動を取り除くと，自ら回復の可能性がある。しかし，内然条 件はJ，j~ rJgji¥jで

差があり ，回復過程は架から凶に向かうに従って， !次第に弱まり 3 もとにかとる "1



能1'1ーも小さくなる。合照的に 1:地利mを1-rい， J必所ごとに適切な砂il，t([j W'i 11 t~\ ii'i 

を講じ ，砂漠化の進行を逆'1伝させなければな らない。ホルチン沙J出およひ γ ウ 〈

沙J也における大半の地区は ，この代表例であ る。

日Iは，西北部に存在する乾燥した広大な就浜地域で .ffiSは人沙淡の/;可 illJ血に

集中がJに分布する。特徴としては ，①砂漠の進行は， i司逃の変巡，機iPJ:ノ'ki聞の変

化の影響を受け， 同時に風の作用による砂丘のjIII進，あるいは過度の伐探やjI!Jl/j!{

牧等のために ，固定 ・半固定沙 l王の表而や枢i被が破i裂されることにも関係がある。

②自然条件が厳 し く ， 一旦 5= 1~ 系のバランスが j折れると， li t逆転の nflitt'l:はJI

常に少ない。沙漠イじを 防止する術関についても |剖艇であり l -.cl1の大がかり のi企

術的措置をi持ずる必要がある。この代表例はタクラマカン沙決である 。

沙漠イb5e生の潜在的製図

地表は沙賓の沈繍物か
ら組成される 車F浮と強風季怖と合致

図 2-2 沙漠化上地の地域的差奥およびその特徴

(Zhll el ，，1 198呂町 r'i I~y， 1997 ) 



2-2 ホルチン沙地の自然環境特性

中国内議古自治区の東部に位紅するホルチン地域 C4!経 118J.立~ 124)立30分、

北約 42J.主 40 分~ 45 1;(1' 15分)は ，かつてはな林や 1;，)j;(で波われていたが ，モ(})

太郎分は沙漠イじされ，現在ではホルチン沙地と 119'ばれている。ホルチン沙I血:ま，

内装古自治区の哲塁3kmの大部分および赤昨TI'i，六林省内部 ，そしてj立が行阿部

の一 部分を含む。総而積は ，[970年代の統計では 4.23万 km'であったが2iIJ近。、
調査 (1994 ~ [996年)によると 5.177ikm'へと拡λしている(公 休ほか l切り)。

(1 )自然環境の概況

ホルチン地域は大向性気候に屈し，冬季は家占，í"~気圧の影響を受け，北 II!j の h止

が多ぐ a 空軍 さは厳しいが，宮は少ない。夏季は太平洋のITfi熱市尚気IEの彩特をを

け，主に東南の風が吹き，比'1夜的i/fr¥i電の気候となる。

年平均気温は 5度 C-6度 C，1詰~月の l 刀の干 J~J1<¥ iAI，はー13J1t C ~-I R I主c，

最l環月の 7月の平均気温は 20J支 C~ 24度 Cである。 10m: C 以仁の紛 ?~~I は 30() (J

l度 C- 3200皮 Cであり，年 、IZ均日 !照|時間は 3000I時間前後である。また fド、l'.[1，)降

水笠は 350- 450mmである。

ここで，ケツ ベンの乾燥限界指数 (K)を求めてお く。

K=P/2 (T+α) 

ただし， P ・年間降水母 (40Qmm)，T 年平均気i!;l(5.5皮 C)

α 夏雨気官民では α=14 

以上から K=400/2X  (5.5+[4) = 10.26 となる。

K ; 5 以下は強乾燥地1j~ ， 5~ I O は乾燥幣， 10 ~ 1 8 はヰq吃燥 fD ，そして lド~ 21< 

は混潤初であるから，ホルチン地域は半乾燥地'H1lこl天分されることになる。

なお水資源に関しては，地表水の資源T置は少な いが，自));!r司;.1<系if，[域にあって，

地下水は比較的豊富な場所である。

(2)降水最

中国北部全体を見渡すと，ホルチンi少淡が依Wlする東部{ま s 降水 lttが比4史的多

-21 -
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い地域であり，そこから四にいくに従って， 300mm， 200mm， 100m01とI:'Rmに位

燥の度合いが強くなっていく。 '1'には 50mm以下の地域も存1F.する(閃 2- 3)。

もう少し詳しく見ると，ホルチン地域の rl"央部から阿部にかけての大部分lよ千

総燥地区に腐しp 年降水母は 3L5~ 450mmであり，その東部の- ffilは'1，if日制j也

区に属し，年降水量が 500ml11近くある。降水量の拳iiii的偏りは若 し<，4:に夏

季に集 ' F' し，特に 6~8 月の平均降水量は年降水舟の 70 %~ 80 %を rJiめる。冬

・春季の降水量は少なく，年間総雨量の 20%粍皮にすぎない。従 っ て ，冬 ・ 7~f

は非常に乾燥しやすい状況になるの

( 3 )風

図 2-4 ホルチン沙地のrl-'央Iこ位躍する

哲霊木問地区の年降水宜(単位 mm) 

(Zhu ct al 1 988b ;妓ほか 1994)

ホルチン草原の風に関しては，西北風の風が多<:，年間の 50%以上を Itiめる。



J欠は西南風が多く，他の風向きは少ない。j1i堅氷'，Y.lにおける年 、l'J勾風速は 3，3~ 

4.4m /秒であり，春季に限つては 4.2~ 5.9m /秒である。 j浪人h止法は 31m/ f'~' 

にも達する，これは日11ち lJ級の大風に当たる。 ーゴド聞における 8級1'). 1 のえ}jl~

がある日数を見てみると ，重量ι|二特艇は 38.7日，j，'!l， i英!j!iは 30-ωLJ. 山林 1;制UJ.

27.3口，科右5后Miは 33，5[1，奈5主成は 21日ある。ホルチン沙I也阿部の大風 111i'，

l立東部より多い。

ホルチン地域の春季は強風の季節であると同J1!fに， 1吟'!<htが少ない叱I.'H た季

節でもある。強烈な間風と西北風は流動i沙丘を東南へ移動させ る。ホルチン平j以

の東町1では p 春も西南風が吹き荒れ，流動沙 I壬を ilq.Itに務jJi由さゼる。ホルチ ンi引

地は，容の西北，東南風の相互作JIIにより， 11!jから束へ滅状に広がっている 。

(4)植物地理的区分

植物地理学的な地域区分 (FAO 1982;野村 1988) によれば，ホ ルチン地域lよ

「樹木の多い草地J (多樹木草地)に 18:.分されている(15<12-[j)。

!)(l' 

。一一-!iOQ--ItlOO，

図 2-5 中国の十荷物地辺学的な地域区分 (FAO 1982; !野村 1988)
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これは，林地における天然およびその他の自然他生か ら分煩したものである a

この多樹木阜地は ，本来であれば a 山J1i!.地方においては，多怖の牧，'，'J:が'ト内 L， 

中国で E2 も牧場に適する地域であるという。樹木では，ボアラやシラカンパの il~

突林が兄ら れ， 沙地に は障子訟が多く 植え られており，なHI，t原淀川においてあ

る程度大きな効泉がある。なお，この地域は 1I日塑されて Jï.. R.~耕地になっている均

合が多く， l'巴沃で生産 なも 苦心い。

(5)沙丘状況

ホルチン草原の大部分は凶i立川流域に版するが， I'ljj息 ~IIJ 流域は I世't'i 11与f¥:には|公

遼大湖の一部分であったという。第三世紀末， 2高内紀初頃， l(f;ft'lの作用によって

河湖相の粉沙層ができ たとされる。発郷土空料によ り粉沙l習の州、円の深さを読み取

れる(J貢 J996) という。それによると，巴林イー7紋の 巳林m治沙林J必を;le品I!し地

下 180m に歪 り，そこで見 られるすべてが粉沙であったという。林間以双 n~ に

は JOOm のF手さの粉i1;胞がある o ;1;'1< r，集成鳥両面放問i地l天の粉沙}(')のf/さはf;Om 以|

ある。奈昼hii黄イUi持位では， 1也ド 80~ 90mまで高iiったが ，全てが17}沙であった

という。科左后Ii!{大育 fl~ における粉沙j早さは 80 ~ 100mある c JêJI:iiの際にも JI~ '/; 

層に 歪らず，実際の粉沙周のJ早さはある 地方では 200mもあるとされる。必新 f"

末期，全新位向初JlIlには ，:!7}沙119の上に逐次j立さが不均等の土岐j凶が形成され，

ついに粉沙庖は被覆された。しかし，地下には深い粉沙J爵があり，これがホル チ

ン草原の沙漠化の物質的基皇室なっていると言える。

酋遼1可を境にホルチン沙地は南と北に分かれている (1官12-6) 。附~州市!?

に，凶方の巴林矯から東方の双巡県に至る長さ約 430kmの俗状沙i矢があり， r1yi，¥j 

の南北隔は 5~ 6km，東端の陶北慨は J34kmである。これはホルチン沙淡の 1:~J:! 

部分であり，その範囲に入る地区は，翁牛特駅東開1，I&~ 抜北部， 五号以前I 太郎分，

周1倫!Yt北部，科左后成全体 ，J且迎市の大部分，彩:ii't'，f!'，の一節分である。名目的"1~( 

俸に合掌状 ，ま署員4状沙丘が多く， 聞に新月状沙圧がある。 D府iu1内 Ifは，その太

郎分が回定 s 半周定沙庇であり， ~1i被本は 40 ~ 70')!である 。沙!王の ffJJさは 丹江

的には 10~ 30m，最高は 50m以上のもの もあ る。 i少圧の 11日には，たくさんの刈

と柄が散在している。
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植被のない流動沙圧が集中する鱗状沙丘鎚は，糾在府狭間丹!i， J.l'.伶依 ~t ，¥jl，シ

5主成中部，数i!A旗北部，翁牛特btt中部を貫き s 非常に得威であり，地元の人に rJ口

敏ff.1こ(ターミンチヤガン)J と11']'ばれている。地獄， '1ニ命のないところの・~tll1:

である(写真 1，2)。

2-3 歴史的変遷

ホルチン地域は沙淡化の進行が比較的速い地区の一つである。 71111代の後日|

によるとホルチンi少地の総I(fjs'jは 4.23万 km1 で， 1円9引99仏判~L川.1 ......... 96凸 f句1.(ロの7η下

話淡4と沙I地也の合計は 5.1η77万Jkmば3 である。ホルチン ";[}J;iは紀ノC10 1 11 紀から ~.þgl化の

現象が顕著となり ，その後， 1!lH変則と沙淡化を終ながらも，ほほJiliht:的にゆgえ化

が拡大するという過粍を経てきた。ここでは，あるねlA詳 しくホルチンi也Jt(のlr

史的な変遷(鼠 1996，百ほか 1998) について笠尽しておきたい。

人類誕生以前の第三紀の|時代，ホルチン地域は ， 泊暁な ~i 炊で s 世言外カi't~ J止し

ていたと推定されている。約 2500万年前，中 I")!I*北部はi仏仰緑林のみならず'IF

熱般の広主主樹も混在していたと 言われている。また約 200Jj年前には J iM，I;} 批判、

および森林革原が広がっていたとされる(Ir'"1'閃森林」編集委ti'会 1997，1胃12

7， 8参照)。

そして古代における限界のl川大文明 s すなわちメ ソホタ ξア，エ ジフト，イン

ダス，そして熊河の文明と同係に，人間活動の拡大あるいは文明の;1¥IJilととも，ニー

森林の倣峻あるいは環mの劣化は拡大していった。

(1 )興隆窪文化時期 (約日 C.5000年 -B，C.4000年)

ホルチン地域には，約 B，C.(紀元前)5200年には， ['，代人J!i'jが岱らしていたこ

とが考古学から明らかになっている。 新石総1m代(興隆注文化H与則)にb7i~fî 的 tz

業と原始的牧畜業が発生したと考えら れて いる。良好な生!ia耳岩崎は人fI¥Jの'f:iiSに

欠かせない主要条件であることから ，生態的にもま2かな上地であったとJ佐il日され

る。当時の自然相生はifu¥{.If ~草林と平原であったとされる 。 IJj( 附 il ~ の附糸口\1 で初

戦争は頻繁にあったが 3 当三態系への影響は大きくなかったようである 。
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図 2-8 新第三紀(約 2500 万年~ 200万年前)の森林分布

(Ii'q，悶森林』編集委ti会 1997)
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(2)紅山文化・ 夏 ・商 ・周の時代 {約日cι000年~日 C.475年)

紅山文化時期(約 B.C.4000~ B.C.2S00年)には，ホルチン沙地の南部lには訂tJl

文11:;と小河沿文化が 3 ホルチン沙地の北部には日制文化が分布 し，いずれもふ?

を主として牧畜業を兼営するものであったという 。 しかし，制限が小さ <11円 '1

態系に対する影響は局郎の地域に限られていたようである。 勺1"1のn然対iJl:;I:. 

地表には大商般の沙丘がなく， 一部の河川沿 r~ に流出J沙任がわすかに 分布 してい

たようである。

B.C.2000年以前の森林率は， '1' IJu全体で 60~ 70 %， I !~ 家 I'J" ではがJ 40 %と j(f.:1li1

されている(中国林学会 1997)。

夏家 f.s下周文化(約 B.C.2000 年 ~ B.C.1500年)は， tZJ監を J，として牧市栄を Jk

蛍するもので，ホルチンi少地1判所iに密集して存在していたと主れる 。>Ij日々 のiIが

震観では s 森林草原と疎林t草原とが交差的に分布し，紅山文fl::il時山1に ーi百iの河川

沿岸地上戒に答指11に分布していた流動沙圧はほとんど同定されていたようで ある。

夏家l苫上j市文化(約 B.C. 1 500 年 ~ B.C.475年)は，牧商業と農業をj主営する も

ので，四周の初期から戦国初期にかけてホルチン沙地の六割i分の地域に分市 して

いたという。 このl時期lにホルチン地域を支配していた山戎肢は，もとも と地枚と

狩猟が主であったが ，農業をセとした先住民と融合して，成業と牧商業を j長科 す

る形態に変化したという。当日寺，大商務の森林が分布していたが，森林動物の1!:J.

が少なくなり ，森林の而，j¥'tも縮小していたようである 。祈d山沙正がJ広)，する肋き

もあっ たが ，依然として少なで，その分布は一部の地域に|浪られていたようであ

る。

(3)戦国時代から唐の時代 (B.C.475-907年)

':1'国の歴史で ，戦闘・ 秦 ・7美 ・2車普南北朝 .~背・庇の H寺 I-\:: に相当する fl.1WI に，

ホルチン地域では主に遊牧を巾心とした土地利用が'rrわれていた。

戦闘と秦 (B.C.475~ B.C.210年)の時期lには，遊牧を主とする見u出族がホルチ

ン単j京に入っ ていた。亦附，奈長 ，通遼の戦闘遺跡では，豚， JI ~ I '~1 下25の則J

物の骨が大量に発見されており，当時の土地利用は主として遊牧であったとHf:il:

されている。森林事原は同復し s 流動沙圧は大体間~されていたようであ る。た

だし ，戦争の 影響によ って原始森併の破峻は生じていた。
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西宮高(B.C.2LO 年~ 25年)以降， ~巨漢 (25 '<f ~ 220 ;1' )・ 41tfT市北側IJ (220 {I'~ 

illi 580年)までのホルテン地域は，遊牧を主としてtIJ撃を Jf.[常する点/iJllJ誌のj!'U氏

である併卑族に支配されていた。

附 (589 年~ 618年)を含めてJ8代以前は，ホルチン市/l;iの州知， JlIJちをl府川

から図。{IIが森林草原地区であり，ホルチン1再販の東部5， JlIJ ち ~r府 I"J:から .l4! O!tlかJfo!t

体単原地灰であったという。地表は基本的に植被に裂われ，話t動沙 任はほとんと

皆嫌であったとさ れる 。

j者代(618~ 907 年)には，老 p合河より凶側に大而1\'1 の開始緑林があ り r必 ;~l J 

と言われていた。「総淡」のi英は沙淡を)a1J，j;するのではなく s 淡{ま繁茂または怜

寂を意味し， r松漠」は怯森林の茂った状態あるいは級交の状態を 言う。.i.lll代 (816

~ 1125 'F)には ，r絵淡」を平地総林と改称した。‘!リ世松林の総Ulfは11、く， r'li<立

大興安儲から東は老日合河にいたり ，南は四~県まで， ~tは巴林イ:担(.山林/に成に

至り .r啓噺泌古茸，事城県，林illi娘，克什克勝島lなども手i也i公林の範例 に入ってい

たようだ。その範圏は 500km以上も続き，千!世怯林と呼ばれて いた (2屯= Ikm)。

(4)遼 ，宋・金の時代 (907年-'1270=年)

ホルチン草原の本絡的な沙漠化は巡朝(907 年~)から始玄 ったとされる。そ

れは巡代の移民開墾と直接関係がある。巡~は契丹 1m カIilil孟|したr.1であり s 笑 "J

人は遊牧民族であるが，I湾代にJU業を既に学び，ゴ'iliスタイルも徐々に枚舌1から

農業へと変化させていた。遼矧 l正信喜朗に南下し~見{上の北 J;~ jilりから大 lJのi史跡、

を捕虜として摘らえ，捕虜の民をホルチン草原に9;;i世させ，十l出聞き出か らE2業を

行わせた。それから，かつては広君主としていたホルチン!?:D~ に多〈の村終， IIIfが

現れ.<{遼史》の記載によると，その当時ホルチン市原に新し くiliてられたりAは

60を越える。

ホルチン草原の表土J凶は j事く，なお点!こ胞の卜は粉i少であるため，森林やhlr1III 

が破竣されると地下の粉沙が耳富山して沙漠化を引き起こしたものと思われ るa

契丹族の強制的移民政策は 10世紀初期に始ま り. iO 1世紀の '1主ばまで続き ，約

半世紹に渡る。 11世紀から，すなわち約 50年にわたり過度の上地UfJ訟を f丁う，'，

で沙漠化の現象が顕若になり. j j t世紀の後半では，ホルテン l，tlJ;iの沙i災化は+11

当に霊大な問題になった。
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《よ皇史》の記峨によると，韓州は迷初太矧l時代にillなされ， ~II与はtO [It紀初

年である。続州が建立された当時，美しい草原が広がり，水はめらかな地であっ

た。しかし s 韓州の移動l時期である lJ 位紀liijWJには，過度な開銀によ り 1(1(111'

経たないうちに，沙漠fじが住民の生前を脅かすようになったと説明されている 。

これは，ホルチン草原の西宮fSのみならず，東部においても沙淡化が進行したこと

を市EI!nするものとなっている。

1115年に，女主主族は金i;必を建国し， 1125年に令悶がi立!下l'を減ほし，ホルチン

地域は金国の支配地域となった。その金制 (1115~ 1234年)に入 っても 2 ホル

チン草原における土地邸J!~は依然として行われ 2 沙 j英 fヒの fι ;t;により，ある I世 I止

は余儀なく退去せざるを得なかった。金特jのH事，設内人のも2入をl的ぐためホ)j，チ

ン主主原の西北において，大規模な辺地域を織り ，主去に沿い数多くの械を築いた。

壕と滅の工事により， J詞りの草原 ，森林と表士l内がド耐火に般地され s ホルチン，'，'(

原のi少i史イbをもっと速めた。過度の日目裂と森林過伐，またl法制りによる I:J也破肢

の影符で， .lJI.Rの赤峰 rIJにあたる場所では， r 1ニJ:tll.は使せて ，ポrが絶えた ・」と

いう状況が出現し，まさしく沙淡化の急激な近fj-;を物n円っている 。

(5)元・明・清の初期 (127 1 年~ 1800;年前後)

元朝(1206 ~ 1368年)と明朝(1368 ~ 1644年)の時期は， 言長 t片人のl皮牧I出と

して，ホルチン草原における凶裂は基本的に停止された。ホルチン革)jji は半~iZ煉，

半湿潤地域に属し，人為的破岐を停止させると，森林や舶物がn然に阿佐する特

性をもっ。従っ て，森林が回復し ，1草原が~l;r， になり， J盤側と合判に起こった[北

動沙丘の大部分が固定沙丘もしくは半悶定沙圧に変わり i少i英化現象は)，l本的に

ストップした。この|時代は沙漠{IJの逆転期である。

(6) ;膏の中期から民国 (満州国含む)まで (1800年前後~ 1949年)

ところが a 環境の回復にとってプラスになることは長く絞かず，治代(16<1-1 

~ 1911)の中j聞に至って，三立 L'i依(1，¥1)に聞き民政策を j(f，L 近めだがi~ ， ホ )1 チ

ン草原は再度沙漠化の四象が起こった。ホルチン車広lにおける開設政策をむ初は

照皇帝が打ち出した。成照皇帝の母と彼母はホルチン 2室内 lH 身であった。 ~k::ま，

土地を開墾して農業をすることはホルチン蒙占の貧困を解決する為に非常によい
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方法だ と考えた。戚照 52帝(166ト1722) は， 1689 11'から部ドを t!!繁にホルチン，1/1

原へ派j誼して ，皇室古人に「教義」を身につけさせ，なおかつ渓族をホルチ ン1，・')1;1

に移動させ，農業文化を伝綬させた。更に蒙占j長にj災地問唱を促すため，強市IJrl'; 

に蒙古肢にUJ!lfを設立させ，食績を保存して，厄年に備えさせるようにした，ス

際 9 これは)J.!;!業政策を強制的に家占主公に受け入れさせた e

波野日号~ i~i の!時代，情Jj;í r，自 i{jは牧 F寄生産に影符を及ぼし ， k最しい料収をもた らし

たので，乾l海皇帝 (1735-95)のH与代にもとの草原UfJf百政策金変え，開釈を・1，'，11:L， 

袋市h1(~'，\に流入する移民を mlJI似した。ただし，多 く 0)'';立， 1 ，- 1公1.，1r fiJ /，~を '1 '). 

淡族を受け入れ」草原を粗借し，政府の開墾祭 11:i政策を 1mみ，ホルチン(，¥hi1こ dL

入する移民は減少せず逆に地)10した。乾隆中lUI以後，ホルチン市j尽に多くの次臥

が集中する村ができ，必居~ {宅情(1796-1820) のlI!i代，袋，1干依の 1:地凶習は叶ifl.¥の

ものとなり， その潮流を阻止することは不可能になった。判Jj1はこのは:tl北']i:kを

認めざるを得ず r民を募り ，開銀をす る」こ とを介法化させた。紋i災前(，科人

后旗，彰武j棋は相次いで，そのことを許可 したという。

1840年のアへン戦争以後，財政危機を解決するた め，家..IjJミ公に強f!jIJ!IIli'i rifj 

効土地」を出した， Jlflち牧場を議り開墾させること の命令を発した。この政策 l'

の火~f先による防l懇の ìJ!i にホルチン草原が巻き込まれた。 ~~ï肢と決 I広を 1 ，，-別竹

思!するため，農耕開墾民肢である漢族の居住地として，相次いで俗化り，{)惚徳リ，¥

双山県，双巡照 ，突 ~R 県 J [J幽リユ，彩武l尽， IJfJ(.H~ ， 綴 -*県 (W 倫 JJ1t の lifj 身) . 

林四県を設置した。

汗f の末期時代に至つては ， 草原|舟~範聞は， ~ ， 金 l時代よりは るかに広がった。

ホルチン草原に進入した拶民(漢族)も，巡や金のI時代よりは るかに多かった。

それゆえ，元，明朝に回復した森林 ・草原は経度に破淡され，結果 としてはホA

チン草原がもっと沙漠化し，現在のホルチン沙地地併 の原型をつくりだしている。

民国年間には ，軍閥剖指で，政治は腐敗し，ホルチン単一原の開墾は減ることな

く地えていった。特に. 1931年 「九・ 一八事変」以後，口本帝IWIま満州凶へ終

Nを送り ，開拓団を組織し院j墾を行しり中国の自然資源を利用し，さ らにホルチ

ン草原を沙漠イじさせたと 言われている。日本B目指図の開宅地l互の代表的な問符県

北部に関しては，現在沙漠化が比較的深刻!な地区になって いる。ただし， -tff~ の

地域では日本人によって繍林活動が普及したことも包ji'J起である。



満州時代のホルチン地域に関して，佐厳は次のこ と を述べている( 佐必 19~ 1)._ 

「地質的に見れば ， 玄武忠の j苛もあるが ltit 上・組成{，虫 ・ !正~Iぷ砂 lU . 砂~~ω

等J，r土境から言えば， ~J:.・梁色上 山*褐色 U')ij， r ア ルカ リ 地 ';jj も l.~l. '..( 

と毘られる J，r森林らしい森林はなくて，ただ川辺にドロ ノキ ーヤナギ ニ L

等の樹併を見るのみJ，そして「多少耕地防風林が何られてい る」 という場所で

ある 。 さらには「将来大いに砂防逃林を援する郎分 j，r緋J也防)!L{Hや結以1111.足

利自白林も考えなければならない j，r Jfll.怜.i1]林によ るIi!'JI!l防 M~ 打、 は J点 f}J の l収 えか

認められる」という考えも述べている。

(7)中華人民共和国建国以降 (1949年 -)

1949年の中準人民共和国(中国)巡回以来，ホルチン市原はJIli]にわ たる火 山

被な開繋が1)'われたとされる s

第 l問問は大躍進運iltIJ~I' ， r)<J袋古は「食組，;M~ ， 制将」と い う ーつの rl 給 1 1

足Jj針を打ちl.1lし ，全自治区に大衆的な開墾羽象が刷れた 。ホルチ ン1，'(lijiの水 |

条件は比較的良好なため，内袋占の食糧主産地と指定され， rJrJ'!1iの而&'1はもっと

広範になった。さらに， 1960年の自然災筈を防ぐため r後会を逃さず， 多く IJ:J

墾すれば多く収穫できる」という政策を打ち出し， 2四日の大衆的日目宅前動が現

れた。そして ，1966 ~ [975年の文化大革命中， r殺物生j主i後先」という政策の術

導方針に基づき s ホルチン草原に 3回目の大規般の1m懇活動が行われた。この11，';

は同時に，3.5.る 地域で森林伐探もひどく行われた。 20年足らずのうちに， 3 1"1に

わたる大規棋な開墾活動が相次ぎ，ホルチン草原は治的絶後のノ4倣i袋を絡i験した

ことになる。

忌も沙漠fじが進行した地域の一つである -(4!Ij木盟の奈鎧伐を例にとる と，195(1 

年代末期には沙漠化した上地は 39.9%をすでに占めていたのが， 70年代"IJ1iJに

は 65.6%まで進行した (Zhuel.1. 19880，吉野 J997)。

また衛星データと現地調査から nlllされた統計によると p るhζ山手 rpI(轄のprj.f.(}1'1 

爾rl(1成 ，巴林左成，林間PZ，翁 '1"特/iJ(， !iU史/iJC，，]j 、 山下 UI~ におい て ， 1 ，}5~ 1トの沙

漠化上地i商般は 96.1万 haであったが， 1978年には 126.2jj haに折、大 L，1υiloWU 

で 30.JlゴhaJ曽川した。JlJJち 31.36%.l'¥))jJ[lしたことになる()互 1996)。

50 年代末 ~ 80年代初，ホルチン草原においてはi:l>決化姑大がidも急速なl時1#1
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とされる。これは 3回にわたる大規棋な開墾と u'(接的な関係 がある。 ここから ，

人間活動は草原を沙漠化させる決定的なインパク トをも っと いうこ とがパえる e

つまり ，ホルチン地域は，有史以前，樹木の多い市民[が広がっていた。しかし 、

長い歴史を通じて数多くの戦争が繰り返され，森林市以の ー部が倣i炎されてきた g

また，さまざまな民族によって支配されてきたが，その民族の伝統 文化によって，

土地利fllの形態もさまざまに変他してきた。

一般に，農業と牧事業の ~R1常の H奇跡!には ， 十。 地点tJ.泥 ・ 沙漠 イじが ìít1 J した。 ね に

農業中心 ，すなわ ち，上地防j塑が拡大された|時には沙漠 (IJが急激にj立tiL，内定

・ 半固定沙圧が出現されるのみならず ， 流動沙Fí:の活動も f市;~ (じ した。それに対

して，遊牧あるいは欣牧だけのHキHilには，沙i長化は作 ll:するどころか s むしろ沙

漠化の逆転が生じ，森林革原が!日|復 してきた。

以よをまとめると，表 2-1のようになる。これは，石 ら (1998) が作成 した

表の一部を修正し ，1949年以降を迫力目したものである 。

~2-1 ホルチン地域におけるよ地利用の~史的 Jlii. IJfl と 沙汲 化:4i iの|対cll

時期 王朝 支配民権 土地利用 ;沿っ量化関連 沙丘断面
土頃層 形成時刻

B.C.4∞0年~ 紅山文化・ 山戎篠 星章と枚音 局部沙漠化 第1古土蟻膚 8.C.3t由 -t問。年
aC.475年 .;:.簡・崎 豊田兼営 第1沙層 BC2田0-日5年

B.C.475年~ 戦窟ー華 軍胡族 遊校中，[J 回復 第Z古土慢膚 BC6Z5年~回5年
田7年 湛鶴晋 鮮卑旗 森幹・草原

時・唐 契丹族

開7年ー 遼・宋・金 契丹族 土地開盤 沙漠化走行 第2沙層 825年-1却O年
1270年 女真族 勝井中心

1271年~ 克明っ膏 豪古篠 遊牧中心 回復 軍3古土壇掴 1曲。年-1700年
?回O~手

1曲。年~ 溝・民国 撃古篠 蝕紋と農耕 出葺化進行 第3沙庖 17田苦手~現在
H149.f手 [満州) 連銀 の葦宮

1制9年~ 中華人民 叢古篠 島耕と般牧 ;1-，.量化進行
現在 共和国 i翼族 の兼宮

石・田中・越(1998)に 部修正・追加
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2-4 結果と考察

以上をまとめると，次のように言えるであろう。ホルチンJ也織は. 1'1'1 iI北心地

区においては比較的恵まれた白然環境条件を有する。もともとは樹木の多い J':IMt

地情であったが ，脆弱な生態環段であるため，ある撞i~聖が JJ[I えられると， '1: fi5 J:.， 

境の表I聞が損傷されてしまう可能性が大きい局所でもある。しかも， 1年十1-，'，'il，;iの

す寸下には沙質の厚い!留が存在しており， 一度，生態系が倣域されると，そこ か

ら沙地が出現してくる。

気候条件として ，降雨は年1mを過しても 350~ 450mmほどで，それが Q1主(凸

月~ 8月)に集中しており，特に春季には強風がl次くため，それらの fl然的波川

によって沙地は拡大していく。そして，それがひどい場合には絡動沙尺 ・流動沙

圧が形)JXされ，沙漠による被告が増大してい くようになる 。

このような沙漠化現象の引き金となり 2 さらに沙淡化を促進させてきた のか T

さまざまな人為的活動である。すなわち ，Hま9.:をilliしての戦争， )Ml~の 1 - i世|剖叩

および災地の拡大，そして森村の破壊などである。

しかし，歴史の変遷の中で，過去の遊牧 ・主主牧時代などのように， .fi;lJ.長への ('1

{;Ijが小さくなると，沙淡イヒは停止するどころか，むしろ森林郁仰が fH主と Inl復す

るという現象も生じていた。そして現代においては，人uJt1:JJuに('ドう上地[mJ/_l ， 

過度の主主牧，過度の森林伐採および薪炭採取，そして道路 ・鉱 じ業地仰のiJ!必な

どによって，沙漠イじが急激に進行してきたと 言える。

したがって，ホルチン地峨の沙漠{[jは，向井性的 ~I刈と人為的 ~I川のf1l-*効!ねに

よって引き起こされてきたが，主に人為的要因によってもた らされてきたと者え

てよいであろう。

つまり，場所によっては環境負荷を続減するだけで，もともとの n然生態系を

ある程度回復できる沙地もある。また全般的に人為的に適切なJHi♂をとれば，i!i;

林草原の復旧の可能性は高い地域であると考えられる 。ただし， 5aH主の沙淡化地

域においては ，回復に向けて大がかりな猪誼とかなりの時間が必要であると，ljC}¥わ

れる。
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第3章 現代における農・ 林・牧畜業と沙漠化問題

50年代末-80年代初，ホルチン草原においては沙漠{IJ拡大が1最も急Aな1I"fJlII 

であったことについては 2-3でも触れたが，ここではJ克代 (1949(1'- 19911 (1 

代)における農・林 ・牧畜業と沙淡化問題について， 1者黒木仰をrl'心とし て，そ

の*1・会的背粛も附まえて強1'11し，沙漠化のD1i1苅および逆'1日に閲する与策会わいた

い。官製木加はホルチン沙地の大部分を市め，またそのl俊郎が rUrするため，ホ

ルチン沙地の社会的背民は哲 'n木却が代表していると考えられる。

3-1 t士会的背景

椅里木盟は内蒙古自治I烹の東南部に位置し，ホルチン沙j血の '1'1皮肉iを包合して

いる。総而:Wlは 5.95万 km'である。 i且迷市が行政の中心地であり 3 それ以外に，

護林事11 軌市，生L.魯特}j)(， 科 r4~ riC，左翼tJ.I}j)(，科剤、~i}1.i'.爽后1iI(， fl¥i倫b1(， 奈~出t ， 1/11 

4書県がある。標高は平地では 150m- 400mほどだが，大興安徽の l精肉1を合み IOOQm

以上の地域もある (図 3-1 )。

図 3-1 哲塁本了直の地形 (rl'岡地図/t¥版社他 1996)



1997 1"j'の統計 (哲虫木町l外事介の資料)によると ，i'J rfl~; mlの総人 IIIJ3(1().11 

万人 ，1952 ir: (93.12万人)と比べると 3.2(15にj的加してい る。そのう九 t埠hi:lJ.161.5 

万人(総人口の 53.8%)，蒙古l氏は 128.26万人(同じ 42.7%)である。その他に

回依，満族， 車UJ鮮族な どの少数民般が共存している。耕地問有iは，他国以降(1坦52

年 :74.27h.)， 1960年代まで(1965年:87.10h.)鉱大するが，その筏減少し， XII 

年代 (1980年 :74.18h.) ~ 90年代にかけてはさらに縮小されている (10n:r 

66.04万 11.)。最も多く作られている作物はトウモロコ シ (li米)で，その他， コ

ウリャン ，小麦，蕎麦 ，水稲などが主に生産されている。 一人あたりの州地lnifJ'i 

は L997年現在 0.22h.となっており， J 952 1t， (0.80ha) と比べると lμ 近くにまで

減少している。また農牧民人円は 233.44万人で 77.8%を ，Jjめる。 tZ牧民 ー人あた

りの年間純収入は 1703元である (表 3- 1参照)。

表 3- 1 哲J[¥木rI.lにおける総人口・訓 I也間的の変化

総人口 耕地面積 1人当たり 農牧民 農牧戻
漢族 蒙古族 耕地面積 人口 年間収入

(万人) (万ha) (ha/人) (万人) (元)
1952 93.12 59.36 33.28 74.27 0.80 84.34 
1965 162.92 113.64 48.11 87.1 0.53 139.9 144 
1980 236.49 165.81 68.74 74.18 0.31 199.15 143 
1990 277.54 154.36 113.79 74.44 0.27 219.91 682 
1997年 300.11 161.5 128.26 66.04 0.22 233.44 1703 

表 3- 2 哲型木rI.lにおける家畜頭数変他(1州立.万iiJ1) 

猪家畜総数 大畜 小畜
(大小畜) 合計 牛 馬 合計 綿羊 山羊

1949年 54.9 42.5 29.4 1.9 12.4 5.8 6.6 31.7 
1952年 88.67 64.59 45.28 2.64 24.11 9.56 14.54 47.05 
1959年 180.2 92.3 69.4 8.2 87.9 33.2 54.7 43.7 
1965年 260.58 132.22 96.37 16.31 128.36 64.84 63.52 47.33 
1969年 239.2 123.9 83 20.7 115.2 73.5 41.7 474 
1979年 328.1 136.8 90.1 26.7 191.3 144 47.3 326 
1982年 318.9 127.7 86.5 21.9 191.2 153.4 37.8 110.7 
1990年 341.25 138.16 81.89 30.57 203.08 136.31 66.78 103.17 
1997年 367 141 77.67 35.35 226 122.65 103.17 228 

(資料帰(J主 釘製水虫l外事弁)
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哲m.木 ~flの家畜総数は，約 367.0 万頭 ( 1 997 ~ド)で， 19均年 (5-1.9万頭)と Jt

べると 6.7(i音に増加している 。その うち，午が77.7)Jill1 (1949"1比:2，(> (~'1) ~ .I，!j 

が 35.4万頭(同 l8.6(IS) ，期il~F: が 1 22.7 乃'頭 (fâJ 21.1 (汗)， L11下が 103.17))顕 (I.ij15.6 

倍)，そして豚(中国語;猪)が 228万頭(悶 7.2倍)となって いる(炎 3- 2参

照)。

特に，草原の沙漠イじの主喪服肉と考えられている 111 午:の頭 数変化~.制べてみる

と， 1949年以来 1960年代中頃までは急激に地加するが， 60年代後、ドに H今WI紋

少し. 70年代は線道いとなり， 80年代以降になって丙ぴ:;':¥)1'1)して いる。それに

対して綿羊は， ]949年以来 1960年代前半までは， 111下よりはJ骨川lのベースカ')1

いが .60年代中頃からも増加の一途をたどり， 70 年 代には飛W~((0 に.lJ'1 }JII する 。

そして 80年代以降はやや減少の傾向にある(図 3-2参照)。

哲里木盟における綿羊・山羊の頭数変化
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f4里木~I.lの人口密度，人口 当 たりの平均耕作同前お よ び牧市の r句作借地 I fliWiの

変化l仰線の実例を見ると(図 3-3)，人口と家治ーによ る11'.)J がJlY:)J11し，i'J>i県化

の進行が加速されたものと考えられるという報告がある (Zhu1988， ，lj盟r1997)。

を越え，多平均人口密度は， 1949年の 10- 15人 /krn'から現住は 50人/ km' 

い所では 80人/km' 以よの地域もある。人口の地)JIIは，土地資淑の利JIjに川'1'

をかけ，また草原を開'Y~して災地を t広大させた(ホルチ ン i也j_<i); tよ， 1ね}jか八役/j九、

が移民してきて人口が地加した地域でもある)。その結果，家高級牧による !'/:J]I;t

への圧力はJ前大し，これが "')ijlの沙淡化への引き金 ともな ったと 与えら れる。 !日5(1

年代の家務一頭当たりの平均占1-i草原が 50畝 (1 ha = 15~.乱)であ ったの に 対

して， 1970年代後期は 15- 20畝に，そして足近では 5.~ 10似に まで減少して

きている。
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3 -2 1970年代末 - 90年代 の沙漠化

(1) 1970年代-80年代の沙漠化

現代におけるホルチン草原の沙漠化に関しては， 1970年代ぶWIと 1980 q'(~~， 

期における沙漠化間取を計算した研究がある(例 1994)。これは r科 rj，Yi心地 [x.

沙漠化現状図 (1 : 50 )1) J ( 1985年)と「科前必 l¥tf./!;.ii1'L&化閃(1 : 50万)J ( 1991 

年)を比較対照したものである。両者の地図の範仰は -fl(している。

このデータによると，地図内の沙漠イb上地f合的js'1は， 70 "1' r'.:; J.; JtlI ;が 57978.37km， 

80作代ぷ期が7l683.69km'である。 10年間における j切加は 137U5.32km'で，l\~ IJII4' 

は 23.64%である。もう少し詳しく見てみると，①強度i制民{じ 1:地 1ui.s'iに|到 して

は 70年代末は 2908.25kmきであったが， 80年代末は 5384.17km' と， 1<5.13 %J曽)111し

ている。②中皮沙漠fじt地は， 70年代末が 7969.22km'， 80年代未が 5637.15km'で S

29.2 %減少している。③軽度沙漠化土地は， 70年代が 249S6.84km' ， 80 11: fl.:)ミか

24480.47km' で， 2.03 %減少している。そして③微皮沙淡化上地については， 70 

年代が 22114.0Skm'で， 80年代末が 36181.卯km'と 63.61%地大している。

なお沙i英化土地の名程度の特性は次の通りである。

①強度沙漠化土地は s 流動沙!王が日官製しており ，胤.cr地がよ地総11Ii1i'1の 5(1 % 

以上を占める。継物はi少蓬が.1:で，値被率は 10%未満。上段は流動風沙Jこで行

機物は 0.06%前後のもの。

②中皮沙漠ft土地は ，沙漠が密集して堆績している地域で，風食I也が土地総的!

被の 25~ 50% を占める。純物は著書j洋諸などがあり，植被不は 1 0 ~ 25 %0 Iニ.1m

は半洗車IJ風沙土で ，有機物は 0.27%前後のもの。

③程度沙漠イじ土地は ，沙漠がある程度1世帯当しており，風食地が上地総而般の 5

~ 25 %を占める。植物は錦鈎jしなどが存在する線車E平沼で，植被率は 25~ 50 

%。ゴニj設は半固定風沙土で ，有機物が 0.39%のもの。

④班点状の流沙が存在し，風食地は土地総而積の 5%以ドである。植物は除や

錦潟Jしなどが存在する雑草l洋法で，植被主幹は 50%以仁。 i:t.真は問主主風沙上で，

有機物が 1.00~ 1.50 %のもの。
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哲里木盟の沙漠イじ土地図的に関して ，間(1994)によると， 1970年代ぶ1111には

2.832万 km'であった が， 1980年代末には 3.608刀 km'となっており ，全体的には

沙漠化面，fl!jはかなり鉱大してしま って いる。ただし， J事f命的{は 6.98ポイント(%)

(= 331.49km')，奈豆旗は 3.0ポイン ト (%) (= 247.49km、)，沙淡化土地l白ih~ 力

減少し ており，地域に よっては沙漠化の逆'If.に成功しているところもある(永 3

-3 )。

表 3- 3 哲虫木.illl.における符度別の沙淡化上地|師約(1970年代および 1980jl (U 

通遺県 3619，61: 14.6 

0.4 

開聾県 |判21訂! 主08

0.07 

科左中血I95466; 2.01 

科左后蹴I12020制(

来量鼠 8234.22; 

庫倫蹴 I 4742.12; 

礼魯特旗113田 1.43:

0.02 

HWl!胡ifu:春 (1994)東部半溜潤与半吃怖晶駁'11ft1倒的fヒ和?ftJ1P

また崇史成 の一部(1123.38km') を対象地として， 1982年と 1991>1エの待I出デー

タを 比較・解析した研究 (今川 1996)による と，1982年に沙淡 (G1: 1也で sかつ 1991

年 も沙淡化土地であった商品:!iは ，総土地商品11の 29.2%を内めている。また 19R2

年に非沙漠化 土地で， 1991年も 非沙淡化土地 と安定している上地は 46.1:¥%であ

る。 そ して， 1982年に 非沙淡化 土地であ ったが ， 1991年には i'JJi呉化上地へと此

廃 した土地は 12.0%，逆に 1982年には沙淡イb上.ttl!であったが ，1991 jrには.Jlo沙

漠イじよ地へ と回復した 土地 は 12.3%で ，ほぼ I，TIじ;!m{iである。すなわち， ;安 ~f~

{ti U煩i'jにはほと ん ど変fじがないとい う結果であった。ただし) ~'1Jl 的分 .(Iî を凡た
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場合， I1jの束。!a を南北に平行して走る道新と鉄.iüゃ Wit， の I"~ ~旦では 1111 W.傾向にあ

るのに対して，その外側では沙淡イじが進行していたという 。

( 2)防護林格建設による沙漠化の逆転

ところで， 1978年以降の「三北防護林プロジェクト」の災胞によって， 1'¥'1' 

本目!としても，近年は 2 防護林flf建設のための航林活動は活発に jjわれて きてお

り，また草頗回復のための帰宅査活動も行われてきており，均年代に人ると， 沙

漠化上i也間約はかなり減少してきている。

沙漠化土地の別の分類によると， 1982 {f.における何[1'，木出の沙泌 化的i.ft(は 3.126

万 km'であり ，その内訳に関しては，流動沙圧が 0.47万 km'ha(沙淡化的iftl，l，打

率 15.1%)，半悶定沙Jl:が し04TJ km' (岡 33.3%) >問主E沙斤が I.olJj km' (j，u 51.1i 

%)となっている(鎌 1996 ) 。それに対して，哲盟小~ ~日l の hl新のデータ ( I~J;ま l';

臼治区村業勘察設計院 1998) では，沙i漠fじ蘭:fi'Jは 2.345万 kml とな っている 。そ

の内訳は ，流動沙丘が 0.l97万 km'(沙漠化而積占有率 8.4%)，半日1i.E沙斤が 0.169

万 km'(7.2 %)，そして間定沙花が 1.971万 km、となっている。

この数字を見る|浪り> t-ヰ!fj 木知に関しては i少淡化の i迫 rp!~ においてかなり の I&J.ん

をおさめてきているとさえる。この要因は，防護林のi.t芯カ2hiも)cきいも のとを

えられる。ここで機能別・申告紹別の森林而.frlの図を 示しておく(灰13- 4 )0 こ

の図から，防護林の幼齢林と中指令林の国imが非常に大きいことが読みとれる が，

防護林郁の主要樹種であるポプラの場合 ，yJJ鈴林は 10年以下， "'"齢休は II~ 15 

年をさすため，これらは 1980年代以降に附林したものであるこ とがわかる。

また 100h.当たりにおける機能別・齢細別の森林間続(1"<13-5) を調べてみ

ると， 70 年代末~ 80年代末に沙漠化が逆転した防倫1iltと楽史郎は J i~?英{じが J仏

大してきた開魯~~1: .科左后Ii1t. JL ~I}特IJjt と 比較する と ， ßJjU~i十本 の lúi I¥'jがJI':;<;に人

きいことがわかる。

しかし，留盟*~罰金体において，依然まだ 4 :'m近くもの l白i1i'lが沙i丸fじu也であ

り，自然災答あるいは人間の終箭沼田Jの船大によっては沙淡化払えの可能刊は常

にあることを忘れて はなるま "0制林 した劇場では， J幽伎の復活1 (1.'1に 1I1'()伏

牧により > YJ]紛 ・人工林が大きな被容にあったということは過去に多く終験して

きている。



管里木盟における機能別森林面積
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開魯県 100ha当たりの機能別森林面積
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(3))叢倫成における森林・林業

1970 年代末~ 80年代末において，管曳木mzで沙f主化逆転がtdもj邑んだJoli倫甘

の森村・林業について，少し詳しく見ておきたい。

JilI倫旗内では木本純物が合計 101砲tf.在する。 そのうち，人 r:将は 50f>IT， λ 

然f重は 51filiである。 '1:p医師li(tflが向いとされる樹慨は，:;)..f;. iif水fTわせて¥1Ht， 

すなわち，小柴暢 ，idl絵，小 i守備 3 錦克!JL， ILI奇， 紫裕被， 111 r~ 釘， 111的 Fおよ

び沙赫である。

1940 年代~ 1950年代には，森林率はわずかに 3%A'il!且であったとパわれる e

当時， 治体地は零細的であり，議林らしい森林はほとんど祈熊に近い状況であ っ

た。そして 1957年に， 内蒙前自治区:人民政府により， j耳IH木出!のもとの行制l'

県・市が防議林の主要1志村地として概定され，その後， ，illlbl的に).:.J>II央1(li-h'iのjJJ

林が開始されることになった 。

1979年に ，，事倫肢は全閣の「三北防諮林建設プロジェクト」の亙笠な 肱の

つに指定され，こ れを 契機に，全政内における森林資淵とその分イ1)状況状を詳し

く調査することとなった。その時点における森林率は， 11.54 %であった。

そこで，実行可能な楠林 ~1' IIUi 森林計画が立て られ， 防談林411のiliぷi'jJ;院が'人

絡され，経済的効用と 生態的効果の調和をめざす森林管内が行われるようになっ

た。 また 1980年代以降は，飛行機による揺怒 と人」こ造林とが.iiliJ:売される森林お

よび草原の復旧政策が皮肉され るようになった。

防護林裕建設による沙漠化の防止に関しては，あ る筏度予想j温りのhUぬをお さ

めてきているという 。ポプラとヤナギを中心に，北自15では沙日:I，'ili.主および防風

防砂林俗を ili設し ，中央部では月]材併を設定し，そして南部にはI"~ [-飴を '1'心に

'iit13草地縮林を拡大していった。

防護絡をI忌も理婆視した!ーで，月l材体，経済林，助成林，そ して特 11]料、を佐川世

してい くプロセスの中で， .1誌林・休業lま， tZJ控 ・ 牧市:'Rなどの)，L* てあり • 111'1 

t:ilf1の誌であるという認識が広まってい くようになった。

森林率は次第によ菌加lし， 1987 {Iミには 1522%，そして 1992{ドl時以では 17041% 

にまで迷している(表 3-4参照)。
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3-3 沙漠化の原因について

(1 )研究的見解と住民認識の比較

(i)研究的見解

-自然的褒悶

第 2章で述べたように，ホルチン地域は，森林市ll;{であっても，そのす ぐドに

は沙質の土岐がtjf;積している 。 また ，一度人為的イン パク卜か加わると衣げ'Iの1¥(1

被が破壊されてしまう腕溺な自然環段的特仰をイイして いる。その 1-.，r¥に弘子に

は強風が吹くこと ，降水l!tが夏予に集中しており作/1¥1をj且じても 350mm~ 4S0mm 

と少なく半乾燥地区であること，そして冬の'-l'さがJ1i1(しく生育できる出物仰が限

られていることなどから，沙漠化しやすい環境て"あることは旅かである。

しかし， t地開墾を 停止し，環境的負荷が小さい状態が続け li> iψi見fじはスト

ップして森林草原がある符皮はn然に回復するという地Jiである g

したがって，武内(1996) らも指摘するように，ホルチン地域の沙i良化は> 1'1 

然的要因と人為的要因の相乗効果によって号|き起こされる混象ではあるが> 1'.ーに

人為的要因によるものと判断できるであろう。

-人為的要因

中国北方地区の沙漠他地域(17.6万 km')の形成費|羽に関 して， Zhu 01 al. ( 1 9~8") 

は，次のように分類している 。

①草原の過度な農地開墾を主 とする 25..1 % 

②草原の~放牧を主とする 28.3 % 

③過度の薪炭林伐採を主とする 31.8 % 

③工業・鉱業 ・交通 ・青fl市建設などによる 0.7 % 

⑤水資源の不適切な利fflを主とする 8.3 % 

⑥風力作用のもとで沙丘の前進を主とする 5.5 % 

潜在的な自然的姿因の上に，さまざまな過B主の人間活動(特に経済活動)は ，

沙漠化の発生と進行を引き起こす。人間活動の中でも，特にi創立な農地JJIJか ，品̂
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度の家帝政牧，そして過度の森林伐探は，沙漠化の 1::原l対となっている。

中国における「沙漠11Jの構図」は， 一般的に次のようにまと められている (JJ

川 1998)。ホルチン沙地の場合も，この構図がほぼあてはまるとええるだろう 。

関 3-6 中国における沙漠{じの梢図(吉川 1998)

ところで ，農業と牧荷業が交錯する地区に関しては，現代の沙漠化地域の形成

要因を次のように分類している (Zhuet 01. 1988.)。

①草草原過度農地開墾および悶定沙丘の農地日日現による i世淡{じj也J或 45 % 

②草原における.i!!b般牧による沙i奨化地域 別%

③薪炭林伐探および他の活動による他生倣以lによる沙淡他地域 20 % 

④草原上における道路，鉱工業の建設による沙漠他地担~ 6 % 
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ホルチン地域は，まさに農業と牧造業の交鈴地区であり. I俊史的経緯およU、H

Jl11にわたる沙漠化のプロセスを考えると ，こ の割合のJjがホルチン地域における

沙漠化の形成要因をよ り正確に表 しているも のと思われる。

(ii)地域住民の 「沙漠化の原因」に対する認識

ところで，ホルチン沙地の地域住民は，沙淡{じの1);(1大lについて ，どのように a出

織しているのであろうか。そこで r沙漠化の版肉について 」を汁む内特につい

てJ Ji巨倫朕の北部に位置する級事b順(ウルス ン);1)'{の地域住民自O人(家i生もし

くはその代理人)を対象に， n向f妾・聞き取り捌fEを行った。 6U人のうち， I災牧

民は 45人 (75%)で，その他は政府の役人， 学校の先 F主，n:a IMJiで働く人々な

どである。この地域はr，jf倫nnのII'でも特にi少if，!(じli'J泌が深刻な刷所で，ウ ルス/

はモンゴル語で「沙漠・ 沙地」を怠1味する 。

ここでは .r Q.沙漠化の原凶は何だったと思いますか'?J (¥、くつ選んでも

よい。原因の大きな順位答えて下さい。)というように，仮数[回答可，そして順

位をつけてもらう回答をしてもらった。

沙漠化の形成要因としては，以下のカテゴリーを設定した。

①家畜(特に 山羊) の過放牧

②人口が増えて土地開墾をしたこと

③森林(薪炭材含む)をひどく伐探したこと

④雨が少ない こと

⑤風が強いこと

⑥i政治や制度による影響

⑦戦争や人々の争い

③その他(

調査は， 1;1]国語・日本語をほぼマスターしている蒙 15般の斤年(r~ ...j>.11.r.墨付協

会秘書 ・阿古逮木氏) と一緒に回り，モンゴル諸に籾訳してもらったアンケー卜

質問紙を見せて，面倭 ・聞き取りによる調査を行った。

その回答結果をもとに， 1 Aから順位順に， 8点， 7点) 6}}!q 5点a
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という点数をつけ，それらを総合計して算出した「沙淡化の1';(1苅」に対する'll:1'1 

の割合は次の ようである。

①家畜(特に山羊)のj品l直牧 33.6 % 

②人口が喰えて土地開裂をしたこと 24.0 % 

③森林(薪炭材含む)をひどく伐採したこと 11.7 % 

④雨が少ないこと 12.5 % 

⑤風が強いこと 15.2 % 

⑥政治や制度によ る影響 2% 

その他 1% 

この結果より，地元住民も，ホルチン地域の沙i呉伯の問il刈は， 1'1然的奴|刈(3 

割弱)よりも人為的要因(7割強)の方が大きいと認識していることがわかる。

また人1~的要因だけに限ると，次のような別合になる。

家畜(特に 山羊)の~Itx. 牧 46.5 % 

人口が上首えて土地協j裂をし たこと 33.4 % 

森林(薪炭材含む)をひど く伐採したこと 16.2 % 

政治や制度による 彩轡 2.8 % 

従って ，防倫~額勅順鎖の地域住民は í 家子百(特にI.ll f: )の治政牧J (斗6.5ポ

イン ト)が援も大きな沙漠化の原因であると 認識している。そして以下 i人11

が糊えてよ地開墾したこ とJ(33.4ポイント)， i森林を ひどく伐保したこと J(16.2 

ポイ ン ト)と続いている 。

また，沙漠化 問題が深刻である j事倫旗の北部では， 1997年に「山羊の放牧」

を会商禁止していく方針が出され，級制服鎮でも 1998年のうちに IIIfの安はほ

どんど見られなくなった。そこで ，ilLJ$の禁牧」に関する質問をしたところ.

その回答は次のようであった。

iQ.沙漠化のj原因と考え られていた『山羊の政牧』が王者 It:されましたが，そ

のことについ ては，ど う思いますか ?J
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①当然のことである 78.3 % 

②仕方がないことである 20.2 % 

③そうすべきではない [，7 % 

経済収入の観点から見ると， ¥11羊の存在は窓設は大きかったわけだが， ，'t'i.H;iill 

行・沙淡化に対する影響の認識から， 地域住民たちもこの)j$1を受け人i1.， 1/(: nlii 

に山学を般棄している。聞き取りの調査の中で， r ¥1¥下がいなくなったおかげで，

草原の緑が回復した」と いう}~見も多く 附l かれた。ただし r 少数のtJ\ (であれ

ば問題はない」という意見もあり s 全面i:祭1.1:に対する不平・イ、i前の )1;も少なから

ずあった。しかし，庫倫旗において，沙淡化の足一六の版l人:I(ま r¥[¥下の泊旅牧」で

あるという認識は非常に強いことは徹かである。

(2)結果と考察

(i)科学研究と住民認識のギャップについて

沙漠化形成妥闘の上!な 3つに|対して，その原閃の肉子は同じであっても，それ

らの影響度あるいは割合については r科学的研究の_cI.WIJ と「地域 I1oL，，;たちの

認識」の聞には ，大きな王査があることがわかった。

①過度開墾

②iI&放牧

③森林の過伐

く研究者〉

45 % 

29 % 

20 % 

く地域住民〉

33.4 % 

465 % 

¥6.2 % 

ここで， r科学的研究の解折」と「地域住民の認識」のギャッフの珂1111につい

ての考察をしておきたい。

1997年に実施したアンケート・聞き取り調査(同協ほか 1998作)の隙に，f;ji

倫旗 ・綴革1;順鋲の農牧民たちは r沙漠{むのl時期」に対して i少淡化は 1960イy代

~ 70年代以降に急激に進行し，その後も巡統的に沙i箆はJ広大してきたと川符し

ている。

阿答 lま，経験と知識に基づくところが大きいと考えられるが，).:;隙に沙 ì~\{七の

過程を経験してきた l時期は，民近の 20 年~ 30 {I' (長くても 4()作)に似られる
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もの忠われる。

ところで，過度の上地開墾や森林の過伐が行われたl時刻jは， 19 !iI:;%cもしくは 20

世紀の大阪進 (1958~ 1960年)・文化大革命 (1966~ 1976 {F) のl1if)UJまであり，

その頃に関して記憶が明確な人は少ないであろうし. 'J1には全 :):11らない 111(七(J)

回答者もいたに違いな 0' ，従って，地域住民たちは E に 1980 年代~ 19¥)(.¥ "1_(そもこ

おける沙漠11:.に対して，そのl反ft;1を回答している幼fTが多いと考えられる。それ

は，沙淡11:.のi原因として，実際はある程度の比汲を r1iめるであろうと忠われる「戦

争や人々の そ(，い」という l叫符がゼロであったことからも tff奴できる。

つまり，すでに過度の 1:.地開墾や森林の過伐によって沙淡化 した|ー 地に1~U し て

は，ほぽ対象外になり ，主に主主近 20年における沙淡化の)J;lIAIを1;111'干しているこ

とになる。実際，文化大革命が終駕し， ]980年代以降は家あの例入所Iiが，;'r"J 

され， ~ま笥が増加した l時期であり(七戸ほか 199J) ， 80 {Jo代 rj'頃以降は特にカ

シミヤ製昂が非常に高値で売られるようになったため，その絞i河内'.J効JlJ7りーらカ L

ミヤの原料である 山羊の頭数は急激に地加 していった。また 19制作の森林訟の

成立後，森林の伐探の際には必ず許可が必要となり， n山伐採はぷ1.1:されたため

に，森林の過イ先行為を事実として知っている人は少ないと出われる 。

以仁のことから，地主主住民のi少淡化の原因におJする 泌総は ， め 1( 'L が r~fíi

(特に山羊)の過放牧J，第 2位が「人口地却]による仁地F日常J，首i3 I古が 「平年休

の過伐」という順になっていると考えられる。

(ii)山羊・綿羊の放牧と沙淡11:.問題

j車倫践において草原の沙淡化への影響が最も大きい家藷は III羊であると考えら

れている。事~， IJJ羊は恨元から fji.木を食べてしまうため，制'1'に士、I寸る被，'，か

大きいのは確かである。それに対して，綿羊はI震波への負仰がそれほと 大きくな

いと認識されており ，Jil1倫政北部の沙漠化が深刻な地減において， iJl下は全l前九t

止という方針が打ち出された(この方針は内装古 自治区政府からの指令である)

が，綿羊の方は現在でもむしろ奨励されており，今後も頭数制限を する ことなど

.I:l'lhnさせていくという方向である。

ところで， r I.lJ羊の紋牧」と「綿羊の放牧」およ び「沙淡化」を考絡する lーで ，
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興味深い事実が浮かびヒがってきた。1.1/羊と斜i下の山1数変{じにおける/，)o.(i命日1，と;

受伐の対照的な相違である (jifijh")tは隣り合って存イl'しており J Jtt" ~とú'JHf，'や 11 戸、

原境条件はほぼ同じと言える)。

民1倫Iitlでは /960年代 '1'-ばに LIJ下の頭数が一時減少するが， 1970 q 'I\; ~ HO 11 f¥. 

にかけて山羊の頭数はかなりの速度で地加していく 。 そして制 作代後l'以降，

急減に上回加している。 一方の奈受艇では /.960年代午ぱにiJ/下の政牧を;，';IL・納

小させ ，その統れの 'IJで 1970"ド f~~ 80年代において111下は減少の 途をたと っ

てきている(図 3-7)080年代の IIJ羊のl政牧圧に|耳lして ，mI倫棋は奈五造成の約 3

f常にもなる。

lha当たりの山羊の頭数変化
一庫倫旗と奈蔓旗の比較ー

A

地，

R
u
q
d

0

3

E

 

nu 

ー・一庫倫旗

...... -奈主主旗

0.25 

頭 0.2

0，15 

0.1 

0，05 

。
φ6戸 、~，:>'l. φψ 、ももt べ9ω ，~，\'l. 、q戸 、ももt 、、{O'¥ 作、t 、ゅ1

年

図 3- 7 賠倫成・奈五五日Lにおける 1ha当たりの LlJ羊の邸主主変化

(石ほか 1998とlill]命m政府資料か ら作成)

ーβ ，納羊の頭数変 f!Jに関しては， 1970年頃までは耐鍬の問にそれほとの大

きな差は見られないが，その後初年代の半ばまで，TLli倫肱では緩やかにI曽川lし

ているのに対して 3 奈史成では急激に増加している 。さらにその筏 ，W倫明tでは

ほぼ徽追いとなるが 3 奈量級では一時多数減少し，その後噌減を繰り返している

(1Z13 -8)0 80 年代の約二位の }jJ[t主任 に関して，五詩 Mlílt は JOI! 倫 似の不~J 2 (f'iてあ る。
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lha当たりの綿羊の頭数変化
一庫倫旗と奈蔓旗の比較ー

0.6 

一← 庫倫旗

合「
」

F 

'"‘ 

。J 1""， 川--

dFAP894PSPS24P8882 
年

時汁ーし弐

。，5

0.4 

頭 0，3

0.2 

0.1 

Fl!.f;命政・五寺E去、』誌における Iha "iたりの新1Yニの頭数変化図 3-8 

(石ほか 1998とlili倫成政府資料から伶1;0

さて，もし riJl竿の般牧」が沙漠イじに対して以人の影仰を及ぼし. r ~11 '(・0l1N

L.idとのことか牧」は沙淡化への影響はほとんどないという説が正しいとすれば，

ら廊倫成の方が沙諸主化が進行していることになる。また奈!2.旗では， i世i灸fじのJJ;l

因の最大'll!図に関し ては取り除いてきたということになる 。

しかし， 3-2で見てきたように， 1970年末から初年末にかけて，/i11倫ijliは 6.91':

ポイント(= 331 ，49k:m') ， 奈~肢は 3.0 ポイン卜(= 247A9km')" 沙漠化|地l間的

は減少し a むしろ庫倫鎮の方が，沙漠化の逆転現象が逃んでいる。これは ー比す

ると ，illl羊の放牧」 による沙漠化への影響は小さいとする判断も 1汀能かもしれ

な，¥0 しかし ，現地での聞き取り調査によれば， rIlI ~の H!JJJ.皮枚」は， -Mil立沙泌

な1;1;'併があるという。そ こで .~~， 1'.1. イb土地を生み/:Bしてし まうことにおいて大

沙漠化土地のみの変化を見ると， J事倫旗では 4.74ポイン卜(=274，72kmご)，奈娃

1Mでは 3.12ポイン ト (= 255.87k.m') m}JlIしていることがわかる 。

このことから ，確かにli)i倫版の )Jが奈長政より，強度沙i次化 u世のJ:('j}JIJはノ、き

く r山学の過放牧」の影響があったと言えるかもしれな '¥0 だが ，I[[年におけ
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る沙漠fじの足大の原因を取り除いたはずの奈髭邸で，強j主沙漠{じがj並iJして いる

という事実も存在している。また実際は節倫依も f正 U h1~ も ， l合 ;I.:~人 ;'1，(のを{しは寸

れほど大きな差はないと 言ってよいだろう。

すなわち，近年においても flll羊の過般牧」だけが沙i災1じの人ぎなlJ;i川とは 0・

えず，多数の要紫が復維に絡みfTって沙淡 fじがJ仕1Jしてきてい ると 4えるんか 2

当であろ う。

j込環釧(大黒 ・根本 1996，A!.i1 1997) の[JJI'J'i.では ，制 下に|剥しても ， ド，;立 b.

地l互の草原地域において過度の放牧が行われると， II然航処方、;U1iL，沙i良化か

進行していくことが示さ れている 。これは ，ml京牧区 (6顕/ha)， rjl fi!( 牧 iメ(~

頭/ha)，軽放牧区 (2iiil/ha)および祭牧区の 4段階の処l!lll'<:(則的 1.5haI !t 

牧区のみ O.7ha) を設定し ，1992年から 1995年まで政牧試験を実純したものであ

る。

その結果，平忠商1では 6頭/ha程度の放牧EEにょっ バイオマスが急激に減 'V

するとともに ， 一年生他物が相対的に増加 し ，流動沙丘化の危険ド1ーが I~" J まるこ と

を示している。また起伏沼 比苅の大きい地点では 4!ii1/ ha 1'，'伎の以牧ても i

.t.R表面の撹乱によって線地{じがはじまることを明らかに している。そして，快技

圧の対))JIJにともなう機生.if!行のプロセスは，平且11羽1と起f);::，t . lt t~ の λ きい i也九

で異なり ，それらはパイオマス減少および積組成変{~のパタ ー ンの両 l耐 から.f1!!艇

できると述べている。

一方では，内家古の退化単j京への牧草導入後術として，他からのj，k侃I支媛を必

要としない綿羊の牧草綾子の:l:J1'Niによる方法の確 立を 11折 している研究 (1弓軒Iiほ

か 1998) もあり， r綿手から排出された滋子の iUJ: に I~ 響する主主|刈」や「綿‘(，5li: 

般の保水剤としての評価」についての実験などを行 ってきている。

したがって ，綿羊に隠しては ， 過度の j皮牧は i少淡イじへのr，~併もあるが，迎切な

放牧が行われるならば車j艮回復への寄与もあると考え られる 。つまり，人fl¥Jの点

{壬ある判断と管理がな されれば，草原の復旧と納下の 1出牧は悶 11与敏行 (r~ に iít めて

いくことができる ものと思われる。
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3-4 人口家畜・耕地・森林と沙漠化(逆転)の関係

( ， )相関分析ー結果と考察ー

4 般に「沙漠化」を引き起こす原因の要素として，人 1J IJ:)J町家ポII)J， j 1出

日目認などがあげられている。また「沙漠化の逆転」の箆ぷとしては的必村、.;日本も

しくは森林率が考えられるだろう。もちろん， 111関関係 とl羽以関係は別の慨念て

あるが，ここでは相互の関係1'1を見る仁で， fli 1.泊分布7を試みる 。

いまホルチン地域における沙淡化上地問的の変化 について， 1970 {I・(~ ).、 ~ I 州11

年代末のデータがわかっている (IVJぷ#1994) c そこで， 1980"1代れはにおける

人口密度，家畜密度 ，耕地而h'l，若草林間有Iといったデータを文献(，'，，¥・級 199"、

張・王 1994) から収集・算出し，これら 4 変数と沙漠化(逆，j~) のホイントの

データから得られるすべての組(l口組)の相関係数を求めることにする 。これ

らのデータは表 3-5の通りであり，これらから得られるすべての散布1;:11(1耳13

-9)は以下の通りである。なお ，+日関関係が存fFするかどうかを 1'11IUrするして

は， r.-j:相関係数 ρがゼロであるかどうかを検定する「無J'R闘の l主主l:Jをjjった(久

米・飯塚 1987)。

く!!!¥相関の検定手順>は次の通りである(内rn1996.) 

(手順 1)仮説の設定

帰無仮説 H， ρ=  0 (母相関係数は Oである)

対立仮説 H， ρ?o 0 (母相関係数はOではない)

(手順 2)有怠水準αの設定

有愈水i.I!α=0.05 

(手順 3)検定統計量t値の計算

t = {r /パτ711/亡τ
(手順 4)p値の算出 p値は t分布において， I t I以上の簡が発11:する縦5ドである c

(手順 5)判定

p 値~有意水準 α → 帰然仮説H.を棄却する

p依>有意水準α → 仰1!!¥仮説H，を!UIIしない

-56 -



表 3- 5 ホルチン地主主における人l寸禽度 ・家市格段 HIJ也ギ . ~休本 ;'þ;l~ fL 

人口密度草地の家耕地率森林率沙漠化沙漠化土 沙i美化土
畜密度 70s-80s il!!70s I也80s

人/ha iiJVha % 号色 % % % 
内蒙古

哲霊木盟通遼県 1.795 2.434 43 6.5 2.54 38.62 41.16 
関魯県 0.778 1.491 16.9 7.8 26.38 34.52 60.9 
科左中1il 0.469 0.714 23.9 4.5 19.52 37.88 574 
科左后旗 0.319 0.55 5.7 E 10.25 6988 80.13 
奈隻旗 0.456 1.186 12.8 15.2 -3 68.7 65.7 
庫倫1il 0.327 。.783 12.7 12.5 -6.98 56 49.02 
宇L魯特1il 0.132 0.54 4.6 7.5 29.55 37.49 67.04 

光安盟 科右中旗 0.138 0.413 4.1 20.2 13.41 32 45.41 
赤峰市 巴林左綾 0.496 1.315 21.2 11.7 1.11 17.76 1887 

巴林右旗 0.151 0.968 3.3 5.4 -7.98 61.87 53.89 
林西県 0.563 2.175 18 14.5 21.13 8.34 29.47 
翁牛特I主 0.351 1.044 17.3 9.9 ー7.31 55.17 47.86 
数漢I主 0.618 1.545 27 14.8 ー1.78 28.71 26.93 
阿魯科病泌旗 0.192 0.983 4.9 7.1 20.86 43.23 64.09 

道寧省 康平県 卜452 1.642 46 27.9 -12.8 16.75 395 
彰武県 2.038 2.596 42 33.5 -62.59 84.1 2151 

(向ほか 1994，I長ほか 1994から I;'l点)
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人口密度と沙漠化(逆転)
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森林率と沙漠化(逆転)
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図 3-9ー 10 森林本と沙漠佑(辺転)の散布μl

表 3-6 j飛相閣の検定結以

人口鶴と人口密度と人口密度と人口密度と耕地証言語森下属事
耕也率 家畜密度 森林率 沙漠化 畜密度 畜密度

相関係数 凡 0.9181 O.邸ω 且5755 -0.6226 0.7802 0.4577 

R"" 0.8429 0.7228 0.3312 0.3876 0.6087 0.2095 
サンプル数 n 16 16 16 16 16 16 
有意水準 α ∞5 0.05 0.05 0.05 0.05 ω5 
自由度 ゆ 14 14 14 14 14 14 
検定統計量 t値 8.66715237且042544722.63306327 -2.9769151 4.66682721 1.9261542 
棄却値(両側)t(1). a) 2.1447886 21447886 2.1判7886 2.1447886 21447886 2.1447886 
両側確率 p値 5.3258ι07 3.0256E-05 0.01966859 0.00ωω57 0∞036331 0.07463旧46

* キ * 刻ド * 

相関係数 R 

R'-
サンプル数 n 

有意水準 α 
自由度 ゆ
検定統計量 d直
棄却値(商担~) t(φ.α) 
両iJllJ確率 pfi 

家畜密度と森森率正薪薪福豆i'J>森森孟E元長
沙漠化 地率 ;実化 ;実化
-0.4962 0.5403 -0.5445 -0.7089 

0.2462 0.2919 0.2965 0.5026 
16 16 16 16 

0.05 0.05 0.05 0.05 
14 14 14 14 

-2138439 2.4024761 -2.428979 -3.7607076 
2.1447886 2.1447886 2.1447886 2.1447886 
0.050594 0.03072287 0.0292∞15 0∞210828 

* 本 本

( .は佃関があると判断される)
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J供花i関の検定の結果lま.J<3-6の通りで .ffl民l臥j{;系がある と|可附されたF1llllJ

の強弱お よび正負は次のようである 。

(a)人口密度と耕地率 ーさ砂 強い正の相関あり 0.9181 

(b)人口密度と家事抗争;，'gr → 強い正の初 日~あり 0.8502 

(0)人口密度と森林率 ー今 弱いIEの相関あり (1.5755 

(d)人日空間度と沙汲fti ーさ診 ぬの相限lあり 0.6226 

(e)耕地率と家畜君主皮 ー今 正の相関あり 0.7802 

(1)森林率と耕地率 ー歩 弱いiEの判!日割あり 05403 

(g)耕地率と沙漠化 ーラ砂 弱い負の関係あり -0.5445 

(h)森林率と沙漠(I:; ーヨ砂 負の相関あり 心 7089

人口節度と耕地率が段も強い中日関がある，次に強い相関は人 lliヰ;皮と 主主f百件n主

である。人聞がある地域に住む時s 穀物を主とする食料を磁保するための籾地を

つくる。 一人あたりが必斐とする耕地商都はほぼ等しいであろうから，人 11¥'宇u立
が高ければJ跡地率も ";~í くなり， (a)は当然のこととして予怨でき る。また ， ー人

あたりが必姿な家畜の数もほぼ等しいであろうから， (b) も~..ì岨に納得で きるで

あろう 。そして ，人間活動が媒介となって ，その緋地と家議のlll'l減が決定される

であろうから ，(e)も簡jjiに予怨できる。

また森林面積が多いところでは沙漠は少な く， 防護休{;Jによ る沙淡化防JI:およ

び逆転が可能であるこ とから .(h)も予怨しやすいと恕われる 。

ところが. (c) (d) (f)(且)に 関しては， 一瞬不思議に思えるかもしれな L、c 人LI

圧が高いと ころであれば森林は減少し，人間活動のインパクトが怖ければ沙漠化

が進行し，耕地をつくれば森村は減少し s また上地問認によっ て沙淡化が進むて

あろうというのが一般的な考え方であるからである 。

しかし，ホルチン地域は，沙漠fじ土地の面積が大きく森林が少ない地域である s

森林がある場所は比較的笠かな土地であり，人々は優先的に森林がある溺J百に(J:

み，その近くに耕地を つくること になる。また沙淡 fじが進行 していない場川に(J

むのは当然のことである。そして沙漠化の逆転は.M林や防泌林のj.]設という人

間活動によって実現するものでもある。さらに森林や防護林崎があれば偶作.tIllお
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よびM地が保護される。したがって森林が多い溺所に相IItl!も多〈形成される。し

たがって s 耕地が多い地域は森林も多く存在しており 2 そこは沙淡化がjiLねして

いない地域という ことになる。また沙淡 f!:iが進んでいる 4，lr1iにIJIJ也をつくること

はしない。

以よのように考えると. ~:I'I 関の正負についても納得ができるたろう。

(2)重回帰分析ー結果と考察 ー

iXに，人口日首皮，家子寄稿j立.t)l:地雨:fi'1.森林間的を，それぞれ説明変数 1.説

明変数 2. 説明変数 3. 説明変数 4として .i少淡化(逆転)のホイントを向 的部

数として，電回帰分析 (1日中 1995. 内問 19961>)を試みる。

その際 ，まず表 3-5のデータを標準化する。その結果はぷ 3-7である。

表 3-7 表 3-5を標準イじしたデータのuft

通遼県
開魯県

科左中旗
科左后旗
奈隻紋
庫倫篠
干し魯特自主
科右中旗

巴林左旗
巴林右綾
林西県

翁牛特紙
数i糞旗

阿魯科爾泌綾
康平県
彰武県

人口密度家畜密度 耕地率 森 林率沙漠化
70s-80s 

1.9405901 1.7288137 1.6825736 -0，76223 -0，00474 
0，228464 0，3235829 -0，147745 -0，605256 1.0780165 

-0，290885 -0，833232 0，347513 -1，003729 0，7664513 
-0，544128 -1.077612 -0，9271 -0，822605 03454297 
-0，314151 -0，130779 -0.430344 0，2882891 -0.256354 
-0，530335 -0，730657 -0.440047 -0，037734 -0.437117 
-0，859538 -1.092403 -1.004157 -0，641481 1.2219904 
-0.848285 ":1.282636 -1.040372 0，892036 0.4889495 
-0.246223 0，0615348 0，1588903 -0，134334 -0，069688 
-0.826596 -0.455516 -1.093483 -0.895055 -0.482534 
-0，132821 1.3423943 -0，068358 0，2037646 0，8395738 
-0.490403 -0，342158 -0.118864 -0，351683 -0.452104 
-0，040836 0.4039995 0.5622024 0，2399894 -0.200945 
-0，758714 -0.433213 -0，983553 -0689781 0，827311 
1.3633906 0，5481712 1.8913087 1.8218062 -0，701447 
2，350471 1，9697095 1.6115353 2.498日027 -2，962792 

説明変数説明変数説明変数説明変数目的変数
123  4 

これらのデータをもとに ，変数却1減法によって if(jlil.Ajl分析を 11うと，次のよう

になる。 ここでは， rエクセル統計 97J(社会情報サービス)を刈いた。
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表 3-8 ill回帰介析〈変数i杓減法に よる〉の村栄

藍敏1 聖数2 変数3 蚕証 函聖書量

吾計 1.33E-15 8.88E寸 6-2.2E-15 -36E-15 0 
平均 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 
標準嫡差 0.97 0.97 0.97 0.97 0.97 

盆一一一_____1!

相関行列聖教1 聖教2 変数3 藍数4 目的置数

車数1 1.00∞ 
聖教2 0.8502 1.00∞ 
聖教3 0.9181 且78凹 1.0000 
置数4 0.5756 0.4576 0.5399 1.00∞ 
目的置数 -0.6227 -0柑61 ペ).5446 且.7089 1.00∞ 

盟盟主
変 数 名偏回帰係 欄準備固 F 値 T 値 P 値 判定標準誤差偏格関 単相関 下限値 上限値

数 帰係数

輩数4 -0.52419 -0.5242 5.5745 2.3610 且0345 • 0.222019 -0.5478 -070回 -1.00384 -0 04455 
E数1 -0.32097 -0.321日 2凹00 1.4457 0.1719 0.222019 -0.37l2 -0.6227 -0.80061 0158671 
定数項 9E-17 0四lOO 0.00∞ 1.0000 0.175792 -037978 0379776 

禁幅 削 E
分散分析車 軸 :1‘有重 品、有貴

重因偏差平方和 自由度平崎平方 F 値 P 値 判定
修正涜決定係数 0.5056 回帰置動 8.5722 2 4.286092 8.砧8447 00041 輔

璽相関係敏 0.7560 銀盤宜動 6.4278 13 0相判明

修正漬軍縮関係数 0.7110 全体重動 15 15 
f-t'ンワトル比 2.3751 
帯池のA1C 36.8148 

この結果より r沙漠 (G (逆転)J を目的変数とし た場合， 説明変数 4である

「森林率」の寄与率が援も高く，次に説明変数 lの 「人口 密度」 の寄与本が高い

ことがわかる。そして，こ の 2変数で表現する煽合が ，(修正済)ill t11 関係数が

患大になることがわかる。また，説明変数 4も説明変数 1も，偏回帰係教がマイ

ナスであり，どちらも「沙漠化逆転」に寄与するこ とになる 。したがって ，森林

率が高いところは沙漠化の逆転が進んでいると岡崎に，人 口密度が高いところの

方が沙漠化逆転に成功していると 一見読みとれそ うであ る。

ただし，ここでは， {人口密度 ・家畜衝度・俳地本・君主林本) を入 )J側. {i'J> 

漠1G(逆転ー)}を出力側とした仮定を前提としたぬ合で あって，ヨミl擦はもっと似

維な因果関係があり，重回帰分析を用いるためにはも っと 卜分な吟味が必要であ

ると思われる。
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第4章 環境教育林事業とその評価

4-1 環境教育林事業の概要

(1)社会経済的背景

環頃教育林事業は，中国 ・内霊童古自治区 ・哲里木盟 ・同i倫成・叡i物航鋲 烏円他托ガ

チャ(東経121度33分 ，北緯421皮59分)でうた施されてきている。ここでは， 1 に}.:~ 11 

他技ガチャの社会経済状況の現状を概観してお く。

哲m木r/Jには， 5つの旗， 2つの市， 1つの保が存在する 。 川i倫炊はf1 'R水虫iの l特日~Iに仲

買し，面積4645km九人口約16.5万人である。肢の人民政府はj事倫鎮に存夜し，そこから

北西方向に約40km行ったところに額納順~~がある 。 その途中にターミンチャガン(地獄

の沙漠)があり，沙地によって道路が埋没しそうになっている光鼠も所々に比られる。

烏E他主立ガチャの総面積は約8000baで，その中で事業の直般的な使摘を宇受す

る地区は烏Eイ也控村落と干し立日都村裕であり，その総土地面積は約2330h..である

(烏旦他技ガチャにはもう 一つ包カ格告らという村裕がある)。沙淡而般の制fiは

1996年当時それぞれ40%と60%であった。特に事業|垣内500h.においては) 50 

%が減量制J沙丘， 40%が半固定沙丘であっ た。

烏旦他栓 ・干し如都両村落の総人口は520人(1998年調査)で，烏旦他位は65ll!:

帯，干し ~n 'ð1l 55世帯である(包力格?心は 73也裕 ) 0 1995年当時 1人当た りの年間

純収入は594元であった。

烏旦他t立は ，全員が重量古族であり，半銭 ・半牧業という兼営がほと んどであ

る。現地調査によると， 1人当たり約 3~5畝 (ムー) (15畝=約 lha)の畑地が

与えら れ，そこでは主としてトウモロコシ，ソパ， 豆類，ミーズ(アワの 極)

などを生産してお り，1980年代末頃から水稲の生産も行ってきている e また所

有している家畜は，牛， 4'~，山羊， ~，鶏な どである。北方にある粍j立広範聞に

わたる共同使用の草原があるが，家務の食害などによ って沙j也化 している上品川も

所々見られる。

聞き取り調査によれば，額納順鋲・烏旦他枝ガチャでは，i少地イじは1960年代からiil

年代にかけて急速に進行し， 80年代以降も沙地は激しく拡大していったという e それに対

処するために，これまで多くの植林事業も実施してきたが，育林E容はそれほど高くなく ，
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かなりのものが枯死してしまったという。また1980年代前半に， 20~:30h>1の I ~ 地で. UM 

柵と防護林稿を建設して，沙地緑化を図ったが，それも失敗して しまったという。そのJJp

由は，管理の責任が明確ではなかったためであるようだ。すなわち，閉仰は他殺したもの

の，その図柵の意味を理解する農民も少なく，農民の中にはそれを破域してしまったり，

盗んでしまったりした者もあった。また闘いの中で. LIJ~pや羊を政牧することもあって，

植林した萌木が食べられてしまうことがあったという。

そして，その教訓を踏まえて， 1990年代に 5ha~ 1 5 h a腕f~ (家庭レベル~数l'卜10レベ

ル)で実施してきた図柵による森林農場は成功 してきている。そこでは， J.'l任をlリi敵に

し，またそこから生産された良作物はその智現者が得ることができるようにし， rl 1ll rr~な

動機を損なわないようにした点もよかったものと恩われるロ

しかし，経済的に余絡がない農村においては，数百baという農場レベルの沙j也緑化は不

可能であったというのが実状であった。つまり，家庭レベルにおける沙地化防治は成功し

た例ができたものの，ぞれ以上の規模で一気に緑化してい くことはできなかったのであ

る。そこに，日本のNGOによるある程度大きな支援が導入されてスクートしたのが環境教

育林事業ということになる。

( 2)環犠教育林事業について

「環年宣教育林事業」は，日本のNGO(日本バイオピレヅ ジ協会 :事業主体，沙淡植林ボ

ランテイア協会)が，地元政府と地域住民および学校と協力して沙漠化の|的治および向然

生態系の回復をめざすプロジェクトである。事業区而般は500haで，その上地は 1995年~2

020年までの25年間にわたり ，無償で貸与されている。投資額は1996年~98年の 3 年間で

約1500万円(約90万元)である。これは，日本の環境事業団，イオングループ攻続財閥等

の助成金と有志の寄付金によるものである。そして，事業自体は，地元の「民・ 官 ・学」

が協力関係を結びながら施行されてきている。このプロジェクトは，中国社会の秩序を守

りながらも， NGO活動として事業実行の際には地域住民の立弱から物事を進めてい くボ ト

ムアップ型をとっているところに特徴がある。

なお烏Eイ血栓(ウタンタラ)は，モンゴル語で「柳の木が生える草原」という滋味で，

この地が，かつては緑が豊かな森林草原であったことを証明する証拠の←つでもである。



烏旦他投(ウタンタラ)環境教育林プロジヱク ト

t事車主体日本バイオピレッジ協皇]

199!.8 環境教育林事業の起工式を行う

1996.10-11. 全長 11.5lmの囲柵をつくる(家畜の食害を防止)

1997. 4.防護林帯の建設 :楊と柳の樹木類 11万本 、濯木類 l'万本を植林

19 9a. ~ 樹木類 u万本、潅木類 4.(万本を補植する

図 4- 1 ~草 .lJU生育林事業の概袈

基本的理念としては，①図柵の設胞による土地の保，t壁，すなわち，家遜による

食害からの防止，②防護林務 (i青木と灘木)i3!設による防風・防砂およ び沙丘岱l

定，そして③農地，林地，牧草地の創成という内容である。自然生態環境の条件

に応じて ，そのバランスの取り方はさまざまであるが， ーつの例としては，森林

(用材林 ・経済林 薪炭林含む) 30%，農地30%，1草地 ・牧草地:30%を建設し

ていくという考えもある 。そして沙漠イじが深刻で生態環境があまりよくない泌所

であれば s 森林率を高めに設定する。

日本バイオピレッジ協会では， 1996年-1999年の3年間で ，沙漠化防止および

自然生懸系回復をめざす環境教育林事業の基線整備を主に行ってきた 。なお ，11 

本NGOと地元政府およびj良牧民との聞で合滋形成をしている1)1!sIは次の泊りで

ある。

1.共通の利益となる基盤準備費用については日本側が資金を提供する。

2日本バイオビレッジ協会担当地区(30ba) 以外に ついてのt_'Uflは地元負j:fl

とする。
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.... 

3.:;定作業労働力は地元農牧民が提供する(労賃は l O~20元/人・円限度)。

4.25年後 (2020年)には日本の投資物件を無償で提供する 。

(3)環焼教育林事業の経緯

環頃教育林事業の実行経緯に関しては，次の巡りである。

まず1996年8月に，地元の夏祭りであるナーダム大会と同時に「環J克教育林 'H

業」の起工式が行われた。同年10月には500haの土地を鐙備し，またその同開

(125km)に牧柵を設寵した。これは，家畜の食容を防止するためである 。

そして 1997年4月に 2 喬オミ類14万本(ポプラ 12万本，柳2万本)，散木知 jJ)J 

本(紫絡線Amorphafruticoca 5万本，沙糠Hippophaerbamnoides STi...j()を

植林して防護林帯を建設した。図 4-1のように，防護林械は開聞につくると同

時に，その内側には絡子状に沿って築いている。綴や柳の続林の際は .UiHI可治林

とs;y.ばれている技術を用いている。すなわち，数十CIllの織をつ くって，そこに

苗木を植えていくのである。この技術は!寧倫肢における稿料、の知fSと経験 とから

生ま れたもので. F.古木の汚着率をかなり高くすることができる a

また同年，農民たちは，事業区の微度沙漠地に，翁~(ソパ)や豆煩を'1 1 心

に，すでに農作物の生産を行い，秋にはある程度の収般をあげている。

最初，農牧民の中には放牧が不可能になったということで s 不満をもらす有ーも

あったという。しかし25足際に沙地化が防JJこされ緑が.tI'1!J日したのを見て s ほほ全

員がこの取楽に対して納得したという。

そして 1998年には，主に相li粧を目的として，防Jifl.林・防砂体などやi，1!-l立Jj)，;. 

を植林した。また用材として旧日値の高い精子総PinussyJvestris var MOD{!o/ica 

500本を綴林した。そして液淑に必要な深井戸 (60m級)を 2本設慨し.!金風や

沙丘の移動によってs!J!捜した牧柵の修理を行った。それ以外に，lt!!.元の rllγ校

(額戦順鎖中学校)生徒による植綜も多少行われている。また97年とほぼ問機

に農作物生産も行われている。

なお 1998年，烏旦他校ガチャを含む額納l願書1においては，沙漠イじのI議大の11;(

図と考えられていた山羊の般牧は全阪祭比となった。そして実際に ll!'l'rlには，

放牧されている山羊は皆無となったのである。
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4-2 評価の尺度について ー「持続可能な発展J(成功)の基準と指標ー

(1)持続可能な発展舗の系繕

この主主境教育林事業はこれまで成功してきているのかどう か， あるいは持料的

発展が可能であるのかどうだろうか。プロジェクト の成功刊を筑鋭的にいIJiUiず中

上で，そのWl'11凶の尺度を考えておく必要があるだろう 。これは， すなわち rj占飢

可能な発展 (Sustainablc Developme副)Jの基準と指椋ということ になるであろう。

この「持続可能な発展」という概念が，これまでどのよ うにmいられてきたかに

ついては，森田ら (1992，J993) によってその分析が行われている。

「持続可能な発展」という用語は， 1980年代の後 ‘!と，特に ブルントラント委

員会が fOur Common FutureJ (1987) の中でJ起案してか らIlt界的に汚 Aえした也の

であるが，これと似た概念はかなり替から見られる。

古くは林業分野における係続Jj罰則というものがあり ，1713 q;に ドイツのカル

ロヴイツツが 「木材収後の保続」という意味で使HIしている 。その 後， 1ι111-紀

末から 19t世紀初頭にかけて林学(森林経思学)を体系化したコ ッタやハ nヰイ

ツヒらは ，r森林の組織佑」 という悶題も含めて林業経営におけ る保税と いう 概

念を用いている(スパイデルゆ71，高橋 ・箕輪 1997)。

1776年のアダム ・スミスの「国寓論」の中には，農地の持続的利!lJ~専の \'1 -4ι

のメインテナンスの概念が見られ，窟をこれらのメイ ンテナ ンスに裂す るコス ト

を差し引いたもので評価している。 20世紀に入ってケインズは，自然資源の利

用において再役資や減価償却に向けるため余剰を elti保してお く，いわゆるユーザ

ーコストの概念を導入している(森凹ほか 1992，1993)。

また漁業の分野では r最大維持可能漁獲星 (MSY)J という概念が，漁業 i't

源保護の指針と して 1946年の国際捕鯨条約や 1952年の北太平洋漁業協定の'1'に

導入されている。

1970年代に入っ てからはエコ ・ディベロップメントや発展のオールタナ テイ

プ ・パターンといった「持続可能な発展」に近い概念さえ愛場している 。エコロ

ジーとエコノミ ーの調和，すなわち， J.車境保全と経済成長の両立に [ílJ け た1I 1~，~ 慨

念は，かなり以前から考えられていたのである。
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しかし， 1970年代までの環境と綬済をめ ぐる論争は，ほとんどが予行総をた

どっていたようである。そして，この状況に変他が見られた のは ，1'170 1，・1¥::の
終わりから ' 980 年代の初頭に至っ てからである 。 1980 年には ~i界保全戦時にお

いて初めて「持続可能な免展」という言柴が使われ， )，~本的な，'，然システムの剥[

持，遺伝子資源の保護，環境の持続的利用の 3つの配慮した開発の ノヲめlをぶした。

これらの提言はしばら くは大きな彫轡を及ぼさなかったが， 1980 if代後 、1'.以降，

「持続可能な発展」という概念は急速に広まって いった。

プルントラント女史は， 1986年の演説の中で iもし我々のために人IIJ))y_び1'1

然の一部を救おうとするならば，このシステム全体を救わなければな らな t¥ 0 こ

れが持続可能な発展の本質である」と 主張した。そして ，この発展のディメンジ

ョンとして，①貧困とその原因の排除，②資源の保全 と再生 ，③終済成長から科

会発展へ，そして④全ての怠志決定における経済と滋i克の統合の 4つを F片した。

これを受けて 「環境と開発に関する世界委員会J (1987) は， r将来の Iltll':がi'I

らのニーズを充足する能力を鍋なうことな く，現在のニーズを満たすよ うな発版」

を提案したのである。これが契機となって，世界'1'で持続吋fiEな発以論力1，;1命し句

れるようになった。そして， 1992年の地球サミットを通じて，位界的な 認識が

さらに進んだのである。

(2)持続可能な発展の基準と指標

森田ら (1992，1993)は，持続可能な発反論に関するレビューを行い，多係な

槻念規定を整理し，大きく 3つに瀬型化している 。

第一類型は ，r自然条件を 霊視」して規定された慨念である。これは， iJ:物多

様性の保護，環境容量の制約， 天然資源の保全といった自然環境的な制約ドで人

間活動を営むという概念である 。第二の類型は， i I!!:代間の公平料にえ守口」した

定義である。そして，第三の類型は，社会部m設や生前慣な どのより向次の統J.t... 

から展開する持続可能な発展論である。

ここでは， Barbier， E. B.ら(1998) に従って，生態的側面，経済的側而，そ して

牡会的側而からの事業評価を考えることにする。 1992年の地球サミ ット以米，
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この 3つの尺度基準は， r持続可能な宛皮」 をぷ諭する隙に jはも F般 Ir~ なもの と

なってきている(竹本ほか 1998，Manuel Winograd 1997)。

そして，各側面における指保に関しては s これまでのm地調脊によ って収集で

きたデータをもとに次のような項目を考えた。すなわち，1:態的側面では川1然

生態系の回復(土地状況)J， r生物多機性(継物の鐙類)J，経済的側 IUIでは「ta

業生産(釣用使益分析)J， r事業区に隣後する伶民の年間純収入 J，そして社会

的側面では「住民による事業評仰l一地域の受容性 J， r住民参加J，r 11' [¥¥の将

来展望J，r環境教育」などである。ただし「環境教育」に関巡する内容は， 51

6章で扱うことにする。

a) Biological Syslem (生態システム)

-沙漠イじ防止

・自然生態系の回復(土地状況)

・生物多綴性(縞物の極類)

b) Economic Syslem (経済システム)

-農業生産

.脱貧困

( 1人当たりの年間純収入)

c) Social Syslem (社会システム)

・地主主社会の受容性

・住民参加

・住民の将来展望

・教育(環境教育)

生 態

S D Sustainable Development 

図 4-2 持続可能な発展の 3つの側 l開
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4-3 生態的側面ー結果と考察ー

環境教育林事業区 (500ha= 7500畝)に関して， 合ji業実施前は，流動I'!)frかが1

50% ，固定沙丘が約40%を占めていたという。森林は皆1!時に等し<， ほとんど

が沙地で，わずかに瀬木の黄柳Salix 企avidaが約 1001畝，災地が約700/欲(トウ

モロコシ・豆類:200畝，蕎麦:500i敏)，草地ががJ150I!tI.であっ た。

環境教育林500haの土地状況変化

1995年以前

1999年

0% 20百 40% 60 耳 80 ~ 100唱

|毘森林 B遭木 口農地 図草地 ロ沙地 l

図 4-3 事業地区の土地状況変化

ところで. 1996年以降の環境教育林事業の笑施において，この 土地がどのよ

うに変化したかと言えば，まず図柵を建設して土地を保護するだけでも，純生の

回復が見られる場所 も少なくなかった。また事業実飽前と 1999年現在の 土地状

況の比較は ，図 4-3の通りである。 1999年においては，森林(絞済林含む)

が1300畝，灘木類が 300畝 .j良地が 2500畝(トウモロコ シ ・豆類など 1500

畝，蕎麦:1000畝)，そして車地が550畝になった。これは事業設計者(IoJi倫h1t

t-l'業局 高級工程師 ・楊占原氏)に尋ねると同H寺に， ー織に引業I文内を歩いて仰

かめた土地状況である。

また ，流動沙丘もほぼ固定沙丘になっており，沙i失化の1lI;λの恐れはほぼ桁1m

になったと言って よい。このプロジェクトを通じて. 2-F，:iで述べてきたように s

環境負荷を取り除き ，適切な指躍を施すと，自然生態系が自動的に回復 する可能
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性を有する沙地であることが実証的に検証できたと 言ってよ いであろう。

さらに a 事業区内の植物数に関しては .1996年に 123f!ll.97年に 1J3H.，そし

て四年には 166極ま で地加してきている。ちなみに，距離別-60kmほどの即断

にあり ，事業区から最も近い自然保護区である J王者総!当然保E並区では. 528降級

の植物が存在する。

樹砲については，綴林によるJ1J}J日(人工林)も含まれるが. 199611二とD7{f:に

は13種だったが. 98年には 16穣 ，そ して 99年には21係と梢加して きている。

なお ，経度沙漠イじ土地，湿地 ，強度沙淡イじ土地のそれぞれ2カ川 (aとb)に指

定した 5mx5mのプロットにおいて過去3年間にわたって捌任してきた刷物欲の

変化は図 4-4の通 りである(巻末の 「環境教育林市栄区内の品目物」 を参lKi)。

これは毎年8月末に調査してきたものである。

種数

35 

30 

25 

20 

15 

10 

生物多様性(植生種類)の変化

15 I 18 I 25 
11 I 28 I 33 I 12 
13 I 24 I 32 I 6 

図 4-4 6プロ ッ トにおける植物極数の変(じ

(調査協力.陣倫踊[林業局 楊占原・高級工程師)

程度沙漠化土地a: 26滋 (97年)→33種 (98年)→33穣 (99年)

軽度沙漠化土地b:15穏 (97年)→11種 (98年)→13穏 (99年)

湿地a : 18穏 (97年)→28種 (98年)→2-1種 (99年)

潟地b : 25縫 (97年)→33種 (98年)→32禄 (99年)
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強度沙漠化土地a:1極 (97年)→12極 (98年)→ 6種(何年)

強度沙漠化土地b: 2種 (97年)→ 10積 (98年)→13極 (99年)

以上の結果から J 6m X 5mのプロット内においては，生育するとかなり広い山.

債を占有する値物も存在し，憾の数においては必ず しも単純噌JJ[Iになるとは隙ら

ないことがわかる。

例えば，軽度沙漠化土地bにおいては. 1997年~ 1998年にかけて他物のやF数が

減少したが， それは背の高い ArtemisiamaoJ}enta (象占細裂111必)や Phrag

mites communis (芦輩)が繁茂し，その他の純物が生育できない環境になった

からである。湿地aに関しては. 1998年から楠被本は90%緯度となっている L

に.Phragmites communis (芦叢)が最も多く存在するため， 極の数が府知1す

る余地があまりなかったと考えられる。

また強度沙漠化土地は. 1997年の時には沙漠に生えるバイオヱアとして布名

な Agriophyllum squarrosum (沙遜または沙米) とL、ぅ 一年生の純物がわすが

に生えている程度であ ったが. 1999年ではaとbの両方において被竣本:30%以 L

を占め，沙丘をほぼ完全に岡定していた。強度沙漠地bのJ998年時は .1999作と

比較して穣数に関しては多かったが，継被E容は20%程度と少なか った。

そして，軽度沙漠佑土地aにおいては， 土爆が盤かであることを示すjfi際航物

であるMedicagofalcata (多1志野首稽)が増加し，その存在が目立つようになっ

た(植被率約 10%) ことから，自然生態系の回復もかなり進 んできたと者えら

れる。現夜はまだ農地にして いないが，農作物の生産 も十分に可能なJ.1}所になっ

ている。

鳥類では. 1996年の時にはほとんど見かけなか った総(カササギ)が. 1998 

~ 1999年には非常 によく自にとまるようになり，そ の他の烏英首も増加してきて

いる。また野生動物では，鼠(ネズミ)のほか， プロジェクト以前には存在して

いなかった兎 (ウサギ)の生息も篠認されている。

したがって ，生態的側聞である「沙漠化防止」 および「自然生態系の1"1彼」と

いう観点では ，かなりの成功をおさめてきて いると言ってよいだろう。(守j.J'Hl

~18参照)



4-4 経済的側面一結果と考察ー

烏旦他位ガチヤ(総ifn;ft'j・約 8000ha)の巾には， 3つの 小さ なやJi治 (モンゴn

語では「ドキロン」と呼ぶ)が存在する。すなわち ，烏旦他位(ウタ ンタラ)，

主し如都(ザルド)，そして包カ絡め(ポリガチン)である。 環境教育林事業|ズ500ha

は，その土地の 73%が烏旦他J立に， 27 %が礼如部に属して いる。したがって ，

このプロジェクトに直般関係している小村(ドキロ ン)は， .r，:古旦イ也伐 とよし如1，1切の 2

つで，包カ絡i，(.oは間接的な関わりを持っていることになる 。

環Jjl教育林事業を経済的側聞から評価する際，まずは直後的生産， すなわち ，

築業区内における農作物生産という指様があるだろう。また，事業区に隣J査する 2

つの小村一烏旦他投と主[，!l日都ーの住民の暮らしぶりや経済状況変(iJも指械になる

と思われる。ただし ，地域住民の経済状況の変化の要因は，さまざまなものがあ

り，この指綴は参考程度であることを予め断っておく 。

( 1)事業区の農作物生産

1 996 年 ~ 1999年の環境教背林事業区内における伎作物関 Mの変遷は， 表 4-

1の通りである。

表 4-1 500ha (7500畝)事業区の成作物面積

1996 1997 1998 1999 2000 (年)
蕎麦 500 1000 1100 400 
玉米 50 400 
大旦 轟地歪ff 300 300 300 
黒豆 (200) 400 400 700 
緑旦 200 200 200 
ササゲ 200 200 200 
ミズ 300 300 300 

(単位:i欲)

また各農作物に関する単位面積 (1畝)当たりの費用 C，収縫 ・使主主B，純{出



益 (B-C)，そして収磁畳は表 4-2の通りである 。この地域では， 総収入を 10

割とすると，費用は約 6割，純便益(純収入)は約 4刻である という。

したがって， 5∞haの事業区からの農業生産(1996年- 1999年)は ，ぷ 4-3 

のようになる。すな わち，農作物生産は 1996年が 3万 200口元， 97年が 12万 4800

元， 98年が J3万 4800元，そして 99年が 18万 4000元と算出される。

表 4-2 l畝当た りの純(i!!主主お よび収後最

純便韮(8一C) 便益B 賓用C 収穫量

者E麦 32 80 48 80 
玉米 136 340 204 350-400 

旦 80 200 120 100 
黒豆 80 200 120 100 
縁旦 48 120 72 70-80 
ササゲ 52 130 78 80 
ミース 56 140 84 100 

(冗) (kg) 

表 4-3 農作物生産による経済純便益(計算値)

1996 1997 1998 1999年

蕎麦 16000 32000 35200 12800 
玉米 6800 54400 *本
大豆 24000 24000 24000 
黒豆 16000 32000 32000 56000 
緑旦 9600 9600 9600 
ササゲ 10400 10400 10400 
ミーヌキ 16800 16800 16800 

総計 32000 124800 134800 184000 ** 

(単位元 )

リミーズは地域住民の1:食のーつで， これは生産した段牧民たちの悶で消費されることに

なる...)ゆ99年は降雨が少なく吃煉気候だったため，玉米 (トウモロコシ)の主l雫は!刊11

よりかなり少ない状況であり，実際はもう少し低い依になる。



(2)費用便益分析

ここで，プロジェクト評価における経済分析(ピアスほか 1994，経HlI' 1999) 

を行う。まず，直銭的な資J司と{!l!t，在のみを考えると次のようになる 。

表 4-4 プロジェクトの直後的な貨朋 とijl!Mt

年 基鍍5整備費用 維持管嬰費用

300 

J!!l作物'1:ilii 

1996 

1997 

1998 

1999 

32 

250 ハ
U

ハ
U

n

u

-

n

U

5

5

5

一
5ー

J25 

250 135 

合計 800 

184 

476 

(単位千疋)

純使益(割引率 0とする場合)は

- 800 - 150 + 476 = -474 (千元)

次に 2000年を基準にして，割引率 5%の場合を考えると次のようになる 。

表 4-5 割引率 5%とした場合の費用 ・使主主

年 基盤盤備費用 維持管理費用 農作物生産 (係数)

1996 364.65 38.90 1.2155 

1997 289.40 57.88 144.70 1. 1 576 

1998 275.63 55.13 1.38.38 1.1025 

1999 52.50 193.20 1.05 

合計 929.68 165.51 515.J8 

(単位・千元)

この場合，純便益は

- 929.68 - 165.51 + 515.J8 = -580 (千元)

となり，さらにマイナス額が大きくなる。
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すなわち，近視眼的に 3~ 5年を期間 とし，この期間だけを考えると，終:芥純

使益はマイナスとなり，プロ ジェクトは棄却されて しまう。

しかし， 3カ年で沙淡化は防止され， ~主鍛整備はほぼ完成してきている 。 すな

わち， 500haの沙地に関しては約 1500万円(約 100万冗)の設資ー 1ha当たりがU3 

万円(約 2∞o元)の投資 ーによって，沙漠化の逆転，ひいては森林 信原復 11"1の

ための基絡がほぼできてきている 。これは ，J!ll倫Mtで沙漠植林ボランテイア協会

が，先駆けて実行してきている「ウユン(烏雲)森村J(360h.)・「対リン食 休」

( 200h.) の摘林および基般強備コストとほぼ悶じである 。同協会でも iY1木 .Otl 

細・人件費 ・補摘等を含めて lba当たり 3~ 5万門で沙地緑化の主主総をつくって

きている 。

その後は，維持管理費用を投入していけば，現在行われて いる良作物LI:]笠だけ

でも，やがては純便益をプラスに伝じてい くことができる と期待できる。しかも

農作物以外にも，まだ経済的側l値で表現されて いない，(防護林市 .Jfj材林・ 経

済H)からの有形・無形の生産物もある。

環境教育林事業の有効性あるいは経済使誌等を正 しく評価す る際には，森村の

さまざまな公主主的機能をも含めた総合的評価が必]Qであり，これに ついて は， 長

期にわたる費用便益分析と合わせて，第 51iiで触れる 。

(3) 500ha事業区で何人養えるか?

ところで，この 500b.の事業区から生産される良作物で何人 ぐらいを 長 うこと

ができるのであろうか。ここでは，経済，食額保有量，そしてカロリ ーの 側1mか

ら計算を試みる。

(i)経済 :1996年には総純使訟は 32000元となり，淘1勅順mにお ける 一つの貧

困基準「年間純収入 1人当たり 580元」で考えると sこの農作物生産に よ り32000

-:-580 = 約 55 人が養えるという計算になる。同機に 97 年 に は が~ 215人，98年に

は約 232人，そして 99年には約 317人となる。

(ii)食糧保有量:中国では一人当たり年間食総保有髭の日深を 400kgに泣いて

いる(白石 1997)。つまり， 一人が一年間に必要な食続を 400kgと考える。そし
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て純利殺を 4割と考えると， 1996年には， (60000 X 0.4) -:-400 =約 60人を縫え

るということになる。同被に， 97年には約 211人， 98年には約 238人s そ して明

年には約 343人となる。

(iii)カロリ ー 各農作物の「食部」および r100g当たりのカロリー」を r会物

成分表.JI (1998)で調べて農作物の総カロリー計算をし， 一人 ・ . FI "iたりに必

要な最低カロリーを 2000c.1として算出すると(ここでは全国代去 (u'jをeEJfJしたわ

J996年には約 112人を養うことができるという結果になる 。同僚に， 97 {Iには

約 400人， 98年には約 448人，そして 99年には約 652人となる 。例え l:f， 1999 

年の場合，カロリ一合計は 119j 700000kcalである。その純利益 4;耳目分を 365(IJ) 

で剖り，さらに一人が一日に必袈な最低カロリ-2000kcalで測ると，約 652とオ

る(表 4-6)。

(i) (ii) ( iii ) より， ω96 年にはお~ 112人， 97 年には 21 1 ~400 人， 98 1j:には 232

- 448 人，そして 99 年には 317 人~ 652人という結果になる。多少の栃はあるが，

ある程度の目安基準にはなるであろう。また 99年には，ぬ旦他位と干し釘l締の全

人口である約 520人を養うのに必要な農作物生産の半分以仁を生Niしている こと

になる。

表 4-6 事業区の食組・エネルギ一生産 (1999'F) 
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(4)事業区の隣後住民の経済状況変化

事業区の設計にあたった庫倫旗林業局によると， 烏旦他肢とよし如1郁の両卒、Iにお

、て， 1995年の一人当たりの年間純収入は， 594元であったという。

1997年 8月末に実施したア ンケー ト調査(地域作民調査 19973)によ ると 2 ぬ

旦他技には 65世情 280人，礼如tisには 55世情 238人が居住しており， 1996作の

一人当たりの年間平均純収入は，烏旦他設が 1010元，干し如I'1sが 518元であった。

そして両者の平均は 784元であった。両者の差は，山 羊，和H1~ 1 Jj:.， };s， j琢， 勉

などの家畜E員数による影響が大きかった。また沙淡化上地ll'ii:trlにl剥して， 烏 111也

J立が 40%，幸L9日都が ω%(1996年時点)というように， 沙漠化による被符 1m似

が十LIt日都の方が大きかコたこととも関係して いたと忠われる。

それから 2年後， 1999 年 8 月末 ~9 月初めに行った調査(地械は民調子t 1999) 

によると， 1998年の 一人当たりの年間平均純収入は，烏旦イ也十立が 1708元， l'L!l11 

郁が 1427元，そして両者の平均が 1568元になる。

なお，烏E他投を含む額勅順鋲全体では， 1997 lf-が 11∞ 元， 1998年が 1511)[ 

である(鎮政府への聞き取り調査による)。鋲全体と 烏旦他位 ・JL9日帰の 9t<11に

おける年間純収入はほぼ等しいことから，烏旦他主立・礼夕日怖の 97年の年間純JI:(

入も約 1100元と推測される。

ところで ，中国の農民一人当たりの年間平均純収入は， 1994年が 1224元， 1995 

年が 1578元， 1996年が 1926元，そして 1997年が 2090元となっている (1ド午 人

民共和国 1998)。この全国平均と比較すると，烏旦他位 ・礼白日都とも年間純収入

は，この数年で急激に増加し，全国平均に近づいてきたことがわかる 。

表 4-7 一人当たり年間純収入の推移

1994 1995 1996 1997 1998年

烏旦他位・
594 784 1100* 1568 礼如都

中国農民 1224 1578 1926 2090 

*は鎮全体 (単位元)

-81 -



また「あなたの生活水準は ，この 3年間でど う変わりましたかっ J (地M:lf:L-:

調査 1999) という質問に対して，烏旦他J立・孔主rJ怖の村人の11111写紡!記は， rよく

なった」が 50.0%， rややよ くなった 」が 33.3% ， i変わらない」が 13.3%， iや

や恕く なった J3.3 %であった。したがって s 事業区に 隣後する 2つの小村の鮮

済状況はよ くなってきていると 言 えるだろう 。

3年間における生活水準の変化

一烏旦他位・礼如都 一

やや悪〈

変わらない
13.3% 

ややよくなっ

た
33.3 ~ 

3.3 ~ 

よくなった
50.0 ~ 

図 4-5 烏旦他位 ・干LT日都の村人の 3年間

における生活水様変化に対する認識
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4-5 社会的側面ー結果と考察ー

社会的側面の重要な指標である「地域の受容性」を見るよで，地域住民力.}J J定

m教育林!)l楽に対してどのように評価しているのかをみてお きたい。また，地域

環境の 「持続可能な発展」のためには，自主的かつ総徳的な 「住民参加」が必f;出

不可欠である。そこで， r住民参加」に関わる観点からの綴境教fY林。J1'tの持抗

的発展性についても考察しておきたい。

プロジェク 卜笑施地区に隣接する村である 烏旦他段ガチャ(このガチ+は， lU

旦他位 ，礼自日都，包力絡託、の 3つの集落か ら成る)の炭牧民45名(ち1ki治 lられ

ずつ)と額勅順鎮政府周辺の住民 15名の合計60名(家長もしくはその代jlU人)

を対象とした 「地域住民調査 J999J によると次のような結果であった。この調

査では，商接調査を実施したわけだが，回答tf!否者はほとんどいなかった (5%

未満)ということを付け力日えておく。

(1)事業評価一地峻の受容性一

rQ，環境教育林事業を実行してよかったと思いますかっ」

①たいへんよかった ②よかった ③少しはよかった

④よかったとは恩わない ⑤わからない

環境教育林事業の実行について

よかった
45.0N 

たいへんよ
かった

53，3‘ 

図 4-6 環境教育林事業の実行に対する住民の評仰l
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このI頁自に対しては， rたいへんよかった」が53.3%，rよかった」が4!i.O%，

「少 しはよかった 」が17%，そして「よかったとは忠わないJrわからない 」は

0%であった。この結果 ，地域住民は， ~環境教育林 r]ï 業 を 非常に尚い ;\H聞 をもっ

て受け入れていると言ってよいだろう

r Q.上記の回答に対して，それはどうしてですか ?Jという項 11に付する問符

は次の通りであった。

'‘ ミト

「よかったJ理由について

図 4-7 事業評価に対する(rよかった J)恕的

環境教育綜事業を実行して「よかった」理由(後数回答可)につ いては r沙

漠イじを防止した 」からと いう回答は88，3%，r緑が回復した」からと いうIqJ答は

55.0%， i作物が豊かに実った 」からという回答は43.3%で， 大部分はこの:ヲつに

集中していた。また「社会がよくなった」か らという回答の窓味は rまず沙漠

化を防ぐことができ，次に緑が盤かになって，そして人々の心が設かに なった こ

と」という意見がほとんどであった。また事業の実行を通 じて沙淡 Il:iI-.J自の緑化

に対する自信を持てるよ うになった人々も多かったようだ。

したがって環境教育林事業は， i沙漠化防止J. r緑化」と いう点で，地域Ill..:

から非常に高く評価されて いると言ってよいであろう。
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(2)住民参加

(1)縦林活動 ・環境改善

rQ 植林活動に参加したことはありますか 7J という羽目では，全幻が参}JIJ

したことがある(rはいJ) という回答で，一人当たりの平尾j植林本数は1:257i 4' 

であった。

中国では 1970年代末から義務総林制度がスタートしていることもあるが，こ

の地域の住民たちも，今まで毎年のように ，自分の家の近くに納林をしているこ

とがわかった。ただし，これまで生育できた体木はそれほど多くはなく a せいぜ

い2-3割程度しか現在は残っていないと いう声もあった。

また将来の参加意志について， r Q 地域で 主催される『被樹祭』やU'.lr.v史教

育セミナー』が開催されるとすれば，参加したいと思いますかっ」と尋ねたとこ

ろ rぜひ参加したい」という回答が90.0%で， r参加した い気持ちはあ φ」と

いう回答が 10.0%で rあまり思わない」・「思わな い」 という色!答は0%であっ

た。したがって，将来に向けても，沙漠イじ防治および環演の~Iï~などのために，

積極的な参加怠志をもっていることがわかる。

(ii)家庭生態経済圏

環境教育林事業と その理念や技術がほぼ同じ，家庭レベルのものが「家庭生態

経済圏J (家族森林農場) (医14-8) とl呼ばれるも のである e すなわち， ・家

庭当たり函積約100畝(約6-7ba)の土地を政府から白い取り，①家畜の食E与を

防止する関捕の設置，②防風・ 防沙および沙地固定のための防護林借建設，そし

て③幾・林・牧業の皮肉を実現していくのである。

これは，数百ha規模のモデル森林農場づく b (烏云森林など)あるいは環境

教育林事業の実行と同時に，地元政府によって ~JjJJJ されてきているものである。

そこで， r Q 家庭生態経済閣(家悠森綿農場)は，自 分でもっくりたいと思

いま すか 7Jという質問も行った。

その回答結果は， rぜひっくりたい」が26.7%，rできればっ くりたい」が:35.0

%，「っくりたくない 」が1.7%，そして 「既に つくっている」が36.7%であっ



95.5%は「つくってよ

かった」と思っており， r効梁がなかった」と いう人はわずかに 1.5%であった。

したがっ て，家庭レ ベル においても，沙漠イじ防治および地域政J慢のr，I，t't(じに，i'J

た。さらに「既につくっている」という回答者の中で，

防護林tb

日

叶一一

一

けての積綴的な取り組みがあると 言えるだろ う。

道路

家庭生態経済問の ・研"図 4-6

綴革'1)厨鋲においては，家庭生態経済圏の発展と環境教育総事業の成功との聞に

は，相乗効果とも言える関係がある。なぜなら r環境教育林事業」の思念は，

もともと「家庭生態経済関」の前身にあたる「生物園」を 発展させた 備な!であ

り，また 「環境教育林事業」の実行によって，沙漠化土地の緑化は可能であると

いう自信と勇気が地裁の農牧民の聞に生まれ， r家庭生態経済閣」が自発的に 普

及 .M，大されることにもなっ たからである。

(i)(日)より ，住民参加の観点から見た場合，沙漠化防止および緑イじに対する =m

志は強く，また家庭レベルで の森林農場づくりも積緩的になされてきており， 殿

境教育林事業の持続的免震性はかなり高いと言ってよいであろう。
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(3)地域住民たちの将来展望

また地滅住民たちが，この地域の将来展望においてどのよ うに 与え ているのか

はs 社会的側蘭の一つの指綴になるだろう。これは， 環境教育林官業のIIlJt量的な

彫響があると思われる。

「地域住民調査 1999Jの中で， rこれから先，地域の環筑はよ くなると思い

ますか?J という質問に対しては， rよ くなる」が933%，f)1t¥くなる」が Ii 

%，そ して「人閥次第でよくなったり悪くなったり古る」が5.0%であった([刈

4 -7)。すなわち，ほとんどの地域住民が地域の環境はよ くなるという 民望を

持っている。これは，間き取り調査の中でも何人かが触れて いたが，沙漠 化の深

刻な事態を越えて，線主主かな村絡はつくれると い った I~ 信と来観的 Jw ~遣を 飽 いて

いるからであると思われる。

人間主事
5.H 

まわらない
0.0 ~ 

よくなる
93.3首

地域の環境の

将来展望

図 4-7 地域の環腐の将来展望

また「これから先，人々の生活は豊かになると思いますかっ」と い う質問 に

対しては， r笠かになる」という回答が91.7%，r変わらない」が1.7%， rその

人次第で盤かになったり貧しくなったりする」が6.7%という結果であ った。や

はり，ほとんどの地域住民が，将来ますます生活は段かになると いった楽観的な

見解を持っている。すなわち ，沙淡の紘大等によって，生活力':ttしくなってい く

だろうと思っている人はほどんどいない。
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そ白人!)1草

67> 

生活の豊かさの

将来展望

豊かに Sる
91 11 

図 4一日 生活の豊かさに関する将来以望

さらに， rこれから先，人間の心の安らかさは，摘すと思いますか?減ると思

いますか?J という質問に対しては， r消え る」が 73.3%，r減る」が83%，

「変わらない」が8.3%，rその人次第である」が 10.0%という結来であった。先

の2っと比べると r場 える」ことはない，あるいは「その人次第である」とい

う考えが多少多くなっているが，全般的には楽観的な見通しである。

心の安らかさの将来展望

8.3首

誕る
8.3判

人による

図 4-9 心の安らかさの将来展望
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4-6 仮想評価法 (CVM)による環境教育林事業評価

( 1 ) :方法(仮想評価法)

仮怨評制法 (ContingentValualion Method : CVM) (柴山 1997) を適用した泌合の

地域住民の「烏旦他投環境教育林事業」に対する評価1について考察する a

調査では「環境教育林の育成かつバイオピレツジの建設のための基金」 という

制度を設立した場合の地域住民の支払意志額 (Williu&，昨日 10pay : WTP) とい うも

のを考えることにした。すなわち， r環境教育林の育成かつバイオピレツ ジのit

設」がもたらすさまさ・まな使溢を考慮して，その(iJ.i主主の享受者が支払ってもよ い

と思う金額を直接尋ねることによって ，こ の事業に対する評怖を誹Iべようとい う

ものである。そして，その rWTPの総額」をもって「環境教育林事業の日IfifinJ 

とする。

これに関する調査は r地域住民調査 1997bJ と「地域住民調査 1999Jて 21"1 

笑鈍しており，面接調査の中で，具体的には次のような質問を行 った。

く質問〉

環境教育林の育成かつバイオピレツジの建設のための費用負担に関 して

お伺いします。仮に， r環境教育林の保全およびバイオピレ ッジの持続的

発展のための基金」のような制度が設立されたとします。お宅では，こ の

「基金」の年会費が ※ 元であれば，負担されますか?

① 1 ② 3 ③ 5 ③ 10 ⑤ 20 ⑤ 30 ⑦ 50 ③ 70 ⑨1.00 

⑪ 150 ⑪ 200 ⑫その他

(2)結果と考察

この質問に対して， 一家庭当たりの支払意芯鎖は， 1997年の湯f;-， u'H主的な

思恵を受けるであろう 2つの集落について，烏旦他投が平均 32.7元で 2 よLIlII郎が

平均 20.0元であった。

また 1999年の場合，烏E他ま立が平勾 60.3元，よし釘11iIlが 24.7元であった。そし

て間後的な効果を享受するであろう包力格泌は平均 24.9ii'.， ~l'i制服 ~1 政 H:i 1，'，・!;ι
(政府関係者，学校の先生，商人など)が平均 43.9元であった。
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世帯数は，それぞれ烏旦他投が 65世帯，礼タn郎が 55jtt'Hi) 包)J栴必か 73 111• 

f苦，そして政府周辺が 200余也被である。したがって，砲般的な効栄を IY受する

烏旦他位と干し如都に限ると，基金としての集計幼は> 1997年が 32251[: > 1999 {I工

が 5278元となる(1997年の1.64倍)。

また間後的効用を享受するであろう地域に関して，基金としての集計 額 (1999 

年)は，包カ格泌が 1818元，政府周辺が 8780元となる。ゆえに> 1999 iIの I~q!j

-間後両方の使扱に対する wη川ま，合計 15876元となる 。ただし， IHJ践的効!日

を享受する人々は別の地戚にも存在すると考えられ，これは録保MiI"の許制と々

えてよいであろう。

そして >1997年の直接・間後両方の使殺に対する WTPは，およそ 15876/1似

= 9680元と推測される。

表 4-8 CVMによる環廃教育林事業の効用に対する J'l'lrtfJ

直後的効用

直媛 ・間援的効用

ω97年 1999年

3225元

9680元
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第5章 持続的計画および森林評価

5-1 持続的事業計画

沙漠化した土地において潔筑教育林事業のような君主体J足場を終営して いく際に

は， 3 段階を経ていく必要 かある。まず i沙淡化Ilfi 汗i のための1.~宮古整 úffJ のf'H怖かあ

り，次に農地や草地の維持~.f!~と同時に，森村建設を通して均 tqs フローカ永久 10

に生産される森林(a削 Iyrcgulatcd forcst( Oavis d aL 1987) r允分例法林 J (~'ì: +~ ，~~ 

1994) )に誘導していく段階があり，そして最終的には持続可能な森休農泌を幸子

営していくのである。今， 4企般盤備がほぼ完 f したと J える段附で，森林付 'i~ (7) 

立場からして最も E重要なテーマは，第 2 段階にあたる充分 ~YI整休への誘滋に関す

る事業計画である。目標は，いかに未来永劫にわたって持続的牛肢が吋能なm:H

組織の精進をつくるかということである。

( 1 )待続可能な循環経営

Aiも単純な モデルは， r保続生産」を基本原則としてきた伝統的な保林続撃し骨

N 

B) 12 17 6 19 

16 7 9 15 3 

4 13 2 18 10 口各lhaの林分

8 20 11 14 5 

図5- 1 20年輪伐期での20haの充分規整林の構造A)，B) 



林経理)から学ぶことができる (DavisCI al. 1987)。

すなわち，ある一定規模の上地には単 一樹慢で術成されている森ト4をつくり，

なおかつ各林齢(各齢級)が一つの林分タイプを形成し，それらが悶1mめずつ (f

在するという構造をつくる。これは同鈴林経営システムとして，持続可能な侃.fi:

経営であると言える。

森林前l 績を F とし，輸イ文!明を u とすると，伝統的なm~古林においては， tI 怖 に

おける林地は F/u(=f:年伐面積) haが) J"下'主から u年'Ioまで作付[飴別に

存1Eいているように配分されている。ここで輪伐!!Jlとは， )!ll 11' 11 ・ ~の行われる ifì

林全体を一巡伐採するに皇室する期間のことである (Jドヒ 1974)。そして森件、には u

の林分タイプが存在している。 F= 20ha， u = 20年のものがl註15-1である 。

沙地相u林においても，このような充分規整林を 一つのモデルとして注綾して い

く。すなわち ，図 5-1のような 20haの森林をつ くる計酬をなてるならば， i正

年 Iha(あるいはそれ以上)ずつ値林していき， 20年目に絞も 古い林鈴 (20年)

の林分 Ihaを伐採する。そしてイ主主宰箇所には， 翌年，必ずJ1Jf1Ii村をしていく。他

のすべての林齢の林分は適切な育休胞業を行し¥毎年 段階ずつj成長させて いく

すると各林齢の林分は同じ間取(1 ha) をもち，森林の構造は)ili年lま(ま 司定にと

どまり，林分当たりほぼ同数の樹木が毎年伐採され，ほぼ同じ収際材 ~1が毎年 '1

産され，そして収機量は生長ほにほぼ等しくなる。これら 一巡のフロセスを1Ii'iJ之

させながら s 未来永劫にわたって森林生産を繰り返して いく。

あくまでも，これは援もシンプルなモデルにすぎない。現実の計阿の際には，

適地適木(適地適作)を基本11M念とし，制林の場所や而fI'1も 除機T1.;変に決定して

いくことになる。

( 2)樹木 ・果樹・農作物等の費用・便益

(i)ポプラ ・綿子松の場合

ここで，ホルチン沙地の環境教育林喰業において忌も有効な樹憶とされている

ポプラ(白域 41号綴)と純子松 (Pinussyl印刷円S ¥iar. mongblica)の'l'llllと{史俗に

ついて，その績林から伐採までの流れに沿ってまとめておく。これらはj中倫bl(お

よび額帯!b順鎖の林業関係者への聞き取り調査に基づき B いくつかの自民定を川 'jl 

たものである。森線建設までには少なくとも 20年 -3('年はかかるため，長WJげJ
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計画が必姿となる。 ここ では而的 lha当たりとする。

〈ポプラの場合:lha当たり>

①植林 値林本数 約 1650本(闘精逃林・挿 し木)

l値林J'(JTj 約 2760元(地蜂え ・下刈り， ，清水代 3 人('1-'1凸匂)

②育林 育一林資周 一年当たり約 180元 (x18年間)

(枝打ち ・間伐， 筈虫保護，人 件i2~~三)

③成長期間 20年

( fJ)紛林 ・~1O 年，中指令林 11 ~ 1 5 年，近熱材~ 1 6~201i= J 

成熟林・ 21~ 30年，過熱林 31年以上)

③伐 採伐係本数約 1200本

伐採賞用 約 12∞ 元

⑤総~mc

⑥絞?月収自主B

約 7200疋

約 ω000}{; 

JI¥(f!霊前 150 m' 

⑦純便益 B-C 約 52800え(割引率 0の場合)

※ 20haにおける 20年後(充分規整林の形成)以降の純:iili年収入

約 52800)i; 

く節子松の場合 lha当たり〉

①縞林植林本 数約 1200本 (stJ 構造林・ポ ット，'['j)

植林費用 約 1950元 (地J存え ・下刈り， (1，'i.-1王代，人 ('H2~rc)

②育林 n林費用 一年当たり 約 18口元 (x281]' II¥J) 

(校打ち 間伐 3 害虫保護，人('j:t1等)

③成長期間 30年(伐探齢)

(幼齢林・ ~ 20年，中齢林:21 ~ 30 年，近然林 :31~40 ?1:.

成熟林:41 ~ 60年，過言刊林:61 ~Iõ 以上)

③伐採伐媒本数約 7504'

イ北探費用 約 1350j[ 

⑤総資周 C

⑥経済収主主B

約 8340疋

約 υ2500疋
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収穫fll 90 mJ 

⑦純便益B-C 約 104160元 (割引率 0の喝合)

※ 30haにおける 30年後(充分規強林の形成)以附の純述年以入

約 104160元

(ii) ~樹の場合

果樹は，統裁した後の数年間にわたり成長H1JIIJ1 が 必斐であり，やがて~~ゴJ を多

く採取できる軍基果期を迎えて いく 。そして卜数年~二 卜蚊1f-の後には，新しい以

樹を陪植林していく。ここでは，]!J1倫Iiliで奨励されてい る大扇アンス ，111アノズ .

そして林僑・梨をつくる過程における費用と使誌について s いくつかのれどを川

与してまとめておく。果樹の弱合も s 最初Jにある程度大き な ~I( JTj が必~である?と

め，森林建設の時と同じように，少しずつ市街を拡大 しなが ら s 術思統~1. を jj っ

ていくのが賢明であると忠われる。術環サイ ク )~ (輪伐均IにHI、fiするもの)は，

アンズを 16年，リンゴ・ナ シを 21年とする。ただ し，1，見地視署長によると，アン

ズは~育一率が高くないため，大鋭機の植裁は実行しない fj がよ いと忠われる。

く大扇アンズ Iba当たり〉

①値林植林費用 7950元

②育林育林資 一年当たり 1350元

③成長期間 5 ~ 8年Ff-¥]， 9 {l~ ........ 憾果知J (~ 1511'まで)

@収獲量 果実 2250kg(盛架期)

⑤経済収益 J5000元

⑥銭架j胡の経済使爺 13650元

く山アンズ:lha当たり〉

①植林僧林費用 750元

② 育 林 育林資 一年当たり 1350元

③成長期悶 4~5 年間， 6 年~蟻果!銅(~ 15年まで)

③収磁益 果実 2250kg(憾*J!lll

⑤経済収益 6750元

⑥盛果期の経済使主主 5400元
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<林俄・梨:lha当た り〉

①植林植林費用 5400元

② 育林脊林資 一年当 たり 1350元

③成長期間 6 ~ 9年間， 10年~感果Jtll(~20 年まで)

③収後盆 果実 4500kg (後来期)

⑤経済収主主 6000元

⑥盛*期の経済使主主 4650元

(iii)農作物・牧草の場合

事業区における農作物としては，土地状況を考慮して， トウモロコシ(li米)

や車類を中心に生産をしていくことになる。また牧 I'，'..J世をつ くっていく乙とも "1

能である D ソパ(蕎麦)は痩せ地でも生涯できるが，沙地問主Ioおよび紘化へのピ1

1献度も少ない。

良作物および牧草に関しては，おおよそ 6:則のnmを投入して 10:切の総悦仏

を得るという勘定となる。すなわち，純便益は 4制ほどである 。

これらの費用 ・使主主に関してまとめると，次の図点のようになる 。

表 5-1 各農林 1建物の l ha 当たりの費用と使佐(額勧地ü~l における慨飲)
聾扇C 霊主面

造林C 植林本敏宵梓C 膏#期間宵林C 伎傑C 総費用 収種畳 総便益
/年 年 '1、E十

君'事 木材
楊 2760 16国本 160 18 3240 1200 72凹 12田本 1田 m 6∞∞ 
柳 2760 16日本 1曲 18 3240 1200 72凹 12田本 t却 m 6∞∞ 

梅干松 1950 12田本 160 28 田40 1350 8340 7田本 同 m 112500 

/年
大鳳苦 7950 1350 7 9450 174∞ 果実 2250 kg 1出曲
山香 ?日 1350 3-5 6750 75凹 果実 包目見 町田
林槍 5400 1350 6-8 1曲聞 162凹 果実 4500 IIS 60∞ 
裂 5400 1350 6-8 1団関 162∞ 果実 4500 kg 回国

農作檎 置用C 使釜白
玉未 3060 56関岡 51叩
太亘 18∞ 15田I<g 30∞ 
鳳亘 18∞ 15凹 k. 羽田
緑豆 1060 1100 kg 18田
蕎査 720 1200 kg 12∞ 
ミーズ 12曲 15叩 kg 21∞ 
ささげ 1170 1200 同 19回
米 6460 6750 k. 1国曲

投草 12曲 4000 k昆 20∞ 

[単位元)

(1首!き取り E絢1i'をも とに作111 19~9 ) 
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l民

循環経営実行時の森林1ha当たりの費用・使益
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泰道警唖骨帯骨様唱骨誌接続

ゴド:-三王寺 τττ4
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!二ご京ヲ亨ユ 律子松l

図 5-2 循環経営実行時の森林 Iha当たりの使用 ・使益

循環経営実行時の果樹lha当たりの費用・便益
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図 5-3 街務経営実行I時の果樹 1ha当たりのt'tJ日 ・使給
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5-2 農林業生産のシミュレーション

環境教育総事業の未来予ìJl~に関するものとして， 5 -1に基づいて， J!~林業 予

援のシミュレ ーシヨンを行ってみたい。そこで， いくつかのシナリオを与え， 1996 

年- 2035年の 40年にわたる質問使主主分析を試みる 。 シナリオとしては，ま す

( 1 )事業を笑行しなかった泌合について考涼し，次に (2) 'F~ を災行して き

ている現夜を基点として， 2000年以降のさまざまなパター ンの 'h:f1Jl昼間に つい

て純経済便益の未来予測を行う。ただし，ここでは純悦俗の刻(.t:fIllifl(i (NPV)は

NPV= ~ (BI-Ct) / (1+;)' ，割引率;= 0とする e

( 1 )事業を実行しなかった場合

くシナリ;;.to>もし環境教育林事業を実行しなかったならば， 5001Jaの rJ:f.. 't~~ I夫お

よびその周辺を含めた農業生階はどのようになったかを考える 。

3 - 2で見てきたように s ホルチン沙漠全体としては， 1970年代末- 1980司

代末までの 10iF閥で沙淡fじ上地が 23.64%佑大していた 。すなわち，

(J + 0.01牟 x)"= 1.2364 

より， 一年間では平均 x = 2.145 % 割、大してきたことになる 。

森林率と沙漠化(逆転)

40 
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ム、パ』
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森林率%

図 5-4 森林率と沙漠イじ(逆転)ポイントの散布関と同対前線
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また， 3 -4 で見てきたように，ホルチン沙地における森林本と沙淡化 (j~'I\ιJ

の敬布図において，環境教育林事業を実行しなかった場合は，念林中 (x '~k) が

lまぽ 0のところを読めばよいこととなり ，そのH寺，近似式の y切){ーは 26.7甘3であ

る。 したがって， 10 {j.己聞では 26.793%沙漠:(むよTi!Jが1"11.kしてきていると考えて

よいだろう。

すると， (1+0.01''') "= 1.26793 より

一年間では 3 平均 - 2.402 %沙漠イI:iL地が拡大して きてい るも のと 巧えら

れる。

そこで， 1996年 (1年次)の沙地図積は約 450haであり，そこから 毎"1'*'，)2 % 

ずつ沙淡イじ土地が拡大されてきた，そして今後も拡大してい くと 考え る。そ れか

周辺の農作物(トウモ ロコシ ，ソパ， 豆類)にあIして被官を及ぼすならば E それ

はマイナスの使疏と考えてよいだろう。これらを時まえ，また 5ー lに必づいて

~UFl .使主主分析を行うと次の図のようになる。すなわち s 段初はわずかばかりの

プラスの使銭があるが，周囲への加害を含めると ，そ うよ退 くない将木には 7 イづ

スに転じ，その損害は次第に J広大していくことになる 。 そ し て 1 996 年~ 2035 "f 

における，純経済白!被の合，iIは-3680 (-pλ) になる 。

シナリオ0事業を実行しなかった場合

400 

300 

200 

。。

i10:、げてて、包主魁盟関~
-200 

-300 

-400 

年次

図 5-5 事業を実行しなかた場合の純経済使係
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(2)基盤整備後のシナリオ

〈シナリオ 1>これまでの基総整備の上で， 2000 if (5年次)以降 ，全体の;'m(， 

として，森林 40%，果樹 20%，農地 30%，市地 10%となるようなすU~ ，.I 11111 を

考える。これは，設計者 (1市倫依林業局・高級丁一粍師)が者mした引 Illijに近いン

ナリオである。

森林の中には，すでに主主設されつつある防護休初(喬木と端本)約 zn%も冷

まれているロそして，森村に闘 してはポプラ 4日haと仰 fH-~ 6Oh.を仙林してい くe

栄樹に関しては ，大扇アンズ 20h.，111アンズ 20h.，リンゴ ・ナシ 10llaを'1;1守し

て いく。 また良地 には， ソバ 20h. ，トウモロコシ 5()ha ，そして G~獄 80h. を 'Ur

してい くこととする。防護tH1fに関しては 2020年 (25年次)までは伐訳せ3 ー

その後，さらに育林していくと同時に，循環的に-liJlをfxl-iしていく 。

5 -1に基づき ，費用使益分析を行うと，その結果は次の泊りになる。 1996

年~ 2035年における純経済使益の合計は 17043 (千元)になる。

ここでは，各年次の費用便益分析の式は次の式を 用いた。

間 (純使主主) = B l (使節)ー Cl mm) 

Blは直接的な農林産物に限るが ，C l は基鍛整備のための悠設 t~ ， ~:.t . 森林

経営(敏林・ 育林・ 伐採)の諸経費 ，そして事業の維持管均的を台む。

1000 

800 

600 

400 
l日
時

200 

-200 

-400 

シナリオ1 森林40%果樹10%農地30% 草地却%

年次

位j5 - 6 森，j:，j;40 %，架樹 20%，農地 30%， ':占地 10%の!時の純純治[史沿
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くシナリオ 2>

次に，これまでの基盤慾備のよで， 20∞年 (s 年次)以降，全体の :~IJ i守として，

森林 60%，農地 30%，草地 10%となるような事業計画を 考える。これは，州

立諸に森林怨設に力を入れた場合のシナリオである。

森林に関しては，ポプラを 8011.，障子絵を J20ba植林 していく。政作物に|渇し

ては，シナリオ Jと同綴に，ソパを 20113，トウモロコ シを 5011a，そしては;ij'lを制l川

生産して い くことを考える。

5 - 1に基づき，費用使益分析を行うと，その結果は 次の通りになる。 19何

年- 2035年における純経済使主主の合計は 13380(千兄)になる。

シナリオ2 森林60% 農地30% 草地10%

1000 

800 

600 

400 
!咋日

20日

。
匂ヘ、、:--，"') ，':) ，、，0:1'¥.'やべ?心やサや，，""、，，0，

-400 

年次

図 5-7 森林 60%， JJ基地 30%，草地 10%のH寺の純経鴻(!!.!任

くシナ リオ3>

次に，これまでの基燦獲備の上で ，2000年 (5年次)以降，全体の制T??として ，

森林 20%，農地 50%，車地 30%となるような事業計画を考え る。これは，で

きる限り農地図殺を大きくした場合のシナリオである 。

森林に関しては，防護林俗のみとし ，新たな議林而僚を談前しない。 J;2作物に
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関しては，ソパを 50b". トウモロコ シを 100ha. そ して 2額を 100}1.生旅してい

くことを考える。痩せている上地は限界があるため，傾端にj辺地を地やすこと l

できない。

5 - 1に基づき，費用便袷分析を行うと s その結果は次のi極りになる。 19%

年~ 2035年における純経済使必の合計は 14890(千元)になる。

シナリオ3 森林20% 農地50% 草地30%

1000 

800 

600 

。

-400 

年次

図 5-8 森林 20%， Jl基地 50%.草地 30%の時の純経済使俗

(3)シナリオの比較と考察

これら 3つのシナリオの純使径を比鮫すると，図 5-9のようになる 。

実際は ，自然災害，農林産物の価絡変動，そして適地適作であったかと うかな

どによって，事態はさまざまに変化するであろう。ここではョこの シナリオjillり

になるとする。その時，純経済便益が援も高いシナリオは. 5年次 (20001f-)か

ら 19年次 (2014年)までは忠良作物面積をできる限り多くするシナリオ 3であ

り. 20年次 (2015年)から 33年次 (2028年)までは ，森林 ・栄樹 ・農地づくり

を行うシナリオ lであり，そして 34年次 (2029年)以降は，本林づくりをメイ

ンとするシナリオ 2であることがわかる。つまり，考慮すべき プロジェク卜のWJ

悶によって，そのプロジェクト評価は変わってしまうのである a
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-400 

各シナリオの純便益の比較

、ゃく〉やくト，C!I '\.'や~心'1-'" ，合命令令。

年

一。._シナリオ1--&.-シナリオ2 泳シナ')オ3

関 5-9 符シナリオの純使椛についての比較

つまり，短期的に見れば， tI作可能地にはできる限り多 くの以内一物をつくり，

トウモロコシを主とする農地面積を縁大化することが，経済的に段も利裕を l二げ

ることができる。しかし，その場合，持続的に農作物を生涯できる徒四内で行う

必要がある。森林や果樹の場合，磁の選択および_.)iliの組illさを適切に行うならば，

ある程度の沙漠化土地でも生物生産が可能であると経験的に 言われるが，両い '1，

産性が見込める農作物は劣化した土地では育たない。

そして， 1996年- 2035年の 40年間にわたる純使.fi:t.の合計は，シナリオ lががJ

1704万元と緩も多く，ついでシナリオ 3が約 1489万元で s そして 3{s:日がシナ

リオ 2で約 1338万元となる。また期間を十分に長くすれば，やがては シナリオ 2

の純使誌が最大になるであろうことが予怨できる。

したがって，長期的に見れば，森林，果樹，務地を適切に育成 管耳目しながら，

農作物生産を高めていく努カが必要であると言えよう。事業区のような沙j也にl剥

しては，投資できるコストが問題ではあるが，値H可能地であれば，できる|浪り

早<，かっ，できる限り多く，舶林をすること が製ましいと考えられる。もちろ

ん，その際，適地i直木であることが大前提であるこ とを忘れてはならない。
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5-3 地減住民サイドからの森林評価

森林の費用便論効果は，短期的に見ればマイナスが続 くばかりで I 20 ~ 30 {I 

後になって初めてプラスの使級があらわれる。したがって， すぐに終治的幼!ねを

期待すると ころからは，艇i林をしようという滋志は生まれないはずである。そこ

でa 地域住民たちが，森林に関してどのように感じ，また森林をどのように討(i11J

しているかを調べておきたい。ここでは， 1也j~Hl:!~の視点から比た待材、の (1111111 1 ヰ

新しい評価法に基づいて算iUしていく。

(1 )森林に対する親しみ度

「地域住民調査 1999Jの中で， r Q 議林に対しておiしみを感しますかっ」

という項目 では， r非常'に親しみを感じる」という|ロl容が 73.3%， rある f'(I主総

しみを感じる 」 という回答が， 26.7 %，その他 rあま り親しみを感しないJr縦

しみを感じない」 という回答は 0%であった。

日本人の場合は ，Ii'森林 ・林業に関する世論調資.Jj(総J'lJl府 1996)によると， r.)1 

常に親しみを感じる 」が 42.1%， r ある程度親しみを感 じる」が 4~.0 %， rあま

り親しみを感 じなL、」が 7.1%，そして rほとんど親しみを感 しない」が 2.5% 

という回答結泉である。

森林に対する親しみ度

内豊臣古

日本

0目 20目 40目 60百 80目 100出

回親しみを感じる 圃ある程度感じる ロあまり感じない
ロほとんど感じない ・わからない

図 5一 10 森林に対する親 しみ度
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したがって ，廊倫飲 ・額制順鋲の地域住民は. [1本人と比較する と，称付;に付

しての親しみをより強く感じていることがわかる。

(2)森林公益的機能の評価一結果と考察ー

「よ也域住民調査 1999Jのrj.'で. rQ 森林のもつ ill~ な役;則は何とと思います

か? (いくつ選んでもよい。軍要度の順に答えて下さい。)J とdねた車J，裂は 次

の5Jllりである。

①風を防ぐ ，砂を|凶 ぐ 呂8.3% 

②水をE蓄える 20.0 % 

③土を泣かにする 78.3 % 

④木材を生産する 41.7 % 

⑤動物たちの生育の場となる 30.0 % 

⑥空気をきれいにする 45.0 % 

⑦レクリエーション 8.3 % 

③地球の淑暖化を防寸 15.0 % 

⑨その他(人々と家畜の病気を防ぐ，人が長生きできる)

100 

90 

80 

70 

60 

~ 50 

40 

30 

20 

10 

0 

地域住民が考える森林の役割(復数回答)

i一一一一一一一一一一一ーーーー ーー-l
叫!

図 5-II 地域住民が考える森林の役割
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森林のもつ復数の役割について， if[ :&!だと悠われる順苦手に町17守してもらった た

め ， 1.;'昨日の回答を 10点 2番目を 9点， 311手口を 8i.'，i，…ー・・ ，として， 総

合計して算出したところ，表 5-7のような結よ誌を得た。

表 5- 7 地域住民が与える森崎の役割{本H1=.，[gを 10J!.iとした l1:f)

森林の役割 ① ② ③ @ ⑤ ⑥ ⑦ ③ ⑨ 

点数評価 507 91 420 204 139 194 23 54 12 

対木材生産 24.9 4.5 20.6 10 6.8 95 1.1 2.6 。‘6

( 10点)比

全く同様の方法によって í次位代調査 1 998J より，次世代を tu ぅ f(j~ たち(叫

時の額IOJ脳中学校 2年生 144人全員)が考える「森林の役;I;tlJは，ぷ 5-8の;IU

りであった。

表 5-8 子供たちが考える森林の役割(木材生涯を 10点と した時)

森林の役割 ① ② ③ ③ ⑤ ⑥ ⑦ ③ ⑨ 

対木初生産 17.2 9.4 13.6 10 9.0 8.1 3.3 3.1 0.9 

(10点)比

一方，庫倫1M.額勅願鋲 ・林業拡(ステーション)の刻長には以 Fのよ うな質

問を行い ，次の回答を得た。

質問。

森林は，有形 ・無形において，さまざまな機能を持ちますが，仮に 「木

材の生産J(直接的な経済効果 )の価値評価を 10点とすると s ホルチ ンi型

地草原における森林の他の機能の価値はどの くらいの点数(相対評価)だ

と思いますかっ

(例えば， 0.1， O. 5パ， 2，5，8，10，13，17，20，25，33，50，…・パ00点など)

X ，防風・防砂(風を防ぐ，飛砂や移動砂淡を ~Jj そ) …・・・・ ・ 2311 
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X，水を諮える/-1:砂崩ほlを防ぐ(水土保全)

X，土を蛍かにする(栄設を涜iめる)

Xじ木材を生産する(直後的な経済効果)

X， 動物たちの生育の場(生物多係性の保全)

X，空気をき れいに する (自主来の供給)

X，レクリエーション(保健体後)/教育の泌

X. 地球の混暖化 を防ぐ(二百変化炭素のl苅定)

X. その他

12 h，¥ 

18 !';¥ 

」 叫

() .1"，¥ 

lslλ 

一一土A

一三}.'.¥

ー~ι

以上の結果を比較すると 3 地域住民 ， 地械の子供たち ， そして釘H1J 順鎖林業 li~i

長の森林の役割に対する考えは，かなり近いこ とがわかる。

木羽生産を 10点とした時，森林の役割の総合的な点数l

(額報JJ頃鎖林業給長): (地域住民;i家長たち)・(地域の F供たち)

99.0 :tα 80.6土α， 74.6土α，

となる。 (α は誤差)

そして， (額勅順鎮林業姑長)> (地域住民;家長たち)> (地域の f(!l，た ち)

という ように， 子供た ちよりは大人たち ，そ して大人の'1'でも会林と凶係の淡い

人が，木材生産と比べて木材生版以外の公総出J機能をより尚<，j'f (111iしているこ と

がわかる。さらに森林の役割について詳しく知れば知るほど，りIJの公!，A的機能を

発見することになり ，総合的な公自主的機能はもっと 高〈許(illiされる可能性はiおい。

参考までに， Roben e¥.1. (1997) がll'Na!urc.JIで発表した北β材の総合的な牛

態系サービスの値段を見てみると， Raw ma¥eria1s TOla1 valllCニ 15 ・ 302 (= 

10 : 120.8) となっている 。 この比率に関しては，古現平VJI1民主Iの地域住民たち の 者え

とかなり近いと 言ってよいだ ろう。

ここでは，地域住民サイドからの森林評側と して ，納長の怠兄をぷJJlJ:llL.

森林公古主的機能の点数 LX備 : X. (;木材生雄 10)，'，(としたH与) = 1(10 : j(I 

すなわち， 10・1 と考えることにしたい。
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(3)樹木の成長曲線

席倫lJIt額制順鎖の森林は，協(ポプラ)，柳，布~チ総，そして怜などが 1 てあ

り，防護林裕として最も多く柏十本さ れて いる樹積は，"I.iJ&， ..1 け協(ボフ弓)であ

る。したが って， t也I或住民が柿林活動などで -ffi:関係が淡いのは，ポフラである

と思われる。この白城 41号織は，青楊 (PoψIpU川11，ルh品 C凶a/.的'h山4αtリ明}

be酎Iji附ngetザ世P凡町ιu‘日t山S¥収v.)をかけあわせたもので，比較的乾燥に強 く，成長も rpい。

そして，地域住民が森林の仰i(ll'iを判断するl際，品LJ'J:((，Jにインハクトが強い「樹

高」が一つの基準になっていると考えてよ いだろう。

そこで，まずポプラの樹高成長山総を 求める。 S 字 1開成長 llu 紛の)，~本明(件~j )~ 

・n輪 (990)は Milscherlich式であるとされる 。

樹高の成長は 3 毎年春にのびる新芽の長さによって 決定され，その却i'uの(111び

は樹高に関係なくほぼ一定である (石m1990) という。

そこで樹高を h，時間を tとすると

d h/d t = a (ただし aは常数)

である。

ここでもし樹高によ|吸があるとすると樹高に比例した負の速度の羽をを入れて

dh/dt= a-kh (ただしkは忌大!;X:J，毛布に関係する常数)

となる。これが Milscherlichの成長式で 3 簡単に積分でき

h = M {1 -exp( -k t )} 

(ただし t= 0のとき， h = 0とし， Mは a/kで限界樹高)

となる。 このグラフは始めは直線的に勢いよく伸びるが，次第に仰びか小さ く

なり，ついには頭打ちになる 。

「内蒙古森林J (1989) に 記録 されている 育綴および北京似のデータ，また JlJ~

地調査時の 目測等を総合的に考慮すると，ポプラの成長1111線は炊のようになる 。

-樹齢 1-4年まで h = 10 X {l - exp (一 0，1x t )} 

・樹齢 5年以上 h = 23 x (l -exp {-0 12 x (t -3 )}) 

樹高は，各林木によって高低五告があるため， J崎 F説法 20%を考えて，ホフラ

の成長曲線を描いたものが，閃 5ー 12である。
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樹齢(年)樹高(m)

1 0.951626 
2 1.812692 
3 2.591818 
4 3.2968 
5 4.907559 
6 6.953445 
7 8.767982 
8 10.37733 
9 11.8047 
10 13.07066 
11 14.19346 
12 15.1893 
13 16.07253 
14 16.85589 
15 17.55066 
16 18.16687 
17 18.7134 
18 19.19813 
19 19.62804 

20 20∞934 
21 20.34752 
22 20.64746 
23 20.91349 
24 21.14943 
25 21.35869 
26 21.54429 
27 21.7089 
28 21.8549 
29 21.98439 
30 22.ω923 
31 22.20109 
32 22.29143 
33 22.37155 
34 22.44262 
35 22.50565 
36 22.56155 
37 22.61113 
38 22.6551 
39 22.6941 
40 22.72869 

30 

25 

20 
E 
~ 15 
岨

i!o 10 

。

ポプラの成長曲線

10 15 20 25 30 

樹齢(年)

幼齢林 中齢林 近熟林 成界再林 過熱林
10以下 11-15 16-20 21-30 31以上

図5-12 ポプラの成長曲線 (樹高)

同機にして，沙地縮林における人工科、として，この地域でi誌も高く符f1!liされて

いる梯子絵の 樹高成長rlll線は，次のような式で近似できる。ここでは i内笈山

森林J (1989) のほか，i I'P悶沙i也森林生態系統J (1998) を参考にした。

-樹紛 1- 9年まで h = 8 x {1 - exp (- 0.02 x t )} 

-樹紛 10年以上 h = 17 x C 1ーはp {-0.05 x (t -8 ) } ) 

したがって，精子松の成長rJo線は p 図 5- 13のようになる。
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樹齢(年)樹高(m)
1 0.158411 
2 0.313684 
3 0.465884 
4 0.615069 
5 0.761301 
6 0.904637 
7 1.045134 
8 1.18285 
9 1.317838 
10 1.617764 
11 2.367964 
12 3.081577 
13 3.760387 
14 4.40609 
15 5.020302 
16 5.604559 
17 6.160321 
18 6.688979 
19 7.191853 
20 7.670202 
21 8.125222 
22 8.55805 
23 8.969769 
24 9.361408 
25 9.733946 
26 10.08832 
27 10.4254 
28 10.74605 
29 11.05106 
30 11.34119 
31 11.61717 
32 11.8797 
33 12.12942 
34 12.36696 
35 12.59292 
36 12.80785 
37 13.01231 
38 13.20679 
39 13.39178 
40 13.56776 
41 13.73515 
42 13.89438 
43 14.04584 
44 14.18992 
45 14.32697 
46 14.45733 
47 14.58134 
48 14.6993 
49 14.81151 
50 14.91824 
51 15.01977 
52 15.1 '1635 
53 15.20821 
54 15.2956 
55 15.37872 
56 15.45779 
57 15.53301 
58 15.60456 
59 15.67261 
60 15.73735 

綾子松の成長曲線

20 

14 ~ --- --------- -

E 12十
;エ 10ト 一言

~ 8 1-一一一一...:rJM

2 ~ --
0 

o 10 20 30 40 50 60 

樹齢(年)

幼齢林 中齢林 近熱林 成熟林 過熱林
20以下 21-30 31-40 41-60 61以上

図 5-13 綿子松の成長11IJ線(樹高)
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(4)地級住民の視点から見た森林評価

( 2 )の結果より，地域住民による森林の公益的機能の，(1'(i1 nは，本 l;~" II'(:(W) 

を 10とする時，木材生l援を含む森林の公般的機能(P) は 100であった。すな

わち， W; P = 1 .10である。

また 5-2より，充分規怒林.!i'li巡をもっポプラ林 1h.当た りの木村生時ーの収俗

は 2640元，綿子訟林 1h.当たりの木材生産の収訟は 3472元であ った。

ところで，ポプラの人i 林の成熟林は 21- 30作であり， 1.必然林になる のは制

紛 21年の時であり，またt郁子除の人工林の1iJi:1.!¥林は 41- 60年であり， hl(!:HA， 

になるのは樹齢 41年のl時である。

この成熟林になる時が w ; P = 1 ; 10 と考えてよいだろう。すなわち，樹

齢 21年のポプラ綿 1haの公続的機能は 26400元であり，樹申告 41年の ト;1f担:H1110 

の公益的機能は 34720元となる。

あとは(3)で求めた樹高成長曲線を用いて， 1也tJX住民の似点から凡た森t+の

公益的機能の価値は ，各樹齢において次のように表現してよいだろう。

くポプラの場合> P t = {h(t )/h(21)} X 2ω00 

<節子松の場合> Pt= {h(t)}/h(41)}X34720 

(ただし， P tは樹齢 t年における森林の公主主的機能の旧日 (111.11 (t)は樹齢 t

年における樹高である)

すると ，ポプラ林 20haの充分規盤林の公括的機能の持価は

L P t = 31万 1535元 (ただし， tは 1-20) 

4朝子総林 30h.の充分規整林の公益的機能の評価日は

L P t = 40万 1253元 (ただし， t は 1- 30) 

となる。

地域住民から見たポプラ林および精子総林の公銭的機能iTi'(i1n (1 h:¥吋たり)は，

図 5- 14， 15のようにな る。これは，伐採しない場合である。また，布'jI京総;貯

を笑行し，伐採する場合は，図 5- 16， 17のようになる 。
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ポプラ林の公益的機能評価(lha当たり)

35000 

30000 

25000 

20000 
I~ 
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1 ha林分におけるポプラ林公益的機能の変化
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図 5- 16 lha林分のポプラ林公益的機能の変化
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5-4 経営サイドから見た森林評価一森林経営段階にお けるー

ここでは森村経営の資本として，森林生PI1)Jの計'illIi(‘f; LlI 1983) についてま

とめ，経営サイドから見た l時の森林に対する評仰!を試みたい c ただし，これは ル

丘固定や防風 ・防砂を主目的とする防護体格を対象としたものではなく，允分l辺

整林あるいはそれに準ずる森林を建設していき，それが森林経科の段般に入って

からの森林を評価する方法である。

一般に，経営における資本の評価法には，次の 2つのJiiliがあるとされる。

(i) 収益による資本評価(収議師法)

(ii) 費用による資本評仰i(質問師法)

(i)収益仰l法

たとえば， 1億円の資本金(stock) があり，それを銀行に広iけておくことにす

る。もし利子率 pが 2%であれば ，その資本金はj;pド200万IJjの収総(llow) を

生み出す。このl時.200 (万円) /0.02 (= p) によって，その資本令がrnllさ

れる。

同じ織に ，~場は トウモロコシを生み出す源泉であると考えられる。そしてト

ウモロコシ(tlow) の収主在が段場(stock) の師値を i!iUtlするものと考えて ，この

農場の年純収主主 (B-C) を一定の利子率 pで還元して. (B-C) / p をもっ

て資本評価とする。

ホルチンi少地の額勅順鎖のトウモロコシにおいては Iha ‘円たり，がJ3000疋の

費用を投入して，約 5000元の収径を得ることになる 。そこで布IJf本 pを 5%と

すると， (5000 - 30∞) / 0.05 = 40000元，すなわち， 1 haの農場は，資本として 4

万元と評価される ことにな る。

(ii)質問価法

一方， y罰則価法は(1 )の逆の方法で，資本の大きさは資本1M'(Slock)のi1

設費用の合計によって定められるというものである。しかし，これだけでは不|

分であると言われる。なぜな ら，過去の(建設)費用は z 資本l討の耳l{f(1旧if111に対

して何らの影響も与えないという意見があるからである。

( 1 )平田の UV. ukの繍念
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平田(1983) によれば，面積 Fの森林(皆伐・人工林)で， i品i!.(の(すりお) {j 

伐採面積 Iからの(平均)丸太材殺が vのとき， (F / r)を uとかけば，このか

林の生産力は， u vとして示されるという。そして林業経営森林の生産)J評価，

すなわち，森林経営の森林資本評仰は ukであると いう。 kは viIiを永久に.iiliJ'I

するための現在(本年)の白周である。

丸末材蹟 v

u 二 (F /f)年で一巡する

図 5-18 平田の uv の説明 I~

(*) u vという 概念

平田 (1983) による ru vの説明」の要点をまとめてお く。

① uは， (F / f)として経験的，もしくは計間的に求められる輪伐IlJlである。

部分 vは我々にわかっているものであり，これから般定した森林Fの内容1砲がu

vである，ということになる 。

② uv  は森林 Fの総地位である。u個の各林分は全て平均的に， 1I 年という伐

採齢で V m' なる材積f立を生産することができる， ということであるから， 11は

各林分の地位であり，したがって uvは森林 Fの総地伎に相吋する仰を示すもの

である。

③ uvは人工林においては「憎嫡する諸税」を示す盆，いわばi1ifi~ を動的に炎

現した量である。単に 立木潜在Iだけでは生態論的なダイナミックスさえも袋現さ

れず，林業的に J曽殖す る者~.Jriこそ林業経営におけるお磁の災体であり， u vはそ

れを 示す最なのである e ふつうの務績のことを Growing.Sltlckと呼ぷが，この字み

をそのまま 示すものは Vではなく ，u v(三 V)である ，と考える。たたし;品



熟の原生・天然林では， 令指有l"t置の地減が目立たないので，ここ ではJ児'丈前町iかそ

のまま lIVに等しいことになる。

④ UVは林業経営(者)の立場においてつかまれた量である s 森林所 li(行)

の立与3では現在の立木滋徽Vおよび林地 Bが最大関心事であり，伐出来(お)の

立場では年伐量 vが，士地所有(者)の立場では林地Bが1&大関心事であるが ‘

これら はそれぞれ部分昆であり ，全体長 U V に包まれる 。

⑤ UVは相当正確につかまえられる森林(人工林)Fの木材 資料の(，1111111i切な )

;腹蔵量と考えられる。

(*) u kという紙念

平田(1983)は，物.Ltu vを経済的価値でれ(d!iする概念として， u k =1く を

説明している。すなわち， v泣を永久に述産するための現任(本年)の i'iJTJかk

であるという。

もう少し詳しく見ると， kとは， (i)丸太材税で vとなる 立木 を伐採 して 市場

まで綴出するのに必要な費用 t，および (ii)その伐採蘭 (f) を造.f..t;し ，残りの

(F -f)をJ無育するのに必袈な費用 c，さらに生応諸施設諸手段(既設の林道 s

建物， 工作物 ，重機械， ー・等)の維持 ・補修整Ic'の初である 。

すなわち， t+c+c'…・ =1王

平聞は uk=K  として ，これを林業経営森林のう:iill)J ，I'I' (1111，すなわち ，伐

林経営の森林資本評価と定義している。

(2)結果と考察

ー材の生産費は，ふつう直後(可変 )貨と間後([羽定)伐とに区別され，まず

直感費だけを考えると ，それは伐出資と育林践の和 (t+c)=1<"という こと

になる。

5 -2より，充分規整林のポプラ林 lhaの場合， k，は 7200元であるか ら 20ha

に関しては，

uk，=u  (t+c) =20 X 7200 (元) = 14万 4000(元)

また充分規整林の椅子総林 Ihaの場合 ，k，は 8340元であるから， 30haに関し



ては.，

u k ，= u (t + c) = 30 x 8340 (元)=25万 20()(元)

と評価されることになる。

次に， fl:11妥望tそのイ也も含めて考えると， 5 -2より，縦持.i"i f型 't~ c 'にあさ

っては ，全体で 50000元を計画の中で考えており， 1 ha ‘円たりに操持すると 100

元の投資になる。ここで ，t+C+C' =k， とする。

さらに，環境教育林維持基金の WTPは地域住民の ììH~í片余剰 (C S) に制吋

するものであり， 4 - 6より， c sは 1ba当たりが"30元(1999 "1')であった。

この csは，ある怠I沫では，地域住民の「参加:態必」を表すものであり，ま た

「未来への投資」あるいは「環境への思いやり(愛情)J を表腐するものでもあ

る。具体的には， c sをもって，地域における環境教育セ ミナーやワークショ y

プを開催し ，経営サイドと地域住民サイドの合意形成を阿るようにする。すなわ

ち，相互により理解を深めたよで，環境教育林の維持やバイオピレ ツジの発展に

向けて，より述設的な施J撃を実行していくようにするのである 。

すなわち， k. =CSとし ，さ らに k=k，+k， とすることによって，

あくまでも経営サイド主体ではあるが，そこに何らかのj診で住民参加という 慨念

も含めて，森林評価を行うことができるものと忠、われる 。これは 、ji.1nの ukをJ仏

張したものであり，綬営サイド主体かつ住民参加仰の新しい詳 1[11i ~1，である。

すると ，充分規整林のポプラ林 lhaの場合

k = k ， + k 2 = (7200 + 100) + (30 )元であるから， 20haに|謝しては，

u k = u (k， + k 2) = 20 x {( 7200 + 100) + (30)} 

= 14万 6600(元)

また充分規整林の樹子松林 111.の場合

k = k ， + k， = (8340十 100) + (30)元であるから， 30h3に関しては，

u k = u (k， + k ，) = 30 X {( 8340 + j 00) + (3D)} 

=25万 4100(元)

と評価されることになる。
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第6章 持続可能な発展の倦図と可能性

6-1 持続可能な発展の構図

( 1 )持続可能な発展の核

1992年のリオデジャネイロ宣言の中で誕われたように， r持続可能な発MJと

いう概念の巾心に位翻するのは人間であり，また 人fHIは(1!黙と 訓羽1しつつ位L)(で

生産的な生活を営む権利を有するということは確かな哲夫であろう。すなわち，

自然環境における主体的な立場である「紘」となるのが人間であるとい うことに

なろう。しかし ，こ こで人間が倣慢になることは祭物である 。彼というものい，

それ自体だけでは存在できない。つまり，環境との 111対的関係 (Gi叩川dTak" ACli山

の関係)において初めて帯在するのであり，また.fi.H先において1)1心的な IU.lnを内

めるものが核というものである。

ところで， r持続可能な発展」製の社会(同家)づくりの必総は，地域レベル

における環境の回復および保全そして持続的管躍にあると 言えよう 。そして，そ

の地域社会(農村など)を総成する抜となるのは家庭であ~ ，さらに家庭的抜 と

なるのは人間(家長など)である。さらに人間における抜とは州かつ心かi本か と

言えば ，やはり心であると思われる。心と体は相]互作川を及ぼす関係にあるか，

国家

Give 社会 (国家)的核地上草

Action 

地域的絞家庭

環 h量

家庭的核人間

Take 個人的4主:心

Action 

図 6-1 震層的な「核一環疫」の術主1

ー128-



やはり人間の外的行動は内的な怒志が反映された結決であることが多く‘心の /i

がより 一主体であると考えられるからである。

したがって í持続可能な発反」の.fß~図を考えるとき，それは iliJ内的・ 4佐川口リ

な「紘一環境」の関係がある (1濁6-1 )のであり，また「持品d(.liJ能な先民」 を

途成していく上では，私たち 一人ひとりが心においてそのためのi:k患を する必史

があるのである。

(2)セル型モデル計画

「持続可能な発展」の基本的な理念は， r将来の|止代がれらの欲求を光足すゐ

能力を損なうことなく，今日の世代の欲求を満たすよ うな党J民J(Our Commoll 

Fulurc J 987) であり，またそれは「リオ宣言」や「アジェンダ 21jを受けて， l~ 

が国で作成された環境基本法の中(第 3条)にも見い出せるであろう 。

要約すれば r今日の環境問題が ，将来の世代にわたる H与11¥1的lよがりと地球規

模という空間的広がりを持ち，人燃の存続の基般である布|浪なl.">Ï~克を将来の Ilt("I:

を含め共有していることを認殺し，現在及ぴ将来の 11t代の人間が必み泣かな邸l克

の恵沢を享受するとともに，これが将来にわたって鰍放されるようにしなければ

ならない」ということである(第 3条「環境の忠沢の事受と総ポ等J)。す必わ

ち，個人レベルの自然との付き合い方からはじまり，家庭レベルおよび地域レヘ

ルにおける持続可能な環境計画iを擁立していくと同時に，次|止代を胆う f供たち

に，知恵 ・技術などを総合的に含んだ学問 ・文化を継承させていく必要がある。

幸いにも ，ホルチン沙地にある降倫旗 ・額革!JJ順鎮では，沙it;i;(I:; ~Jj 治およひ内然

生態系の回復を図りながら農業を活発 11:;させていく !.J~ 業が成功しつつある。家低

レベルでは「家庭生態経済閤 J (4 -5参照)であり，ローカ ルレベルでは「吐

物経済構」および「環境教育桃事業」・「沙漠森林モデル浪場」な どである。 !I

物経済格は，主要道路の両側に「家庭生態経済圏」を併状に 並べて，ローカルレ

ベルにおける緑地帯(グリ ーンベルト)を建設していくことであり， i沙淡緑林

モデル農場」は， r環境教育林事業」とほぼ同線に，樹1ゴ憾による防護林4ifをkt

設し，その中で農作物生産を行っていくアグロフォレストリー')lt1である。

課題は，地元政府，地域住民，大学・学校，そして NGOなど，さまざまな ?)fj

動主体が存在する 中で，相互の利害関係を魁えて，いかに協力して環境計 1111]を:.ft

ー129-



めていくかということであろう。そこで，有機的にi直結された生命地域を (jl)込し

ていく上で 「セル型モデル言!-ii!TIJ に基づくバイオピレアジの位殺を促策したい。

このモデル計画は私自身の全くの独創というわけではなく，地iel改}(.fおよ ひj世以

住民そして NGO (日本バイオピレ ツジ協会) の合底形成のもとで，すでに月i倫

1i1¥.額勅順鎖において展開されてきているものに対して，新しい命名を行い，さ

らに広義の意味を付与したものである。

「セル(細胞)型モデル計蘭」は，佐藤(1971)が提案した「細胞式五HI、」 を

沙漠において，しかも造林・育林技術から線11:;事業とj災村 ・地域日Ililii(竺1.'11的仏

がり)へ，さらに環境教育(時間的広がり)へ応問・拡張したものでもある 。

細胞式造林とは，宣告筋や尾線筋に，幅およそ 30~ 40mの保護鮒仰 をおいて，

内部の造林木を抱護するように仕組む造林法である 。刷物の細胞で 2 細胞質や怜

などの重要な原形質の部分を，丈夫で硬質の細胞膜で保護しているように，脆弱

な造林木を丈夫な樹穫で抱認するようにするのが，この造林法の矧いであり，

た名称の起源であるという。

空間的・構造的には，沙漠における緑化事業を展開 していくために，まず対象

地域を囲むという作業が効果的であり，そのj詞聞に沿っ て悩 10~ 20mの防EdL林

裕を建設していていく 。この基艇の上で，林地，栄樹図 3 牧草地 .;(111地などを道

成してい く。 すなわち，生命体の基本単位であるセル(細胞)型 モデルに.tfl吋す

る構造の環境を創造していく。そして，その構造体を連絡させなが ら，緑地情(グ

リーンベルト)を形成していくのである。ここでは，外部から保護する役割をよ

っ「細胞壁・細胞膜」に相当するものが「閤柵や防護林市」で あり ，r:!l)!縁体」

が「森林や農作物」などであり， rリボゾーム」が「家畜」などであ り，そして

「核」にあたるのが「人間(家庭)Jである 。

さらに生態系の広がりを考えると，同じ形と働きをもっ納胞が集まった 「組織」

に相当するのが「生物経済術」であり，いくつかの純織が集まり， 共同 して一つ

の働きをするようになる「器官」に該当するのが， r環境教育林事業J や 「沙漠

森林モデル農場」などと考えられる。さらに よ位の作在が 「倒体」 になるわけだ

が，これが「バイオピレ ツジ」ということになる だろう。なお r険一環j克」の

関係は豆腐的な織逃になっており r家庭生態経済制」や íJ~段数百林 'ji -lJは s

「バイオピレッジ」の沙漠化防治における「綴」と 77えるだろう 。
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そして時間的広がりとしては，細胞が DNAをHl裂することによ ってJrl伝111烈

を伝達するように，人聞社会においては教行によ って，鋭から fへ，すなわら別

在世代から次世代へさらには将来日f代へと，思怨・知忠 .j主計;Y~'f.を総 J止させ， j.'， 

細胞の構造 一つ
--一 隆砲!!

- 夜阪 l 
IS; . J;也 ~.I!r， i 

IJ;f."ーム ? 

薫盟句 : 
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百害

続可能な発肢を実現していくのである。
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伝達専門の細砲である

バイオビレッジ建設

「セル型モデル計画」によ るバイオピレッジの建設IZl6-2 
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6-2 次世代を担う子供たちの意織 『持続可能な発展」の可能性 ー

ある地域社会において，次代を担うのは，間違いなく，その地域tl会の r.U~ た

ちである。特に，この環境教育林事業の場合は， 500h. '11泉氏の約 10%の仁地は，

環境教育を考慮して地元の中学校(額紡順中学校)が位、，~してきて いる。 tiL って ，

この潔境教育林事業の「持続可能な発展」を考え るよで ，その r-fJtたちのぷ識と

関心は援要な「核」となるであろうし，また，その紡宋からmJ克教ffのjjli，Jt'1に

ついて考察することもできるであろう。

( 1 )調査対象と方法

内家占自治区 廊倫1Jj\.額革VJ 順jJ'i においては額 ，~}J 順 rl' 学校がむ高学 J(.Jであり，

この中学校は環境教育林事業区から 4kmほどの lfl:!献に ある。そして， 11本 バイ

オピレ ツジ 協会(事業主体)・地元政府・中学校の間で相談し， 環i克教fiを!i1111

して，プロジェクト 開始以来，この中学校が事業区の 一郎をj1Jι 当してきている 。

そこで，この額紡順中学校の 2年生全員 144人(1998 作、'ill!i) を対象に r次

世代をtf!う子供たちの自然環境等に対する窓識調弦」を実施した。ここでは f

供たちの意識をよりよ 〈理解するために，耳目白によっては，非日京の F似たちの必

殺との比較も行った。比'1安対象としたのは，東京俗文京区第六中学校 2".10 '1， 1そII

85人(1999 年当時)である 。回収率 lま，前者が IOO%( [ï1 収 ~ 144)，後何が 97.6

% (回収禁 83) であった 。そこで得られたデータを，ま ずは 単純!sdlし，次 に

クロス集計を行い比較 ・検討を行った。なお同i産を宇IIIlfrする際には「同等性の怜

定 (x'検定)Jを用いた。

(2)結果

①環境問題に対する関心

東京では，環境問題全般に対して，内蒙古では地域の環境計 fflil (バイオピレ y

ジおよび環境教育林)を含む環境問題に対する関心について聞いてみた。そのがI

果，東京の子供たちは「非常にある」という 1121答が!!.4%と少なく iかなり あ

るJ (26.5 %)や「あまりない J(51.8 %)が多かった。また 「全然ない」も 13.3

%に及んでいる。それに対して ，内号室古の子供たちは r非常に ある 」 という削



答が 55.6%と過半数を占め，続いて 「かなりある J(3-1.0 %)， rあまりないJ(9.7 

%)という結果であった (図 6-3 )。同等性の検定では r両/5'の関心j立の制作

は同じ」という帰無仮説が有:~水準 5% で棄却され，両首に明らかな定か児られ

た。すなわち，内蒙古の子供たちの方が環境問題に対する関心が強L、という払山

を得た。

1 1 境問問すミ関心

東京

内蒙吉

mも 20% 40% 60覧 80首 100'. 

|罰非常にある置かなりある口あまりない ロ全然ないー平扇

図 6-3 環境問題に 対する関心

②過去の環境認識

J鳥旦他投地域lま， 昔，緑笠かな森林草原だったことを知っていたかどうかを吋

ねた結果， r知っていた」は 48.6%， r今回知った」は 37.5%，そして「知らな

い」という回答は 13.2%であった。「知っていた人」は 5剖未満，すなわち，「hi

近になって初めて知った人」と r111らない人」とを合計すると過半数を舷えて い

る。したがって，これまでは J }~ R_他批が背は緑般かであったこと を旬|っていた

人は，それほど多くはなく，また今回の環境環境教育林事業を契機に，過去に対

する認識が広まったと 言える。

③森，f;j;の公益的機能

森林のもつ重要な役:切について，復数回答可で尋ねた結果，東京では s 「'JE気
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をきれいにする J(88.0 %)が段も多く，以下「動物たちの供向の場J(66.3 %)， 

「水をおえる J (55.4 %)， i風をl防ぐ・砂を防寸 J (44.6 %)， i十を伐かにす る」

(43.4 %)， i地球の混暖化を防 ぐJ (422 %)， í 上砂崩 l袋 を ~jj ぐ J (.11.2 %)，そ

して 「木材を生産する J(28.9%)という服になっている。 h，r"J;認，'iでは i同

を防ぐ ・砂を防ぐ 」 という回答が 82.6%で最も多く，続いて ij-をftかにする」

(76.4 %)，以下「木材を生産する J(63.9 %)， i動物たちの保育のぬJ(59.7%l，

「空気をきれいにする J(52.8 %)， i水を渚える J(52.J %)， iレクリェーション」

(313 %)となっている(図 6-4)。

森林の役割について(複数回答)

eri
-
-
ン

ノ

¥

コ

コ

防

、

ソ

を

一

化

エ
暖

リ

町

四

ク

球

l

拍
也

風を防ぐ・砂を防ぐ
100寸

土を豊かに

|+東京 4 哨蒙古

図 6-4 森林の役割にt.J"する認識

④知っている樹木

樹木に関する知識について，知1っている樹木名をベて記述してもらった結栄，

東京では，スギ，イチョウ，サクラ，マツ，モミジ，ヤナギ， エンジュなど，干

上司 5.86~重が挙げら れ ，内蒙占では，ポプラ ， ヤナギ，マツ，ニレ，クヌキ，ア

ンズなど，平均 3.73穫であった。



⑤値持活動

値林活動に参加したことがあるかどうかを 尋ねた結*，見isj{では rはいJ( 1u.x 

%)， rいいえ J (88.0 %)と，参加した人がほとんといないが，それ とは対照的

に， r);J妥古では rはいJ(93.8 %)， rいいえ J(4.2 %)と非常に多 くの人が参加

していることがわかった。また，植林経験者一における 一人あたりの納付本政仏、

東京の子供たちが 2.8本であるのに対し，内袋自の fOtたちは 437.2本で)1.:倒的

に多かった。

⑤沙漠に対する評価

沙漠に対する評価は，東京では「大損害である J(28.9 %)， r Ifl宵である J(25.3 

%)， r価値はないJ(31.3%)，そして 「価値がある J(12.0 %)という[ill符に対

して，砂漠化の問題が現笑的である内霊長古では r;大加害である J (6-1.6 %)， r加

古である J(12.5 %)， r価値はない J(4.9 %)， r耐liliflがある J(15.3 %)という 1111

答であった (jg16-5)。悶等仰の検定では，仮説(まイliJ.水準 5%で棄却され，

両者の閥に売があるという結栄が出た。

沙漠に対する評価

東京

内蒙古

日目 20% 40国 60唱 80も 100九

隔 たいへん大きな損害回損害 ロ価値ない 口価値ある ・不明

図 6-5 沙漠に対する評側



⑦沙漠化の原 1:151について

沙漠1bの原因について，綾数回答可で尋ねたところ r人口が明えて u也を開

設したこと」が 86.8%で段も多く，続いて「森林をひどく伐採したこと」が 75.7

%，そして「山学の.i!llJ1.皮牧」は 73.6%であった。その次は，ハーセンテージが

一気に Fがり r雨が少ないこと」が 27.8%， r風が強いこと」が 20.8%という

自然的要肉が挙げられている。そして「政治や制度による彩符」が 15.3%， riï'~ 

争や人々の争い」が 12.5%という回答であった(fl<16-6 )。

大人たちの認識(r地域住民繍査 1999J)は， r 111羊の治政牧J91.7 %， r人rI 

t首加による土地開墾J63.3 %， r風が強いこと J48.3 %， r悶が少ないこと J36.I 

%，「森林の過伐J31.7 %， r政治や制度による 影響J6.7 %であったことから，

子供たちは，現代における沙漠flJの直践的原因のみならず，時!と的あるいは-ir1;~ 

的主主因にまで意識が及んでいることがわかる 。これは学校教育による効果や影科

が大きいものと忠われる。

沙漠化の原因(複数回答)

'25 

図 6-6 沙淡flJのj原因について(波放回符)
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③現在の興味・関心

「現:(f，1量も興味や関心のある ことは何ですか ?J という質問に |品lしては) ~~ 

京で は rスポーツ」が 19.3%と ぷも多 く，続いて「特にない」という [njr~ が 1 3.3

%もあった。そして「音楽J8.4 %， rテレビ J4.8 %， rゲーム J，r遊ぶこと J，

「環境問題」がそれぞれ 3.6%ずつであった。これに対して，内袋占では「勉泊

・知識を学ぶこと 」が 50.0%であり， r自然環境を緑にすること」が 7.6%， qjj 

閣に役立つに人間になる 」が 6.9%， r自然や社会の変 化あ るいは発以J，r本を

読むこと」が 5.6%であった。特徴的な ことは ，東京の子供述は「特にないJ と

いう回答が多かった ことであり，また内重量古の子供述は勉学む欲が倹いというこ

とである(F，1J6ー7)。

最も興味があること一東京一

50.0 

40.0 

30.0 
事

最も奥昧があることー肉蒙吉一

60.0 

寸

2.8 28 

図 6-7 忌も興味があること 一東京 uこ)と内袋，1;(卜)ー
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⑨放課後の過ごし方

「学校から'局った後は， どんな ことをして いますか ?jという質問に関しても ，

東京と内家古の問では顕著な差が現れた。東京では r寝る」力I 25.3 %でJ誌も 急

く，順に以下 「ゲーム .TVゲーム 」が 18.1%， r遊ぶ」が 15.7%， r勉強」が 13.3

%， r手伝い j，rテレビを見る」が 12.0%という回特であった。 一Ji， 件]波山 で

は r家事 ・手伝い」が 54.2%で母も多く ，ft聞に以下「家信の|世話j 20.1 %， rlii 

題をする J 12.5 %， r遊ぶJ4.9 %という回答であった。つまり， *J'hの fi!L<ii立

学校生活等で疲れてしまっているのか ，帰宅後に「寝る JI時間をとる人があい。

これに対して，内霊長古の子供述は，お昼休みのl時間が長いことがあるのかもしれ

ないが r寝る」という回答は皆無であり，帰宅後には家の手伝いをする人が多

い(図 6-8)。

放課後の過ごし方(復数回答)ー東京一

nu
n
u
w

内

U

n
v

内

U

A

υ

6

5

4
 

図 6-8 放諜後の過ごし方 一東京(上)と l付室長占(ド)ー

ー138-



⑬家のf.(ムい

さ らに 「家の F{Liい としては，主に例をしていますか ?Jという質問に関して，

点点では「後J:・づけ.1Ill淡い」が 24.1%で設も多く，次に多かったのが「あま

りしていない」という l旦l答で 18.1%であった。以下 i風呂帰除J 13.3 %， i料理

・ご似の準備 J 12.0 %， i民い物J8.4 %と続いていく。 一方，内蒙古では「家畜

のl仕活」という回答が援も多く 54.9%にものぼり， r水汲み」が 38.9%， r車刈

り」が 16.0%， r Jl!t業J125 %，そして「料理 ・食事の支度J9.7 %と続いている。

このこ とから，内家出の子供述は，家族に おける役割もし くは責任があって，そ

れを j'l1.コ ているといった 1儀子がうかがえる(図 6-9)。

家の手伝い(複数回答)ー東京一
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家の手伝い(複数回答)ー肉蒙古一

10.0 

|図晃到し~~ '.2 

似16-9 家の予伝い 一東京(Jニ)と内議古(下)ー

⑪ 1:1然との触れあい
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自然の中で，どのような動物 ・ 昆虫・植物と鍛することが多いかを訪ねたが;~~ I 

東京では r特にないJrあまりない」という問符が 21.7%で 11!lち， t;t~;J ¥て r，t:!j 

類(ハ ト カラス ・スズメ)J (13.3 %) • rアリ J( 12.0 %). r附物・ 1，1J (12.n % ) • 

「犬J(9.6 %). rカブト ムシ J.rハエJ.r花 J. r蚊J(各 72%)という r"l符で，

一人当たりの平均は1.7極であった。それに対して内家出では r蚊 J(32.6 %) • 

「木(ポプラ ・ヤナギ ・マツなど)J (319 %). r犬J(31.9 %). rlJ孟J(2H%). 

「ハエJ(27.1 %). r牛J(27.1%).rアリ J(25.0 % ). r i.!5 J (24.3 % l， rススメ」

(22.9 %)， r虫J (21.5 %)などと緩する機会が多いという問符で， 一人台たり

平均 4.9 健が挙げられた (~16 ー 10 ) 。

図

35.0 

30.0 

25.0 

_ 20.0 
0' 

15.0 

10.0 

5.0 

0.0 

後することが多い動物・昆虫・植物一東京一

図 6- [0 媛することが多い生物 ・自然一東京 Ulと内公占(ト)ー
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⑫参加意志

地域主僚の植樹祭や環境教育セミナーへ参加 したいと 思う かどうかを JLilいた粕

果，東京の子供たちは rあまり忠わない」という {"I1;が 47.0%でldも多く I r ，IJ!， 

わない」も 25.3%と目fzち r参加したい気持ちはある」は 21.7%， rせひ参加

したい」は 6.0%にとどまっている。 一方，内妥占の子供たちは rせひ参加し

たL、」という回答が 74.3%と圧倒的に多く，続いて「参加 したい気持はある」

が 22.2%，そして「あまり思わない」は 0.7%， r}忍わない」は 2.8%しかいなか

った(図 6- 11)。同等性の検定では，有意水準 5%で棄却 され， lilij rrに汗ーがあ

るという結果を得た。すなわち ，内家古の子供たちの jiが，地域のNj，H・I広lttl:'.J

題に対する参加の意志が強いという結果を得た。

地域の植樹祭・環境教育セミナーへの参加

東京

内蒙古

0% 20叫 40覧 60唱 amも 10(九

|図ぜひ参加したい圃参加の気持ちはある ロあまり思わないロ思わない

図 6- 11 地域の植樹祭・環境セ ミナーへの参)j[JfJ，Jj

⑬自然とのつきあい方

人聞が幸禍になるための自然とのつきあい方を ヰ訪ねた結果 I !.R.J;;':では， r 1'1 Y!.i 

に従う J (32.5 %)， r自然を利用する J (54.2 %)， r自然を征服する J (7.2%)と

いう割台になった。一方，内象古では ，r自然に従う J (22.9 %)， r向撚を和I.lm
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する J(50.7 %)， i自然を7正服する J(15.3 %)という回答を得た (1買16- 10)。

同等性の検定を行うと，仮説は有意水準 5%で棄てられない。従って，人 11¥1が ‘ト

街になるための自然とのつきあい方の考えに関して，東京と内袋占の F似たち の

悶に統計的には差はないという結果を得た。

ところが i国民性の研究J(統計数理研究所 1999):および「地域fl:L(凋作 1999J

より，口本人および「人j該自・額初版鋲の大人の与えを調べてみると， Ilhi 出{;j:令 〈

対照的ながf栄であった。日本では，人間活動のJ広太が環境問題を '1二み111している

という認識が強<.もっと自然の法則に従うべきであると忠われているのにあIL. 

内蒙古では沙漠を治め強かな生態系を回復する必要があることから rJ然在 li1'JIfiす

べきだと思われているものと考えられる。

人聞が幸福になるための自然とのつきあい

東京子供

内蒙吉子供

日本大人1998

肉蒙吉大人

口出 20弘 40首 60% 80唱 100百

|図自然に従う E利用する ロ征服する 口その他

図 6- 12 人間が卒福になるための自然との つきあい

⑮「今よ Dも将来のために銘力する」という考え

子供たちの意識面において i今よりも将来のために労んする」という与えに

ついてどう思うかを尋ねた結果，東京では i全くそう lElうJ(277 %に「とち
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らかというとそう思う J (38.6 %) > rそうは恕、わないJ(14.5 %)， rわからない」

(13.3 %)という回答を得た。 それに対して，内蒙 1片では r全くそう出う j (77.1 

%)， rどちらかというとそう思う J (15.3 %)， rそうは忠わないJ (5.6 %)， rわ

からないJ (2.1 %)という回答だった (~16 - 13)。同等性の検定では， ιt説，ま

有滋水準 5%でま長却され，阿-{j・の悶に差があるという結*を似た。

今よりも将来のために努力するという考えについて

東京

肉蒙古

。担 20百 4日目 60也 801冒 100九

I題全〈そう思う圃 どちらかというとそ一三塁主旦そうは理わない ロわからない回不明

凶 6- 13 今よりも将来のために第力すると いう考えについて

⑮ I~\ の鐙かさか物質的豊かさか

心の盤かさやゆとりある生活に重きをおきたいか，まだまた 物質的な闘で '1;1，1，

を設かにすることに重きをおきたいかを尋ねた給月~，見! Jj-[の f-(Jlたちは， r心の

鐙かさやゆとり J(78.3 %)・「物質的思かさ J(16.9 %)という怠見だった。 ー方，

内重責古の子供たち は 「心の設かさやゆとり J(78.5 %)・「物質的!なかさ J(97 %) 

という回答を得た (図 6- 14)。同等性の検定によると，仮説は1ir;_，¥水記事 5%で

楽てられず ，統計的には両者の問に設はないという結果を似 た。
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| 心の豊かさか物質的豊かさか

I m-"ð~ift_ I l 一「東京子供機織獄鰍欄鰍繊細部総蹴蹴繊縦雌搬綿織融袖回向，01 

内蒙吉子供 降臨翻翻響鑑滋鰯璃畿畿盤機纏鱗機

日本大人 止ム

内蒙古大人

0覧 20% 40也 60% 80百 1000.， 

国心の重量かさやゆとりある生活圃物質的な面での些皇、さ 里二仮にいえない 口不明

図 6-14 心のi:;!かさ か，物質の収かさか

(3)考察

局境教育の準拠すべき枠組み として ，ベオグラ ード 忠治のrl'でぷされている「関

心J，r知識J，r態度J，r技能J，r評価能力J，r参加Jという 6JSi 11 (文部行 1991) 

があり，環境計画の中では 2 長期的に「循環Jr共生Jr参加Jr国際的取り車11み」

が必婆 と言われている 。ここでは r①関心J，r②知識J，r③共'.EJ，r@参加(態

度)， r③未来指向性J，r⑥質的発展」という観点から ，I;R京と l勾袋古の ff，l~た

ちを比較し考察してお き た い。 これらはまた r持続 I rJ能 な 5~ J.民」 の消 (1:的な 11[

能性の要素とも考えられるだろう 。

まず r①関心」については r環岐問題に関 する関心」の瓜 11において ，r JI' 

常に関心がある」と「かなり関心がある」の合言十ホ イントを比較してみると， R 

= {(東京)・(内家古)}= 34.9 : 89.6 = 1 : 2.57となる。

次に 「②知識」につ いては， r森林の公益的機能」 の総ポイントを凡てみると，

R = 433.9: 454.8 = 1 1.05となる。また「知 っているおL1'J 0) 7'， 前の '1'l$J fi毛m

は， R = 5.9 : 3.7 = 1.59: 1となる。

「③共生Jに関しては r自然 との触れあ い」の項目で ，後する生物仰の数を

比べてみ ると， R = 1.7: 4.9 = 1 : 2.88とな る。ただし ，人聞か事焔になるため
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の自然との付き合い方という観点では，ほほ伺じ意識をもっていた c

「③参加(態度)J に関 しては r地域主催の航樹祭 や環境教ri七ミナーへ約

参加について」の羽目で rぜひ参加したい」と「参加したい気j.'fちはある」 の

合計ポイントを比較してみると， R = 27.7 : 96.5 = 1 : 3.48となる包

「③未来指向」については， r今よりも将来のために鈴 )Jするという考えに つ

いて」の項目で rそう思う」と「どちらかと言うとそう思う」の合計ホイント

に着目すると， R = 66.3 : 92.4 = 1 1.39とな る。

そして， r⑥質的発展」については r心の豊かさか物質的な12かさか」と い

う項目で， r心の蛍かさ」を l回答したポイントで見てみると， R = 78.3: 78.5 = 

1 : 1ということになる。

これらをまとめると図 6- 15のようになり r知識」に関しては*点の r-fJ~た

ちの方が多い聞もあるが r関心J，r参加(態度)J， r Jt生J. r未米指向性」の

特徴にl廻しては，内家占の子供たちの方が点京の[-(J¥たちよりもかなり必いと，;

える。したがって，子供たちのお識と|剥心を見る'1'で，符i，yYl l~i1j'i における以1 J~'~ :~，~ 

脊林事業の「持続可能な発展」の可能性は潜在的にはかなり r'，':jJ..、とえうことがで

きるであろう。重要なことは，科学的知識ならびに伝統的にI11ってきた知，IJ.I，や段

術を数綬していくことであり，また適切な折必ができるリーターの (i(1という 4

とになるであろう。

未来指向 t知識ー木の名前

-←東京 ・鍵 t内蒙省

図 6- 15 r持続 IIIliEな宛炭」のi符1E的"ItiEflのplみの比較

1.45 



第7章 総合的考察および応用化への展望

7-1 沙漠化問題に関する総合的考察

(1 )沙漠化の直後的要因

ホルチン地上戒の沙漠イじに関する一般的な認識は次のようなものになるであろ

う。第 2章で見てきたように，ホルチン地場は， 中国北方地区においては比較的

恵まれた自然環境条件を有する。もともとは樹木の多い市原地，ji?であ ったが ，)施

弱な生態環境であるため，ある衝慾が加えられると::1:態環境の表 IItiがftlltlされ

てしまう可能性が大きい場所でもある。しかも，森林模原のすぐ下には沙質の)f，l

い屑が存在しており ，-n'r，生態系が破峻されると，そこから沙地が11¥J>lして く

る。

気候条件として， 降雨は年間を過しても 350~ 450mmほどで，それがJ;l手 (6

月 - 8 月)に集中しており，特に春季には強風がi次くため ， それらの n 然的 ~I人l

によって沙地は拡大していく。そして，それがひどい場合には移動沙尺・流動沙

丘が形成され，沙漠による被害ミが駒大していくようになる。

このような沙漠化現象の引 き金となり ，さ らに沙君主化を促進させてきたのが，

さまざまな人為的活動である。すなわち ，f!震史を通 しての戦争 ，過度の仁地日日常

および農地の鉱大， そ して森林のE控綾などである。

しかし，歴史の変遷の中で ，過去の遊牧・放牧時代などのように，環境へのぬ

荷が小さくなると ，沙漠ftは停止するどころか，むしろ森林草原が自然と阿復す

るという現象も生じていた。

そして現代においては，人口増加に伴う土地開銀 s 過度のj皮牧， ，品位の官官林伐

採および薪炭探取， そ して道路・鉱工業地併の建設な どによって，沙漠イじが急激

に進行してきたと言える。

したがって，沙漠化は，自然的要因と人為的要因の相乗効果によって引き起こ

されてきたが，主に人為的要因によってもたらされた と考えてよいであろう。

しかし，第 3章の結果，これ らの直銭的要因の畳的問題だけでは， i少淡化のJ広

大現象を単純には説明できないことがわかった。つまり a ホルチン地域において



現代の沙淡fl:iの最大原因と考えられている「山 羊の1ft牧」を禁止 したから と汚っ

て，必ずしも沙漠化を停止できるとは限らなか った。ただ ーつ日VJ仮に ええるであ

ろうことは ，防護林待をメインとする森林建設によって，沙漠化を ス トップさせ s

また逆転させることが可能であるということである 。そして， ~少淡化 を逆転を さ

せるための森林率xの一つの目安基準は，

y=一 1.8848x + 26.793 = 0 ((罰 3- 9ー 10) より X = 14.2 

すなわち，森林率がが"14 ~ 15 %ということになる 。

そして，森林率の高い地域は土地も豊かであると号ーえられ，森林率と人口街J立

は弱いながらも正の相関があった。また人口密度と耕地本は強いIEの相関がある

ため，森本本率と耕地率も正の相関があるという結果が出ている 。

もちろん，相関関係は因果関係とは異なり，沙漠化の原医J:をより lifJI被にして い

く上では，数量的問題よりも本質的問題をlli視しなければなるま い。 すなわち ，

沙漠化の直接的要因と考えられる「過度の土地開墾 J i家畜の過放牧 J i議林の

過伐」などの背策要因あるいは線本原因を考察し s それに対応する政策や，11闘が

必要になる。

( 2)沙漠化の背景要因

2 -3でも触れたように，ホルチン地域において沙淡化が長も急速に進行した

時期は， 1950年代末から 80年代初めであると考えられている。すなわち， 195 

年からの大騒進 ， 1 9ω 年からの自然災害対策，そして 1966 年~ 75年までの文化

大革命の時期である。

当時は中国政府の指令によって ，穀物生産が最優先され，森林伐1'](や草地開裂

が全国で徹底的に行われた。また毎年の農業生産あるいは穀物収磁霊を段大イじさ

せ，経済を拡大 ・成長させることが大きな目標になっていた。

また官製木既における放牧家畜頭数に関しては a 図 3-2からわかるように，

19ω 年代の半ば以降には綿羊が急激に増加していき， 1980年代以降は ILJ乍が急

憎している。「地域住民調査 1999Jの聞き取り調査によると， J960年代半ばに綿

羊の品種改良がなさ れ，山学よりも高値で売ることができ，大きな利潤をあげる
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ことができるようになったと いう 。また 1980年代以降は， 家f.-jI片時の T1， li {じが

許可され，農牧民の労働議欲が向上すると同時に，家主若頭数全体が ~t )J'1した。刊

に 80年代後半以降は，カシ ミヤ製品が高く売れるように なり，その riH:Hである

山羊の頭数が急激に増加していった。すなわち，家喬の過放牧の -1''fJ;1には ，やl

り経済至上主義的な考えがあったと考えられる。

また「地域住民調査 1999Jの聞き取り調奇の際にわかったことたが s 浩司WJ順

鎮では，中国森林法の成立(1984年)以前は a 森林伐探および薪炭採取は I J1再

許可で自由奔放に行われていたという。また植林をしたとしても，そ の場所は保

護されていない上に，家管の般牧が自由に行われたため，節水あ るいはがJ鈴林の

段階で多くが食害に遭い，成長できた樹木は非常に少なかっ たといラ。と ころが，

森林法成立後は，森林の伐採が非常に厳しくなり，きちんと した手続きが必要に

なった。例えば烏E他位ガチャの森林であれば，容i勅順鋲政府を通 じてw倫I.i¥(体

業局の許可を得て，そこで初めて，伐採が可能になったという 。また 199()年前

後から， r悶柵および防護休帯」の建設という政策もとられ るようになり I二地

の保護も実施されるようになった。

烏雲女史へのインタビュー調査(資料参照)でも，沙漠化の!京閃と して「過度

の森林伐探Jr家畜の増加・過放牧Jr土地質のよい所ばかりを求めての内山刷

懇」などが指摘されており ，その背後に，経済・生産に対する過分な欲唱といっ

た意識の問題があったであろうことが推測される 。

すなわち，環境劣化・ 沙漠-{J:jの背景要因を追求すると，どうしても J政治 終消

.相会・制度 ・人間の意識や責任などといった問題が浮上してくることになる。

また別の観点ーー すなわち 「エゴ (cgo)J と「エコ (eco)Jの てつのO羽田i(筑輸

1989. カブラ 1995)ーーで見ると .r土地開墾J も「過敏牧」も，そして「森

林過伐」も，生態環筑の維持や保全といった「エコ ・アクシヨン」は経視され.

lt:産の増大および量的な拡大をめざす「エゴ・ア クション」が激しく実行された

結果であると言ってよいであろう。「エゴ」は自己中心的かつ非環度的思考であ

り r エコ」は全体的なパランスを重視して環境を意識する fiL~、考 のことである。

つまり. rエコ アクション」よりも「エゴ ・アクシヨン」が俊先された縦i*，

尊原の)fl化が進み沙漠化が舷大したと言える。「エコ」か「ヱゴ」かといった問

題は，本質的には，人間行動の!WJ機に相当する愈識や心の問題であ ると凸える。
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生態環噴(エコ)よりも経済優先(エ ゴ)と いう忠誠から，自然資源併7(<1 '1'/の

行動がとられ，その影響によって環境劣化およ び沙漠イじが払大し.その紡裂とし

て，貧困の危機に直面するといった恕循環をもたらすことになったのであ る。

また歴史を通じた戦争や土地所有機をめぐる間短に関しては，人間対人間の関

係において，共生関係よりも対立 ・綴争関係あるいは公共J志議よりも 191~ï 欲とい

った，やはり 「エゴ ・アクション」による影響が大きかったもの と与えられる。

人間一自然‘環境との関係，あるいは人間一人間関係における「ギブ アンド

テイク アクシヨン (Giveand Take Action) Jの関係で 言えば ，人間の行動が「テ

イク J(受けること・奪うこと)ばかりに偏り， rギプJ (俊けること うーえるこ

と)を怠ってきた結果として，環税劣イじ・ 沙漠イじが進行してしまった と日えるだ

ろう。

なお家庭生態経済圏のように，倒人所有fじによって省自があるヒ地にあIして:L'l

任をもつようになり ，与えれば返ってくるとい うことを認識できれば，より1"11 .. 

的な動機が強くなり，沙漠化防治も成功できる可能性が高くなっていくことも艇

かである。

く背景要因〉

政治・経済聞社会・制度・法整備・人間の意識や責任etc.

「ヱゴ・アクシヨン」

ヰ島
く直f量的要因>

過度の土地開墾・家畜の過放牧・森林の過伐・戦争・土地所有etc

ふ

く亘互主〉
図 7-1 環境劣化 ・沙淡化の直接的要凶およびTT鼠主主肉
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7-2 沙漠化地媛における持続可能な発展

(1)合自然性(生態)を重視した計画

ホルチン地域では z 人為的な過度の経済活動(iエゴ・ア クション J)の影響

を弱めれば沙漠化の進行は徐々におさまり ，場所によっては自己回復も可能であ

る。ところで，より積極的に沙漠イじを防止し逆転させてい くためには，自然に対

する人間の責任に よって ，沙漠イじの原因要素を取り除き，自然生態系回復のため

の条件を整えていく活動 (iエコ・アクション J) が必要である。

その一つの有効な方法が，図柵および防護林裕による 土地の保護と管理である 。

この建設によって沙地は封鎖され，自然生態系はある程度回復してい くのである。

そこに森林や果樹もしくは草地をつくりながら ，農作物生産も可能な耕地へと回

復させていくのである。もちろん，大前提として，地域社会における「平和」や

「法整備」は必要不可欠であり，政府と地域住民あるいは「民 ・官 ・学」の協力

関係も重要であることは言うまでもない。

つまり iエゴ」から 「エコ 」へと重点を移動し，両者の調和的関係を」主総と

した環境にや さしい発展をめざすべきである。すなわち，持続可能な発展を目線

とすれば，合自然性を重視した地域計画を実行してい くべきであると思われる。

経済性同収益性の重視

経済

社会 社会

生態

合自然性の重観

<持続不可能な情造> <賂続可能な発展の構造>

図 7-2 i持続可能な発展」のための三角構造
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合自然性 (生態)を重視した計画とは，かつて前部(L940) が述べたように，

森林科学の立場では，まず「絶対的林地」を設定するところから始める べきであ

ろう。「絶対的林地」とは， r到底農業を営み能は ず，又は営むべきにあらず，

林業のみに充てら れる べき土地」を いい r相対的林地」とは「農業にも使用し

得，且つ農業に使用して差し支えない土地ではあるが，現に林地として存1fす る

土地」を いう。 ここでは防護林帯が，絶対的林地に相当すると考えられる。

防護林帯は，絶対的価値を有する防風・防砂林であると同時に沙淡のオアシス

林であり，また生態環境および農地を保護するパヅクボーンとも 言えるだろう。

7 - 1でも触れたように，防護林構をメインとする森林の割合は最低 14~ 15 % 

は必要である。「エゴ・アクション」であった「森林の過伐」の代わりに s 随林，

育林，そして持続可能な森林管理を実行していく。これは，まさに「エコ・ア ク

ション」の代表であると 言える。

さらに，森林および草原の比率の増加が推奨される。林牧用地をJ拡大して いく

他に， 牧畜業の発展の見地か ら考えると，管理政牧あるいは飼育制度を原則する

必要があると思われる 。囲網および防護林借によって， 放牧可能蘭積が縮小して

きている中で，利用可能な草原に対する家畜圧力は増加していくロそこで段地も

さることながら，適切な人工牧草と飼料基地をつ くり，自然草原の不足を補って

いくことも必要である。傾斜が緩やかな半固定沙丘もしくは固定沙丘であれば，

封沙育草によりある程度の;悌生を回復させることもでき る。ここでは， rエゴ・

アクシヨン」であった家畜の「過放牧」の代わりに，家言語の「適切な管怠!Jおよ

び「草地の管理・保護」といった「エコ・アク ション」を実行していく。

そして，沙漠化地域において自然生態系の回復およ び持続可能な発展をめざす

時，環境の諸条件が次第に遷移する地域において， 各土地の特徴に適する形で，

農・林-牧畜業を有機的に結びつけた土地利用計画を 立てること が重要である。

以上をまとめると，まず「環境劣化 ・沙漠化の原因」を正しく認識して，それ

らを完全に取り除くと同時に， r自然生態系回復」のための適切な措置を見つけ

出したよで，持続可能な発展を実現する「窓思決定」を下していくことになる。

すなわち，絶対林地の設定を基礎として，農業・林業 ・牧音楽をバランスよく展

開していくのである。そして，さらに時間・ 空間を拡大させて，地域レベルにお

ける持続可能な発展の達成をめざしていくことになる(図 7-3)。
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(2)費用便益分析と「持続可能な発展J

先程，ホルチン沙地における 「持続可能な発展」を実現してい くためには，合

自然性(生態)をE重視した計画が必要であると述べた。しかし r持続可能な発

展」の基本的理念は， r将来の世代が自らの欲求を充足する能力を煩なうことな

く，今日の世代の欲求を満たすような発展」を いうのであり，現在世代における

経済便益も非常に重要であることに遠いはない a

プロジェクトの影響が及ぶ期闘が長期である場合，そのプロジェクト評価に際

しては p 非常に低い，ないしはゼロの創引率を用いるべきだという 主猿や提案が

なされることがあり(植田 1996)， 5 -2のシミュレーションでは，創引率 0%

を用いた。しかし ，地域住民の立場では ，やはりできる限り早く経済的効果も期

待したいであろうし，同じ額であった場合には，数十年後の利主主よりも今年の利

益の方を選択するであろう。

そこで， 5 -2で考えたのシナリオ 1， 2， 3において，割引率 5%の場合を

考えて，現在純価値を 計算し，各シナリオを比較してみると，図 7-4 (表 7-

1 )のようになる。

割引率5%とした時の各シナリオのNPV比較

400 

300 

200 

100 
|民 。
昨

ー100

ー200

-300 

-400 

年次

|ー+ーシナリオ1一品ーシナリオ2ー舟ーシナリオ31

図 7-4 割引率 5%時の各シナリオの現在純価値の比較

すなわち，割引率 5%とした:場合， 6年次 (2001年) - 15年次 (2010年)ま



表7-1 各シナリオにおける割引率0%(左)， 5% (右)の現在純価値

年次シナリオ1シナリオ2シナ日主主 割引率5% 年次シナリオ1シナリオ2シナリオ3
割引係数

-268 -268 -268 1.215506 1 -325.756 -325.756 -325.756 
2 ー176 ー176 -176 1.157625 2 -203.742 -203.742 -203.742 
3 ー165 ー165 ー165 1.1025 3 -181.913 -181.913 -181.913 
4 114 114 134 1.05 4 119.7 119.7 140.7 
5 117.13 121.16 185 5 117.13 121.16 185 
6 142.39 139.72 225 0.952381 6 135.6095 133.0667 214.2857 
7 167.66 158.28 265 0.907029 7 152.0726 143.5646 240.3628 
8 162.92 156.84 310 0.863838 8 140.7364 135.4843 267.7897 
9 163.18 155.4 355 0.822702 9 134.2486 127.848 292.0594 
10 173.19 153.96 375 0.783526 10 135.6989 120.6317 293.8223 
11 189.08 152.52 395 0.746215 11 141.0944 113.8128 294.7551 
12 211.11 151.08 395 0.710681 12150.0319107.3697280.7191 
13 236.23 149.64 395 0.676839 13 159.8898 101.2822 267.3515 
14 261.54 148.2 395 0.644609 14 168.591 95.53104 254.6205 
15 286.84 146.76 395 0.613913 15 176.0949 90.09791 242.4957 
16 312.15 145.32 395 0.584679 16 182.5076 84.96559 230.9483 
17 337.45 143.88 395 0.556837 17 187.9048 80.11777 219.9508 
18 362.77 142.44 395 0.530321 18 192.3847 75.53897 209.4769 
19 388.07 141 395 0.505068 19 196.0017 71.21458 199.5018 
20 407.95 139.56 395 0.481017 20 196.2309 67.13075 190.0018 
21 409.44 138.12 395 0.458112 21 187.5692 63.27436 180.9541 
2z 410.93 136.68 395 0.436297 22 179.2874 59.63303 172.3372 
23 412.43 135.24 395 0.415521 23 171.3732 56.19501 164.1307 
24 531.88 369.72 395 0.395734 24 210.483 146.3108 156.3149 
25 533.17 369 395 0.376889 25 200.9462 139.0722 148.8713 
26 652.81 488.28 515 0.358942 26 234.3212 1 75.2644 1 84ω8553 
27 652.45 487.56 515 0.34185 27 223.0399 166.6723 176.0527 
28 652.09 486.84 515 0.325571 28 212.3018 158.5011 167.6692 
29 651.73 486.12 515 0.310068 29 202.0806 150.7302 159.685 
30 651.37 485.4 515 0.295303 30 192.3514 143.34 1 52.0809 
31 651.01 484.68 515 0.281241 31 183.0905 136.3118 144.839 
32 650.65 483.96 515 0.267848 32 174.2755 129.6279 137.9419 
33 650.29 483.24 515 0.255094 33 165.8848 123.2714 131.3732 
34 872.59 927.84 515 0.242946 34211.9925225.4153125.1174 
35 872.59 927.84 515 0.231377 35 201.8976 214.6813 119.1594 
36 872.59 927.84 515 0.220359 36 192.2835 204.4583 11 3.4851 
37 872.59 927.84 515 0.209866 37 183.1271 194.7222 108.0811 
38 872.59 927.84 515 0.199873 38 174.4068 185.4497 102.9344 
39 872.59 927.84 515 0.190355 39 166.1017 176.6188 98.03272 

40年 872.59 927.84 515 0.18129 40年 158.1921 168.2084 93.3645 

合計 17043.04 13380.48 14890 合計 5799.524 4094.865 6149.711 



での 10年聞を見ると，農作物を多 くつくるシナリオ 3の場合が，段も大きな利

主主を享受できることがわかる。この時期では顕著な蒸が生じており，次に シナ 1)

オ lが続き，最も利益が少ないのがシナリオ 2である。

40年期間全体における現在純価値の合計に関しては， シナリオ lが 579952(千

元 )，森林を多くする シナリオ 2が 4094.86(千元)，そ して農作物を多くするシ

ナリオ 3が 6149.71 (千元) とな る。したがって B 費用使益分析によって，この

結果を判断すると，農作物を多 くするシナリオ 3が経済的に最大の利捻をあげる

ことができることになる。

森林の場合は，経済便主主が生まれるまでに，植林してから 20- 30年は時間が

かかる。したがって，もし地域住民が近視眼的な見方しかせず，次世代が享受で

きるであろう便益のことを無視してしまえば，ある いは，森林の木材生産以外の

公益的機能を認識していないならば，できる限り 農地面積を拡大する ことを選択

することになるだろう。

建国以前の 1940年頃(旧満州国の時代)，農民の造林に対する 観念は，消右量的

なものであった(松江 1941) という。例えば r苗木の配給を受けて造林を 行う

場合，もし各戸毎に配給されて成長後その収主主が各個人のものとなるな ら富んで

植えるであろう Jo r林業は利益があることは判っているが収益をあげるまでは

長い年月を要するからなかなか一般に理解せしめ得な いJor燃料としての野草

類は充分であるから特に造林する必要を認めない」などの報告がある 。

もしこのような意識であれば，積境教育林事業の今後の計画にお いて 2 合自然

性(生態)を重視した計画は不可能となってしまうだろう。

しかし，今日の庫倫鼠 ・額勅順鎮では， 5 -3で見てきたように，地域住民は

木材生産以外の森林の公益的機能をかなり理解して いると言える 。特に農胞を保

護し，土地を豊かにするためにも森林は重要であると認識して いる。 「地主t伎民

調査 1999Jのよると，木材生産 10点に対して， r風を防寸 ・砂を防寸 J(ζ24.9 

点， r土を豊かな窓する」を 20.6 点という高い評価を与えている。また実 ~.:i に値

林に対する態度も非常に積領的である。したがって，この地域にお いては，自主

的な住民参加型の森林建設も十分に可能であり，合自然性を重視 した 「持れ可能

な発展Jを実現できる可能性は高いと言える。
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(3)環続教育の方向性

「持続可能な発展」 を実現していくためには，各人が環境に関心を持ち，自然

に対する人間の責任と役割を理解し，環境保全活動に参加する態度及び環境問題

解決に資する能力が育成されることが重要である。このため，子供たちから大人

まで，学校，室長庭，地域，野外活動の場などにおいて相互の迎燐を図りつつ，環

境の回復および管理に関する教育及び主体的な学習を総合的に推進していくべき

であろう。

その際，自然のシステム，人間の活動が環岐に及ぼす影轡，人問と環縫の関わ

り方，その歴史・文化など閥広い分野において深い卑用車が得られるようにすると

同時に，知識の伝逮だけでなく，自然に対する感性や環境を大切に思う心を育て

ることを重視してい く必要がある 。特に，次世代を担う子どもに対しては，人間

と環境の関わりについての理解を深めるための教育を実施していくことが重要で

あろう。また沙漠化の防治および生態系の回復に関しては a 沙漠 It;の原因および

経緯，人間活動と沙漠化の相互関係，生態系回復のための知恵と技術，そして社

会・経済的視点を含めた総合的な対策について犯提できるようにする必箆があ

る。

内業古・庫f命飯 ・ 額革~~慎鎮の住民たちは，植林活動を熱心に行ってきており，

また沙漠化防治に対する参加怠志や未来指向性が強いのも確かである。しかし，

過去の歴史や環境に対する認識はそれほど深 くはな く，また実際は今日 ・明日あ

るいは近未来の生活のことで頭が一杯であると いう人々が少なくない。

一方， 6 -2で見てきたよ うに ，額勅順鎮の子供たちは，環境問題に対する関

心が高<，勉学に対する主主欲や積極的に参加しようとする態度 も強く ，また自然

との触れあいも多い。したがって， r持続可能な発展」の潜在的な可能性は非常

に高いと思われる。しかし，過去の環境に対する 認識はそれほ どではなかった。

また森林の役割において， r空気をきれいにする 」・「地球温暖化を防ぐ 」という

回答が少ないことから，光合成の仕組みやグローパルな環境問題に対する認識は

今一歩という ことにな るだろう。

したがって，まず人間と環境の関わりについて，過去を正し〈認識することと
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歴史から教訓|を学ぶようにすることを重視すべきであると思われる 。環涜劣化 ・

沙漠イじのプロ セスを反面教師として，また環筑回復の成JjJf9tlはそのままその長所

を学ぶことができるだろう。 その教訓より学び得る知恵と技術を体系化し， 一つ

の教科書とすることが考えられる。

次に，日々触れ合う自然や環境の真怖を理解することが重要であるが，そ のた

めには，それらを十分に把握できる知性や感性を，認識主体である人聞が備えて

おくことが必要である。印ucation(=教育)とは，もともと「引き出す」と いう

意味であり，したがって，教育とは本来もって生まれた天賦の性質(本性)を開

花させるという意味もあるものと考えられる。他者をアイデンテ イフアイするた

めにも，自己のアンデンティティの確立が必要であり，環境教育の中にはアイデ

ンティティの確立も含めるべきであると思われる 。

そして，幅広い視野と長期的視点から見つめられる目を養うために，空間的に

も時間的にも関係性の意識(倫理意識)を拡大させて いくことが，環境教育の草主

要な方向であると言える。 一つは，子供の成長段階にしたがって，個人から家庭

へ，家庭から地域ヘ，地域から国家へ，そして 国家から世界あるいは地獄へとい

った倫理意識の拡大である。中国には古くから儒教の教えがあるが r正心 修

身・整家・治国・平天下J (字野 1983) という思想が再評価されるべきであると

思われる。もう 一つは，世代問の公正の問題と関わるが， 現在世代から次世f代へ，

さらには未来世代へといった時間的な意識の広がりである 。次世代あるいは未来

世代の環境や社会は，まちがいな く現在世代の選択によ ってその影響を受ける。

そこで， r持続可能な 発展」を達成しようとするならば r未来世代に対する責

任 J r未来世代に対する義務」というものが生じてくるのは必然的なことと思わ

れる。

長期的な展望としては，環境基本計画で請われている 「循環Jr共生Jr参加」

「国際的取り組み」のうち前 3つものがキーワードになると思われる。すなわち 2

①環境への負荷の少ない循環を基調とする経済システム の実現(姶てずに循環)，

②自然と人間との共生の確保(生 き物と分かち合 う共生)，③公平な役割分担の

下でのすべての主体の参加の笑現(自 ら汗かく参加)である。この地域の場合，

②と③はすでにある段階まで進んでおり，最大の課題は①ということになるだろ

う。



環境教育の理念ー持続可能な発展をめざしてー

や
ー
⑤

持続可能な発展

• 

|④→⑧→⑭→@→⑥→ ~I < 

-歴史から学ぶ教訓1/知恵 ・筏術などの体系化(=学問 ) 

-教育=Education (引き出すこと)・アイデンティティーの確立→自然・環境の真仰をJ巴探

・空間的な広がり(環境倫理意識の拡大): lE心 ・修身 ・斉家・(地域管理)・治国・平天下
・l時間的な広がり(来来世代に対する責任):現在世代→次位代→未来t!t代

関 7-5 環境教育の方向性
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7-3 むすび

(1)結論

本論文では，中国内蒙古ホルチン沙地における「環境教育林事業」を事例と

して，沙漠化地域において，持続可能な発展を実現していくための環境計画につ

いて考察してきた。今回の研究で明らかになったことは次の返りである 。

①中国東北部に位置するホルチン地域は，中 国北方地区では比較的恵まれた自

然環境条件を備え，かつては樹木の多い草原が広がっていた。しかし，脆弱な生

態環境，強風 ・少雨などの自然的要因に加えて，長い歴史にわたる戦争， 産主主It中

心の土地開墾などによって沙漠化が進行してきた。そして現代(遊園以降)にお

いては，人口地加に伴う過度の農地開墾，過度の森林伐煤 ・薪炭採取，そして過

度の放牧によって，さらに急激に沙漠化地域が拡大してきた。これらの背鼠要因

としては，政治的政策 ，経済優先政策，そして法制度の不備などの問題が存在し，

その共通点として「ヱゴ ・アクション」があったということが言える。そして，

「エゴ・ アクシヨン」のカを弱め，環境保全を環視した適切な指置一一間仰によ

る土地の保護や防護林裕の建設など ー (rエコ・ アクシヨン J) を実行すると，

沙漠化はストップし，場所によっては，沙漠化の逆転も起こり，森林草原が自動

的に回復する地域である 。この ことは，自然環境の特性か ら，歴史的経緯の事実

から，そして今回は特に環境教育林事業を通じて実証的に証明された。

②環境教育林事業の評価に関しては次の通りである 。

生態(環境)的側面では，沙漠化は防止され，自然植生もかなり回復してきた。

例えば. 5m X 5mの 6プロットにおける植生調査によると，強度沙漠(1:;土地にお

いては Agriophyl/um squarrosum (沙米)が急培して沙地を閤定し，経j吏沙漠化土地

においては土壊が箆かであることを示す指標植物が増加して いた。また革本植物

総数は増加 してきており， 野生生物に関しでも，カササギやネズミが精力nし，皆

無であったウサギの生息も確認されるまでになった。

経済的側面では ，ある程度の農作物生産が可能となり，経済純使主主も士曽加して

きている。事業における 1996年 -1999年の費用便益分析ではマイナスになるが，
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数年後には大きくプラスに転化されることが予想される 。また事業による間接的

な効果として，隣接住民の経済状況を綱ベた結果，この 3年間でかな り水慨が上

がっていることが明らかになった。

そして社会的側面では，地域住民の事業に対する評価は非常に高いことが明ら

かになった。すなわち ，地域の受容性の側面においても成功していると言える。

その評倒の理由としては， r沙漠イじを防止 した Jr緑が回復した Jr作物が鎧かに

突った」などが挙げられており，事業の目標をほぼ達成してきていると言える。

住民参加に関しては，地域住民による植林活動や家庭生態経済問(家族森林農場)

への取り 組みも積極的であり， 今後の事業の 「持続可能な発展」の可能性も高い

と考えられる。

さらに CVM(仮惣評価法)を適用して環境教育林事業を評倒した。その結果，

地域住民の「環境教育の育成かつバイオ ピレ ッジの建設のための基金」への支払

意志額 (WTP)の総額は ，1999年において， 直緩的効用を享受する位併に関して

は 5278元，直接・間接的効用を享受する世帯事の合計金額は 1.5876)i;と算出され ，

地元では高く評価されて いる ことが明らかになった。

したがって，生態的側面，経済的側面，そして社会的側面か らも， この事業は

成功してきていると 言え，さ らに今後の持続可能な発展の可能性もかなり高いと

言える。

③環境教育林事業の持続的計画において，森林および果樹地の建設の際には，

森林経理の伝統的な思想を応用した「持続可能な循環経営」が有効であることを

明らかにした。またその計図に基づいて， いくつかのシ ナリオを想定 し， 1996 

年- 2035年の 40年期間における シミュレーシヨンを行った結果，もし事業を実

行しなかった場合は，沙漠化地域が拡大してその被害額が徐々に増加していくこ

とが予想された。そして，森林・果樹・農地・草地のバランスを考えたシナリオ

1，できる限り森林面積を大きくする シナリオ 2，そしてでき る限り農耕地面積

を大 きくするシナリオ 3を考えた場合，短期的に見れば ，シナ リオ 3が経済的に

最も利益をよげることができる。しかし， 40年間にわたる純便益の合計は， シ

ナリオ 1が最も多く，ついでシナリオ 3，そして 3番 目がシナリオ Zとなる。そ

して期閑を十分に長くとれば，やがてはシナリオ 2の純使益が最大になり，つ い
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でシナリオ 1，侵低はシナリオ 3ということになる 。

したがって，長期的被野で考えて，森林，果樹，草地を適切に育成・ 管理しな

がら ，農作物生産を高めていく努力をするのが震も賢明な選択であると考えられ

る。この実行可能性に関しては，地域住民の植林活動への参加態度および森林の

公益的機能の評価の観点から考察して，十分に可能であると考えられる。

②沙漠化地域における持続可能な発展を実現していく上で，その基本的構図の

一つになると思われる「セル(細胞)型モデル計画」を考案した。このモデルヨ|

薗は全くの独創ではなく，地元政府および地域住民そして NGO (日本パイオピ

レツジ協会)の合意形成のもとで，すでに庫倫依・額草~JJ関鋲においてj毘関されて

きているものに対して，新しい命名を行い，さらに広義の意味を付与したもので

ある。「セル(細胞)型モデル言十図」は r細胞式造林j (佐緩 1971)を沙淡にお

いて ，しかも造林・育林妓術か ら緑化事業と 地域・ 農村計画(空間的広がり)へ，

さらには環境教育(時間的広がり)へと拡張・ 応用したものでもある。

空間的・構造的には， 沙淡における緑化事業を展開していくために，まず対象

地域を囲むという作業が効果的であり，その周聞に 沿って隔 10~ 20mの防護林

帯を建設していていく。その基般の上で，林地， 果樹園 ，牧草地，畑地などを造

成していく。すなわち，生命体の基本単位であるセル(細胞)型モデルに相当す

る機造の環境を創造して いく。 そして，その構造体を述結させな がら，グリーン

ベルトを形成していくのである。ここでは，外部から保護する役割をもっ「細胞

竪・細胞膜」に相当するものが「図柵や防護林格」であり r葉緑体」が「森林

や製作物」などであり，そして「核J にあたる のが「人悶(家庭)Jであ る。ま

た「核一環境」の関係は蜜周的な構造になっており r環境教育林」は地域 レベ

ル(バイオピレツジ)の沙漠化防治事業の核にもな る。

一方，時間的な広がりにおいては，環境教育を通 じて次世代を担う子供たちの

意識を高め，沙漠イじ防治の知恵や技術を継承させていくのである 。

なお，次世代を担う子供たちの怠論調査の結果 r関心j，r参加(態度)j， r共

生j，r協力 j，r未来指向性j r質的発展」などの特徴に関 して ，比較的強い意欲

をもっていることがわかった。したがって，額勤順鋲における環境教育林事業の

「持続可能な発展」の 可能性は潜在的にはかなり高いと 言う ことができる 。
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また科学的研究および計画的サイドと地域住民サイドの向者の統合を図るため

にも，できる限り地域住民の視点を霊視して考察した点は次の通りである 。

①沙漠化の原因についての考察

「沙漠化の形成要因」の割合については，これまで科学者の研究的見地からの

分析はあっ たが，地域住民の認識における分析はほとんどなかった。そこで，爾i

嬢調査(r地域住民調査 1999J) の結果をもとに， )点数を付けて沙淡イじ要因の割

合を新しく算出した。その結果は，次の通りであった。

1過度の土地閲墾

2家畜の過放牧

3.過度の森林伐採

〈科学研究〉

45 % 

29 % 

20 % 

く地域住民>

33.4 % 

46.5 % 

16.2 % 

この「科学的研究の解析」と「地域住民の認識」のギャップの現由に関して，

地域住民の回答は，経験に基づ く ところが大き く，主として最近の 20 年 ~ 30年

程度に限られるものと思われる。つまり， 1970年頃までにi温度の上地開裂や森

林の過伐によって沙漠化した 土地はすでに認識の対象外になり， r家畜の5&l放牧」

に多くの回答が集まったためと考えられる 。

②住民参加型の新しい森林評価法の確立

地域住民による森林の公主主的機能評価については ，額勅順鋲・林業主占長へのイ

ンタビューや面接調査 (i地域住民調査 1999J)結果をもとに，森林が有する各

公主主的機能を点数イじ し，対木材生産比を算出した。木材生産を 10点とした時，

森林の役割の総合的な点数は

(額勅順鋲林業姑長): (地域住民;家長たち): (地域の 子供たち)

= 99.0:tα80.6 :tα， 74.6 :tαs 

となった。 (αは誤差)

また，地域住民による森林評価において，視覚的にインパク卜が強い「樹高」

を一つの基準とし，樹高の成長とともに，森林の公主主的機能がよ界するように認

識されるという仮定のもとで，地域住民の視点から森林の公扮的機能を評価する

新しい方法を考案した。



さらに，経営サイドからの森林評価法である「平田の uk (林業経営森林の生

産力評価，林業経営の森林資本評価)j という概念の kの部分に，住民参加を滋

味すると考えられる「支払意志額 (WTP)jすなわち「消費者余剰 (CS) jを

組み入れた新しい評価法を考楽した。ここで， uは輪伐#11であり， kはv益を永

久に述穫するための本年の費用である。

すなわち，木材の生産費において，まず直援u!だけを考えると，それはイ支出伐

と植林 保育費の和 (t+c) =k.ということになり ，次に問媛'i'I.である維f年

・管理費 c' を含めて考え， (t+c+c') ニ k ， とする。 ここで，さらに

k， = C S (:地域住民の支払意志額 W1P)を組み込む。

つまり， uk=u (k ，+k，) とすることによって，あくまでも続償サイド

主体ではあるが，そこに何らかのj診で住民参加lという概念も含めて，森林評価を

行うことができるようになる。

(2)研究の課題および応用化への展望

4-2でも述べたように i持続可能な発展」の基準と指4票に関する概念は，

「自然条件」を重視したもの it立代間の公平性」を扱ったもの，そして「社会

的正義 ・生活質」など高次な内容を取り入れたもの等 a さまざまなも のがあるが，

ある地域における「持続可能な発展」を論ずる際には，その地峻の条件や性質に

よるところが大きい。さらに，その計蘭の目線をどこに置 くかによってかなり違

うものになってしまう。また目に見える量的なJ旨絡はある程度正被にiJlIJることが

できるが，自に見えない質的な指標に関しては，その表現の仕方が非常に難しく，

その方法によっては異なる結泉も生じてしまう。

ここでは，生態的側面では「自然生態系の回復(土地状況)j . i生物多様性(純

物の種類)j，経済的側面では「農業生産」・「年間純収入j，そして社会的側面で

は「地域社会の受容性」・「住民参加」・「環境教育」などを取り扱ってきたが，

その他にも取り入れるべき基準と指線があるだろうと思われる 。また各論で考え

ると，もっと専門的な指標および測定方法があることは確かであろう。例えば，

生態的側商においては，土績の指糠 (C/N比など)，櫛類集.ft'iに関する指標が

あるであろうし ，さ らに生物多織性に関しても，遺伝子，磁，そして生態系のレ

ベルなどさまざまな対象が考えられる。また，生態・経済・社会的な指標は，非
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常に複~なシステムの中で相互に関連している部分もあるはずだが ，その関係性

についてはまだ明らかにされていないのが実状である 。

したがって，総合的なバランスという観点をもちながら，生態・経済 ・社会的

側面の各専門的な内容も取り入れ，さらにそれぞれの関係性な どが加味された恭

準・指僚が開発されれば i持続可能な発展」をより容観的に判断できるものと

思われる。この基準・指線は，その地域性を熟慮したよで，つねに新し く考案さ

れることが必要であると同時に，時空を超越して適用できる基単 ・指標を開発す

ることが要請される。これは，今後の研究の彊裂な課題の一つであろう。

また環境教育林事業に関しては， 25年間 (1996~ 2020年)の期間!ということ

を考えても，まだ始まったばかりである。これまでは順調に進んでいたとしても，

いつ何が起こるか全くわからない。そこで，継続的かっ長期的な調査を行い，よ

り実証的な見地からの評価を続けていくことも今後の課題の一つであろう 。

さらに環境教育林事業をベースとしてバイオピレツジづくりをめぎす際には 3

持続可能な森林管理を基本としながら，持続可能な土地利用計画を確立し ，さ ら

には，さまざまな産業を含む複維な社会システムを考慮する必要がある 。つまり ，

地域における持続可能な発展を論じようとすれば， 政治，経済，文化3 生態，教

育ーなどを総合的に含んだ計画が要請される。そこで，バイオピレ ッジを含む農村

計画を考える場合は，佐藤(1998)が指摘するよ うに，キーワードはやはり「融

合」であり， r農村計画学が実際の計画づくりに役立つ とともに，他方，計悶づ

くりという実践を過して獲得された情報 ・知識を農村計画学へと却l象イじするこ

と」は，今後の重要な課題であると思われる。

また応用化への展望については，環境教育林事業(あるいは「セル型モデル計

画J)の方法が，ホルチン沙地内における別の場所，そしてホルチ ン沙地以外に

おける荒廃地・沙漠化土地において応用できるかど うかということがある。約 5

万 k:m'にわたって広がっているホルチン沙地においては，多少の差はあるが，気

混，降水量，風などの気候条件は， iまぽ同じであると 言える。また地滅住民の人

間性や持っている能力，さらには社会経済状況に関しでもほぼ同僚である。しか

し，地質および土獲の佐賀や現在の様子，地表水・地下水の有無，その他の環頃

条件によっては，農地，牧草地，森林に適する場所，そして造林困難地など，さ



まざまな場所がある。したがって，時機と場所をよく考慮して，防護休俗(1坊風

林・防砂林，耕地保護林)， m材林，薪炭林，水源林，そして風致林など，さま

ざまな森林建設を行う必要があると思われる。ただし，基盤繋倣(聞柵と防護林

帯の建設)を行い，適切な措置を実行すれば，沙漠化防治と自然生態系の同復は

ある程度可能であろう。このホルチン地減はもともと樹木の多 い草原であったこ

ともあり，植林した苗木の活着率も 50~ 70 %と a 沙漠にお いては高いか らであ

る。実際，環境教育林事業以外に，庫倫欽には既に 3つの森林淡場がつ くら れて

きており(事業主体・沙漠植林ボランティア協会)，最近では，家庭レベルの家

庭生態経済圏も急激にt曽加 してきている。

他の地域における荒廃地・沙漠化土地においては，もちろん臨機応変な俗世が

必要であろうが， rセル型モデル計画」が生命地域を回復してい く上で，共通し

て応用できる可能性もあると考え られる 。こ れも今後の研究の課題であろう 。

また 図 1-3は，今回の プロジェクト研究における 7段階プロセスであるが，

まず重要なことは「対象地域の現状認識」であった。現在をよく知るためには「地

域住民との媛点づくり 」が必要であり，廃史的 ・社会的な背景とともに「地域の

問題」を把握する必要がある 。その現状認識を十分に行った上で，本質と思われ

る問題点を絞り込み，その本質的な問題を克服する戦略を考案し実行していく。

すなわち， r地域の環境劣化の原因」を解明し，その諸原因をすべて取り除き，

さらには逆の経路をたどることを念頭に置きなが ら2 回復のためのプロセスをうた

行し， r持続可能な発展」に 向けて有効な経営計闘を立てるようにする。

その際に，生態的側面，経済的側面，そして社会的側聞という 3側蘭における

バランスを配慮するということは ，いろいろな機会に応用できるものと思われる。

また自然生態系の回復を考える際には，植物地理学的な潜在的な純生を知るこ

とは重要なことである。もともと沙漠である場所に ，森林や草原などの自然生態

を建設することは，ほとんど不可能に近い。また万がーできるとしても非常に 大

がかりな設備や多額の投資が必要であろう 。そ こで， 重要なことは場所の選択の

意志決定である。すなわち ，人為的姿図によって土地荒廃佑あるいは沙漠イじした

土地を対象として，まずはその土地の回復を図り，そ のよで 「持続可能な発展」

をめざ したプロジェクトを実行してい〈べきであ ろう。その際J 樹木が多かった

場所であれば森林建設を メインとす るプロ ジェク トが有効であるに遣いない。も
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ちろんその地域性に適った樹種を選ぶ必要があるのは言う までもない。繋するに，

各地獄性に見合った形で iエコ ・アクシヨン」による事業を展開して いく こと

が重要であるということになろう。

なお「持続可能な計画」において，循環恩惣を導入することは，非常に有効な

方法であると思われる。ある地主主を考える時，その空間は有限であり，さまざま

な資源や生物生産も，もちろん有限である。その一つの閉鎖系において，永続的

な逮動を展開しようとすれば ，円環遂動もしくは循環巡Iji)]が有効である。そこで，

循環型の経営をしていくならば，理論的には持続可能な経蛍が笑行できることに

なる。その際，把握すべきことは生物の成長期間および 1サイクルの期間である。

森林の場合，人工林の同齢林経営システムであれば!険伐期が，天然林などの~齢

林であれば回帰年が， 一つの重要なサイクル期間となる。忌もシンプルな精道は

5章でも扱ったが，これの応用モデルは，いろ いろな計画において役立つものと

思われる。

また住民参加裂の新しい森林評価法は，さらに改善あるいは発展できる余地も

残っているが，いろいろな機会にさまざまな地域で応用できるものと忠われる 。
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資料1

環境教育林事業区(5mx 5mの6プロット)内の草本植物

植物名(中国名51ファン名 |出典 〆1岳 .、/。

1沙蓬(沙米) Agriophyllum squarrosum 沙植 1巻404
2小糠草 Agrostis gigantea |沙植 :1巻103
3羊草 Aneurolepidium chinense 科草 514 
4沙麓 Artemisia arenaria 沙植 3巻279
5金賞蓄 Artemisia aurata 科草 510 
6光叶沙嵩 Artemisia campestris 
7冷嵩 Artemisia frigida 沙植 3巻295
B文意 Artemisia lavandulaefolia 沙植 3巻268
9蒙古掴裂叶蓄 Artemisia macilenta 沙植 3巻271
10 穂美意 Artemisia monostachya 科草 510 
11 虹足意 Artemisia rubripes 科草 510 
12 菌隊嵩 Artemisia scoparia 沙植 3巻27
13 大将嵩 Artemisia sieversiana 沙植 3巻293
14 天i1冬 Asparagus cochin 
15 沙打旺 Astragalus adsurgens 沙植 2巻282
16 雲球泰 Bassia dasyphylla 沙植 1巻417
17 腐穂完F草 Blysmus rufus 沙植 1巻154
18 打碗花 Calystegia hedracea 沙植 3巻054
19 大麻 Cannabis sativa 沙植 1巻294
20 録珠慕 Chenopodium acuminatum 科草 498 
21 刺穂蒙 Chenopodium aristatum 沙植 1巻421
22 刺菜 Chenopodium aristatum 沙植 1巻421
23 茨録著喜 Chenopodium glaucum 沙植 1巻422
24 妊心蒙 Chenopodium rubrum 沙植 1巻424
25 虎尾掌 Chloris virgata 沙植 1巻089
26 」込生隠子草 Cleistogenes caespitosa 科草 514 
27 肥鍍磁草 Elymus excelsus 科草 514 
28 虫~ Corispermum mongolicum 沙植 1巻409
29 日本免皇室子 Cuscuta japonica 科草 507 
30 芯手宇 Cymbaria daurica 沙植 1巻178
31 |雀瓢 Cynanchum australe 沙植 3巻045
32 掴叶自前 Cynanchum thesioides 
33 吉F草 Cyperus esculentus 沙植 1巻16
34 ~穂沙草 Cyperus glomeratusし 沙植 1巻161
35 毛耳唐 Oigiaria cilliaris 沙植 1巻13
36 耳唐 Qigitaria sanguinalis l沙植 1巻13
37 長さ野稗 Echinochloa caudata i 
38 羽毛筆葬 Eleocharii wichurai 科草 516 
39 向弗l Equisetum arvense 科草 495 



40 守す守守草 Equisetum ramosisismum 科草 . 495 
41 幽眉草 Eragrostis pilosa 沙植 1巻041
42 粍牛JLi':a Erodium stephanianum 沙植 2巻296
43 地錦 Euphorbia humifusa 沙植 2巻333
44 猶JL眼 Euphorbia kansui 沙植 2巻341
45 事事麦 Fagopyrum esculentum 科草 497 
46 羊茅 Festuca ovina 科草 514 
47 硬阿貌 Furula bungeanum 
48 海乳草 Glaux maritima 科草 506 
49 野大旦 Glycine soja 沙植 2巻188
50 水商芦田 Halerpestes cymbalaria 科草 500 
51 自茅 Imperata cylindrica 沙植 1巻138
52 日本旋覆花 lnula japonica 沙植 3巻324
53 京北苦業 Ixeris chinensis 沙植 3巻465
54 掴叶苦葵菜 Ixeris denticulata 沙植 3巻466
55 灯，心草 Juncus bufonius 沙植 1巻193
56 園叶~眼草 Kummerowia stipulacea 沙植 2巻185
57 京北鶴劃草 Lappula myosotis |沙植 3巻08
58 迭~里胡枝子 Lespedeza davurica 沙植 2巻186
59 柳穿色 しinariavulgaris 1;少植 3巻166
60 野首稽 Medicago falcata e沙植 2巻197
61 女主主菜 Melandrium apricum 沙植 1巻462
62 糞香木梶 Melilotus officinalis 沙植 2巻193
63 沙引草 Messerschmidia rosmarinifolia 沙植 3巻066
64 列当 Orobanche coerulescens 沙植 3巻184
65 野稜 Panicum bisulcatum 
66 狼尾草 Pennisetum Rich 1沙植 1巻128
67 皐芦苓 Phragmites communis !沙植 1巻034
68 芦苓 Phragmites communis 沙植 1巻034
69 毛蓮菜 Picris davurica 沙植 3巻417
70 平奪前 Plantago depressa 沙植 3巻196
71 酸模叶幸喜 Polygonum lapathifolium l沙植 1巻331
72 小叶揚 Populus simonii 沙植 1巻261
73 菊叶萎陵菜 Potencilla tanacetifolia 科草 502 
74 萎陵菜 Potentilla chinensis 科草 | 502 
75 朝夫萎陵菜 Potentilla Supina 沙植 2巻134
76 紅鱗腐~ Pycreus sanguinolentus 
77 酸様 Rumex acetosa 科草 498 
78 黄柳 Salix f1avide 科書室 496 
79 皐柳 Salix matsudana 沙植 1巻273
80 家古柳 Salix mongolica 沙植 2巻282
81 猪毛菜 Salsola collina 沙植 1巻357
82 麹沙蓬 Salsola pestifer 科草 499 
83 刺沙蓬 Salsola ruthenica 沙植 1巻362
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84 金狗尾草 Setaria glauca 」沙植 1巻127
85 狗尾草 Setaria viridis |沙植 1巻127
86 京北萱葵菜 Sonchus brachyotus 沙植 3巻446
87 蒲公英 Taraxacum mongolicum 沙植 3巻44
88 百里香 Thymus mongolicus |科草 508 
89 長苔香蒲 Typha angustata M植 1巻018
90 

小布香野蒲現
Typha minima 沙植 1巻017

91 r 旦 Vicia cracca l沙植 2巻201
92 苔耳 Xanthium sibiricum |沙植 3巻242
93 白域41号揚 1 
94 商卒快柳

<出典>沙稿「中国沙漠植物志J(科学出版社)

科植・「中国科爾泌草地J(吉林科学後術出版社)



資料2・インタビュー調査

庫倫ー中名誉校長 烏雲 (ウユン)老師

( 1998.9.4./哲里木盟政府)

聞き手・高橋勇一/長波直

通訳・阿古逮木

一一先生は、どこで生まれ育ったのですか?また、かつて額勃順鎖の烏E他挫

の地域は、どのような場所だったのでしょうか?

生まれた(1940年)のは徳島県徳島市ですが、 2才の時に中国に移り、その後

哲盟木E4科左中h1iの小・中学校で育ちました。

1958年-1994年まで、 j車倫ー中の先生を務めました。その閣はずっと、学校

の方で教えていて述方に出かけることはほとんどありませんでした。 1988年に

一度だけ額納順中学校に行ったことがあるだけですね。

1950年代-1960年代は、額動』閉鎖から甘旗下までは森林草原があり、背の高

い策柳がたくさん生えていたそうですロ そして、牛や馬が一度その中に入った ら、

探し出すのがたいへんだったと 聞いています。自然環境も美しくきれいだったそ

うです。

一ーいっ頃、沙漠{じしてしまったのでしょうかつ

60年代末から 70年代にかけて、沙漠イUが急速に進みました。

沙淡イbの原因は何だとお考えですかっ

人為的要因としては、主に二つの理由があると思います。

一つは人々の森林伐採ですe 以前は賛槻lがた くさんあ Dましたが、燃料に使う

薪のために、またいろいろなものをつく るため、それ らを多量に使っ てしまいま

した 。もう 一つは、 1981年 ~の改革関般で、牛や山羊が急増したことです。山

羊は直般的に沙淡化にl剥ilIiします。

それから、もちろん自然現段の問題もあるでしょう。雨が少ないと いう ことは、

本林や草木が育つにあたり不利な条件です。また春には強い風も吹きます。

また額靭bJ固ま直マンハンでは、かつては人口が少なく土地は多 くありました。 そ

こで、 土地質がよいところばかりを求め、自由に開墾したことも沙漠化の原因に
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なっていると思います。耕地の拡大のしすぎや過政牧も大きな要因ですね。

土の質はもともとよくありません。 そこで、水田をつくったり、穀物の畑をつ

くったり して、土地が劣化していったとも言えます。

ー一首箆木山iで、最もカを入れている教育問題は何ですか?

教育の資金投入ですが、まだまだ投入不足です。都市部では、教育施設、校舎、

教育M料などがまだある方ですが、農村部では校舎が傷んだり、材料が不足して

います。例えば、体育で使用する ボールや器具がなかったり、音楽で必要なピア

ノや楽録がなかったりします。また実験用の機初や図書館の本も充実していない

のが現状です。

一一日本では、青少年問題が深刻化しており、心の教育ということが特に強調

されているのですが、内蒙古の子供たちの 「心の問題」についてはどうですか?

日本のような問題は起こっていませんが、不登校の問題はあります。学校の圧

力や殺の圧力のため、勉強したいと思わなくなってしまうのです。

また 一人っ子政策のマイナス面として、働くのが好きで ないとか、自分勝手で

あるとか、また言うことを系[直に聞かないといった生徒が増えているのも確かで

す。子供たちを、家庭と学校と地域社会が一つになって教育していく必要があり

ます。

一一中学の先生のi時、どのような人になってもらいたいと怒って、教育に取り

組んでいましたか?教育のめざ す理怨像について教えて下さい。

健全な忠怨と健康な体、そして社会にとって必要となる人づくりをめざしてき

ました。分野は、農業でも工業でも、あるいは教育文化でも何でも、とにかく社

会のために人類のために役立つ人間になってほしいと願いながら、先生という織

を務めてきました。

ーーホルチン革原の生態系回復のためには、環境教育が重要になると思います

が、学校教育におけるその理念や具体的なプログラムは何かあり ますか ?

校庭の環境を整備することや樹木や植物や花々愛する、そして動物を愛するこ
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とを学ぶというカリキュラムがあります。

また、 1996年頃から「環境保護」という科目もつくられたり、「生態環境」に

ついて学習する教科書もつくられたりし ています。そこでは、ホルチン沙漠の形

成原l羽から生態建設事業の必要性まで記 されて いて、生懸バランスをとっていく

ことが霊裂であるということについても触れられています。

一一今後の沙淡植林や生態村建設に対して、期待することは何ですか?

この地域では、これまでは環境問題に対して、あまり怠識を払ってきませんで

した。つまり、それほど強調さ れてこなかったのです。しかし、日本の沙漠植林

ボランティア協会やバイオピレッジ協会と 出会ってから、環境意識が高まってき

ました。

ですから、資金的な援助だけではなく、いろいろと教えてもらっていると思い

ます。日本の方は、普通の人でも、環境保護について話したりして意識が高いよ

うに j思います。

また日中の協力の而でも、感動的なことが多くあります。ある一人のおばあさ

んは、旦7Jllさんが残しておいてくれた 10万円を沙漠槌林のために寄付して下さ

いました。中国側も、ますます自分で頑張らないといけないと思うようになって

います。日中の協力によって事業を成功できるようにお互いにがんばりましょう。

(文責・高橋)
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資料3:

地域住民の森林・環境・生活などに対する意識調査

-調査方法:而j蛮調査(モンゴル語に訳した質問芸員を渡して、通訳を過して、一人ひと

りに直後尋ねる形をとる)

・対象者 :中国・内家古・ J市倫古賀 ・古賀戦順鎮の地域住民 60人(家長あるいは代理人)

(烏旦他t立15人、干し如都 15人、包力格託、 15人、政府周辺 15人)

・調査日 1999.8 月末~9 月初J

・回答15否率 :約 4.8% (=3/63) 

Q 1.環袋の保護は、あなたにとってどれくらい重要な問題ですか?

①非常にZ重要である 49人

②霊袈である 10人

③あまり重要ではない

④霊安ではない

⑤その他 l人(わからない)

Q 2. r環境教育林」事業を実行してよかったと思いますかっ

①たいへんよかった 32人

②よかった 27人

③少しはよかった 1人

③よかったとは思わない

⑤わからない

Q 3. r2の回答」に対して→それはどうしてですか?その理由(根拠)を教えて下さい。

①沙漠他を防いだ 53人

②紛が回復した 33人

③作物が設かに実った 26人

④社会がよくなった 7人

⑤その他

(土地の質がよ くなった 2人 土地の保護 2入 植物・鳥・動物が増えた 1人)

Q4.森材;に対して親しみを感じますか?

①非常に親しみを感じる 44人

②ある程度親しみを感じる 16人

③あまり親しみを感じない

④ほとんど親しみを感じない

⑤わからない

Q 5.森林のもつ重要な役割は何だと思いますか? (いくつ選んでもよい。重要度の順に

符えて下さい。)

①i凪を防ぐ、砂を防ぐ 53人
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②水を話える 12人

③ Lを泣かにする 47人

④木材を生産する 25人

③動物たちの生育の場となる 18人

⑥空気をきれいにする 27人

⑦レクリエーション 5人

③地球の潟1穫{じを防ぐ 9人

⑨その他

(人々と家笥の病気を防ぐ、人が長生きできる)

Q 6.他林活動に参加したことはありますか?

①はい 60人

→ 今まで、何本ぐらいの木を植えましたか? (平均ロ577本)

②いいえ 0人

Q 7.もともと沙淡化の原因は何だったと思いますか? (いくつでも選んでよい。原因の

にきな順に答えて下さい。)

①111羊の過放牧 55人

②人口が増えて三地を開墾したこと 38人

③森林をひどくL.採したこと 19人

④雨が少ないこ ι 22人

⑤風が強いこと 29人

⑥政治や制度による影響 4人

⑦戦争や人々の争い

③その他

(土地の保護をしなかった 2人、 牛の~放牧 i人)

Q8 沙漠化の原因と考えられていた 「山羊の放牧」が禁止されましたが、そのことにつ

いては、どう思いますか?

①汁然のことである 47人

②仕方がないことである は人

③そうすべきではない l人

④わからない

Q 9.現在、患も興味や関心のあることは何ですか?

農牧業 26人

経済(陶売含む) 8人

E制1 7人

教育 6人

政治 5人

組林・森林 4人



Q 10.地域で主催される「値樹祭」や「環境教育セミナー」が開催されるとすれば、参

lJuしたいと思いますか?

①ぜひ参加したい 54人

②参加したい気持ちはある 6人

③あまり思わない

③思わない

Q 11.家庭生態経済問(家族森林農場)は、自分でもっくりたいと思いますか?

①ぜひっくりたい 16人

②できればっくりたい 2l人(上地の分配が不公平である意見あり)

③っくりたくない j人

③日正につくっている 22人

(21人はつくってよかった、 l人だけ効果はなかったと答える)

Q 12 人の暮らし方には、いろいろとあり ますが、次にあげるもののうちで、どれがー

器、あなた自身の気持ちに近いものですかっ

①- 11;懸命働き、金持ちになること 16人

②まじめに勉焔して、名をあげること 5人

③金や名営を考えずに、自分の趣味にあった暮らし方をする こと 5人

④その口その日を、のんきにクヨクヨしないで暮らすこと 3人

⑤Iltの巾の正しくないことを押しのげて、どこまでも消く正しく暮らすこと 10人

⑥自分の一身のことを考えずに、社会のためにすべてを跨げて暮らすこと 18人

⑦その他 3人

Q 13. r今よりも将来のために努)Jする」ことについての考えについて、どう思いますか?

①令くそう辺、う 52人

②どちらかというとそう思う 8人

③そうは思わない

③わからない

Q 1-1.人間が学制になるためには自然に従うのがよいと思いますか、自然を利用してい

くのがよいと思いますかか、自然を征服していくのがよいと思いますか?

①ド|然に従う 7人

②肉t!.¥を利則する 10人

③自然を征服する 41人

Q 15. J}l在、心の22かさやゆとりのある生活をする ことに重きをおきたいですか、それ

とも、まだまだ物質的な而で生活を箆かにすることに重きをおきたいですか?

①心の泣かさやゆとり 45人

②物質的な聞での生活の22かさ 5人

①と② 10人

ー180.



Q 16.あなたの佐清水準は、この 3年間でどう変わりましたか?

①よくなった 30人

②ややよくなった 23人

③変わらない 5人

③やや必くなった 2人(今年は乾燥が強く農作物が縮れてしまった)

⑤:mくなった

Q 17. これから先、人間の心の安らかさは、噌す(地える)と思いますか?減ると思い

すか?

①刷える

②減る

44人

5人

5人③変わらない

@その他 6人(地す人もいれば、減る人もいる)

Q 18.人々の生活は蛍かになると思いますか、貧しくなると思いますか?

①弘!かになる 55人

②貧しくなる

③変わらない i人

③その他 4人

Q 19. Ji!J域の環境はよくなると思いますか、恕く なると思いますか?

①よくなる 56人

②想くなる l人

③変わらない

@その他 3人

Q 20.地球涜1突と自分たちの生活との関係について、次の 2つの意見があります。あな

たの気持はどちらに近いですか?

①自分たちの生活が今より多少不使になっても、地球環境を守るために、ひとりひとり

が努力すべきだ 41人

②まだまだ自分たちの生活を、より使利にすることを考えるべきだ 18人

③その他 I人

Q 21.環境教育林の宵成かつバイオビレツジの建設のための費用負担に関してお伺いし

ます。(反に、 「環境教1守中本の保全およびバイオピレ ッジの持続的発展のための基金」のよ

うな制度が設立されたとします。お宅では、この「基金」の年会費が ※ 元であれ

ば、負般されますかっ

① 1 ② 3 ③5 ④ 10 ⑤ 20 ⑥30 ⑦ 50 ③70 ⑨ 100 ⑪ 150 ⑪200 

その他

2283/60 → 金平均 38.05元/家庭
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Q 22.長後に、次位代を担う子供たちに期待することは何ですか?

くフエースシート> …・

1 .刊:7)1J ①E ②!J: 

2.年断1

① 10 - 19才②20-29才③30-39才④40-49才

⑤ 50 - 59才 ⑥ 60- 69才 ⑦ 70才以よ

3.家族の人数

1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人 8人以上

4 家族における駅間収入

- 1000元 2000元 3000元 4000元 5000元

ω∞元 7000元 8000元 1000口元 15000元

2000口元 30000元 40000元 50000元以上

( 

5 . 家j庄の収入の 1-1' で、 主袈なJ~業生産は何ですかっ(後数可能)
①設物(

②果樹(

③主主喬 ( 

③その他(

どうもありがとう ございました(謝謝)。
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資料4

内蒙古の次世代を担う子どもたちの自然環境に対する意識調査

-調査方法・集合調査(日本語教師によりモンゴル誘に択してもらった質問に対して、

回答者が自らが記入する自計式調査)

・対象者.中国・内量産古 .llli倫旗・額草'))眠中学2年 144人(児予 70人・女子 74人)

・調査臼:1998.8.31. 

-回収率:100 % 

Q 1 .環境問題(バイオピレツジおよび原境教育林)に興味 ・関心がありますかっ

①非常にある 80人

②かなりある 49人

③あまりない 14人

④全然ない 0人

Q 2.値林活動に参加 したことはありますか?

①はい 135人

②いいえ 6人

一人あたりの植林本数:平均 57282/131(有効回l答)ニ 437.2本

Q 3.森林のもつ重要な役割は何だと思いますかっ(い くつ選んでもよい。)

①風を防ぐ、砂を防ぐ 119人

②水を蓄える 75人

③土を登かにする 110人

③木材を生産する 92人

⑤動物たちの生育の場となる 86人

⑥空気をきれいにする 76人

⑦レクリエーション 45人

③地球の温暖化を防 ぐ 39人

⑨その他 「天気のバランスがよくなるJf(学校の)鼠鋭がよくなる・きれいになる」

Q4.烏E他主立地域は、昔、緑強かな森林草原だったということは知っていますか?

①知っていた 70人

②今回知った 54人

③知らない 19人

Q 5.砂漠化の原因は何だと思いますか? (いくつでも選んでよい。)

①山羊の過放牧 106人

②人口が増えて土地を開墾したこと 125人

③森林をひどく伐採したこと 109人

③雨が少ないこと 40人
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⑤風が強いこと 30人

⑥政治や制度による影響 22人

⑦戦争や人々の争い 18人

⑧その他 「経済問題もあるJr森林を守ろうとしなかったJr傾林しなかったからJr取
が1首えたから」

Q 6.砂漠についてどのように思いますか?

①たいへん大きな損害である 93人

②損害である 18人

③価値はない 7人

④価値がある 22人

①と④ 3人

Q 7.木の名前について、どのくらい(何程類)知っていますかっ具体的に名前をあげて
下さい。

柳、線、紙、検、傑、杏子、林織、梨、桃、社1去、健相Jなど

(平均 3.73縫狽)

Q 8.木の建物は好きですか(住んでみたいですか) ? 
①はい 115人

②いいえ 21人

③わからない 6人

Q 9.学校を建てるとしたら、土i位、木造、鉄筋のうち、どれがいいですか?

①土造 23人

②木造 63人

③鉄筋 l3人

土造か木造 14人

土造か鉄筋 3人

どれでもよい 19人

Q 10.地元で作れるもので、好きな食べ物(飲み物)は何ですかっ(い〈つでもよL、)
①果物 102人

②野菜 38人

③肉類 45人

④飲み物 32人

QII.現在、最も興味や関心のあることは何ですかっ

勉強 ・知識を学ぶ 72人

自然環境を緑にすること(沙漠綾林含む)11人

将来祖国に役立つ人間になる 10人

自然 ・社会の発展や変化 8人
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.jI:を読むこと

斑組問題

8人

4人

人の寿命・長生き 4入

管をJ1~ぶこと(パイロット ・ 飛行機) 3人

tI!.(郷を12かにすること、*樹を育てる、!t!の逮転、I筒、アク ロパチック、将来の仕事

Q 12. bi..;圭との遊びのrl'で、最も而白いと思う ものは何ですか?

バレーボール 36人

サッカー 26人

パスケットボール 23人

勉強で助け合う 12人

クイズ 5人

ffif 5人

:i!Xとl¥1iり 4人

上，J<t主 4人

縄跳び 3人

十日銀 3人

競..t 3人

森林で遊ぷ 3人

Q 13. 'J'::校から帰った後は、どんなこと(遊びゃ仕事)をしていますか?

家事 ・手伝い(食事の支度 ・食器洗い ・水汲みを含む)

78人

家出のI!LIIi(放牧含む)29人

自胞をする 18人

道ぷ 7人

球技(パレー パスケ ・サッカー)6人

木を値える、12菜、水徹き、 相J員、迷子、テレビを見る、総跳ぴなど

Q 14. n然のけIで、どのような動物 ・昆虫 ・植物と援することが多いですかっ

蚊 47人犬 46人"重 40人

蝿 39人牛 39人 蛾 36人

f.!; 35人 1iZ 33人 虫 31人

"" 
31人 主羊 30人 とうもろこし 24人

&t 24人 ;1)~ 23人 :/1:， 22人

‘作 20人 山羊 15人 勝 15人

JIIi 14人 トンボ 14人 蛾 12人

A事 JJ人 槻! 11人 狐 10人

蜘虫事 9人 向日英 6人 豆鼠 6人

4烏 5人 ロノT 5人 総 4人

トマト 4人 野菜~ 4人 きぴ 4人

平均 4.91極



『 司f

Q 15 家の手伝いとしては、主に何を していますか?

(例)J~ :;f!; ・ [，1刈り ・紙拾い ・ 家資の世話 ・ 水汲み・主主拾いなど
家市のltt話(般牧含む) 79人

水被み 56人

t，'t刈り 23人

民業 18人

家引(j主主Hの支度・料製)14人

対拾い 11人

家合の炎治い 6人

Q 16. 'j-U/i1日や口曜日などの休日は、何をして過ごしていますかっ

'*を読む 45人

宿題をする 44人

洗濯する 36人

家慣をする 28人

遊ぶ 16人

テレビを見る 9人

~.tf 6人

紋牧 5人

パスケ yトポ-) 4人

家畜の也話(J.皮牛:) 4人

単メIJり 4人

Q 17. 今後、 i也戚で主総される 「箱樹祭」や 「環境教育セミナー」が開催されるとすれ

ば、参加したいと，思いますか?

①ぜひ参加したい 107人

②参加したい気持ちはある 32人

③あまり忠わなl 1人

@忠わない 4人

QI品 r今よりも将来のために労力する」ことについての考えについて、どう思いますか?

①全くそう忠う 111人

②どちらかというとそう思う 22人

③そうは忠わない 8人

④わからない 3人

Q 19 将米はどこで暮らしたいと思いますか?

①現仕の家 ーl人

②日Ijのl民村 6人

③悶内の百四市 76人

外関 39人

(111): 23人、 必Is7人、米間 4人など)
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Q 20. iヨ米はどんな仕市をしたいと思いますか?

学校の先生 74人

政府のU:'JJ 26人

J12林業 23人

医r.. 14人

;u人 8人

科学者 5人

牧畜業 5人

果樹産業 3人

財政関係の仕事、パイロット、建築家、次世紀の有能な人材、駅で働く人、お庖で働く人、

コンビュータ関係の仕事、バレーボールの選手、パスケットボールの選手など

Q 21.人間が幸福になるためには自然に従うのがよいと思いますか、自然を利用してい

くのがよいと思いますかか、自然を征服していくのがよいと思いますか?

①自然に従う 33人

②自然を利用す毛 73人

③自然を征服する 22人

①と② 6人

②と③ 6人

①と③ l人

①と②と③ 3人

Q 22. J児任、心の段かさやゆとりのある生活をすることに重きをおきたいですか、それ

とも、まだまだ物質的な聞で生活を豊かにすることに蜜きをおきたいですか?

①心の笠かさやゆとり 113人

②物資的な加での~活の22かさ 14人

①と② 16人



資料5

次世代を担う子どもたちの森林・環境等に対する意識調査(東京)

-調査方法:集合調査(アンケート調査用紙に対して、問答者が向 ら記入する

自計式調査)

・対象者..東京都文京区立第六中学校 2年生 85人(男子 54人、女 f31人)

・調査日:1999年7月 1日

・回収率:97.6 % (回収票:男子 52人、女子 31人)

Ql.環境問題に対して、関心はありますか?

①非常にある 7人

②かなりある 22人

③あまりない 43人

③全然ない 11人

Q 2.環境問題の中で、関心のあるものはどれですか? (~、 くつ選んでもよ"0 関心lZの
高い順に答えてください。)

①地球混暖イじ 46人 ②森林減少 41人
③オゾン層破嬢 32人 ④駿性雨 33人
⑤海洋汚染 19人 @減'Ti奨イb 23人
⑦生物多様性の減少 28人 ③大気汚染 30人
⑨ゴミの問題 42人 ⑬環境ホルモン 11人

Q 3.森林に対して親しみを感じますか?

①非常に親しみを感じる 14人

②ある程度親しみを感じる 39人

③あまり親しみを感じない 14人

③ほとんど毅しみを感じない 2人

⑤わからない 13人

Q4 森林のもつ重要な役割は何だと思いますか? (，、 くつ選んでもよい。 lli~ l.立の地1に
答えて下さい。)

①防風 ・防砂 37人

②水を替える 46人

③土を笠かにする 36人

④木材を生産する 24人

⑤動物たちの生育の場となる 55人

⑥空気をきれいにする 73人

⑦レクリエーション l7人

⑧地球の混暖化を防寸 35人

⑨土砂崩嬢を防そ 35人



⑮その他 l人

Q 5.今まで植林活動に参加したことはありますか?

①はい 9人

②いいえ 73人

・「はL、」と答えた人一人あたりの値林本数ぉ /9= 2.8本

Q 6.本の名前について、どのくらい(何種類)知っていますか?

具体的に名前をあげて Fさい。

(杉、柳、銀各、モミジ、リンゴ、ミカン、 モミ、校、線、 エンジユ、松など)

(平均 5.86穆類)

Q7 木の建物は好きですか(住んでみたいですか) ? 
①はい お人

②いいえ 6人

③わからない 22人

Q 8.学校を建てるとしたら、木造、鉄筋、 その他で、と・れがいいですか?

①木造 23人

②鉄筋 48人

③その他 9人

①と②どちらでも 3人

Q9 砂漠についてどのように思いますか?

①たいへん大きなilH主である 24人

②mきである 21人

③伽値はない 26人

③師他がある 10人

Q 10.刷夜、最も興味や関心のあることは何ですか?

スポーツ 16人 (野球5人、バスケット 3人含む)

(特に)ない 11人 音楽 9人

テレピ 4人 遊ぶこと 3人

ゲーム 3人 環境問題 3人

友達 2人 動物 2人
アニメ 2人 PC・インターネット 2人

ノストラダムスの大 F言 2人



Q ll. bi.i圭との遊びの巾で、 五2も而白いと思うものは何ですか?

おしゃべり 18人

バスケット 6人

ゲーム TVゲーム 5人

スポーツ 4人

必い 4人

民い物 4人

ボールを使った遊び 3人

外でj晶ぷ 3人

野球、テニス、ノレ一、サッカ一、音楽 各 2人

Q 12. 学校から州った後は、どんなこと(遊びやお手伝い)をしていますか?

絞る 21人

ゲーム .TVゲーム 15人

遊ぶ 13人

勉強 11人

下伝い 10人

テレビをみる 9人

スポーツ 7人

説S、音楽 名 3人

Q 13. 向然の ~lで、どのような動物 ・ 昆虫 ・ 継物と接することが多いですかっ

あまりない ー特にない 18人 烏(1鳴 ・カラス雀含む) 11人

アリ 10入 植物・草 10人

λ 8人 カブトムシ 6人

はえ 6人 花 6人

蚊 6人猫 5人

本(銀台 ・絵 ・ti<・竹) 5人 いろいろ 4人

チョウチョ、クワガ夕、蜂、ムカデ各3人

平均 :1.7日程

Q 14.家の手伝いとしては、主に何をしていますか?

後片づけ・ IIJl洗い 20人

あまりしていない 15人

風呂侃?除 11人

料s.ll・ご飯 10人

ロL、物 7人

締険 5人

洗濯物 4人

新聞取り 3人

ゴミJ舎で 2人



Q 15 ヒ曜日やJJ日産Hなどの休日は、何をして過ごしていますかっ

J並ぶ.N.述と逃ぷ 21人 部活 16人

スポーツ 14人(野球 6人、バスケット 3入、テニス 2人など)

絞る・ゴロゴロ過ごす 10人 質い物 5人

司王将い'11 4人 読書 3人

ボーイスカウト・ガールスカウト 3人

勉強、マンガ、ゲーム 各2人

Q 16.地域で主総される「拙樹祭」や「環境教育セミナー」が開催されるとすれば、参

加したいと思いますか?

①ぜひ参加したい 5人

②参加したい気持ちはある 18人

③あまり忠わない 39人

③忠わない 21人

Q 17. 位界の森林を守り育てていくために、あるいは、砂漠を防ぐために、 I毎外で実際

に森林づくりのボランティア活動を行いたいと思いますか?

①ffi勤したい 10人

②どちらかといえば活動したい 20人

③どちらかといえば活動したくない 19人

③i;1iilllJしたくない 9人

⑤わからない 24人

Q 18. r今よりも将来のために銘力する」ことについての守えについて、どう思いますか?

①全くそう思う 23人

②どちらかというとそう忠う 32人

③そうはjEわない 12人

③わからない 11人

Q 19.将来はどこ_:?}らしたいと思いますか?

①.l}Utの家 10人

②東京都内の別0，家 37人

③同内の地方 19人

④外凶 13人

ー 191-



『画崎司r

Q 20.将米はとんな仕事をしたいと思いますか?

①会社員 4人

②学校の先生 3人

@政府の仕事 3人

③お山で働< 8人

⑤スポーヅ選手 11人

⑥rf楽家 ・芸術家 11人

⑦農林水産業 2人

③コンヒュータ関係 7人

⑨その他 (米ik3人、医者2人など)

Q 21.人間が常柿になるためには自然に従うのがよいと思いますか、自然を利用 してい

くのがよいと思いますかか、 l当然を征服していくのがよいと思いますか?

①i'I然に従う 27人

②白然を利用する 45人

③自然を征服する 6人

①と② l人

Q 22 混在、心の鐙かさやゆとりのある生活をすることに重きをおきたいですか、それ

とも、まだまだ物質的な閣で生活ーを豊かにすることに重きをおきたいですかっ

①心の些かさやゆとり 65人

②物資的な箇での生活の豊かさ 14人
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写 真

写真 1 ターミンチャガン (r地獄の沙淡Jという意味)の光去を (1997年 5月)

-
写，'， 2 ターミンチャガンの夏の光ITl(1998 {'下 8月)



'!J:兵 3 ホルチン沙地の僚子 (1998{I:: 8 fl) 

写真4 ホルチン地域には所々沼地借もある (1998年8月)



写真5 ホルチン沙地単j京の線二子 1999年8月)

"'I-l'.f 6 ウタンタラ (1傾Iの生える平)'~(J という怠昧)のi少地

ーかつては柳の生える明原であったー (1999年8円)



写真 7 沙漠イじのj京幽と考えられていた rUI三f.の般牧J(19971f 10月)

写'点8 紛 下のIIx.牧の様子一静脈l勾に沙I也も見られる ー (1999I下8)-J) 



写真 9 環境教育林事業の値林後の風景 (1997年5月)

ち.只10 凶柵により他生の1"1復が進む(tr.が側内，右が側外)(1998年8汀)



写点 II 環境教育林事業の植林|直後の線子一人ilから北を臨Eむ (1997年5月)

写真 12 J策頃教育林事業による成栄一人 11から ~tを臨むー(199t){1: 5 FJ) 



写真 13 環境教育林事業の植林直後の傑f 束南端より凶を臨むー (1997全l'5月)

写t114 J初史教育H事業による成栄一京市端より刊を臨むー (1999年5JJ) 



写真 15 沙米による沙任固定 (1998年8月)

写真 L6 1997年 4月に植林した防護林市のポプラ(1999年 8月)



写真 17 強度沙決{じ上l也a付近の状泌(1997年 5月)

写真 18 生物多様1"1:(植生)の調谷の綾子一虫色j変沙淡f!:J上地aー(1999年 B月)



写真 19 事業区内のトウモロコシ畑(1999年 8月)

写真 20 事業IR内のソパ知I(1999年8月)



写真 21 家庭生態経済関の係予 (1998年8月)

写正¥22 道路の府側に家庭生態終済圏を述結させて生物経済併をつ くる

(1998 ~l: 8月)



写主主 23 額助』邸中学校の先生および生徒たちと共に

写点 24 >1<;.1とを:1:[[う烏日{也J立ガチャの子供たち






